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   議事日程第１号      第１回定例会 

   令和２年３月２日（月）  午前９時３０分開議 

 

   開  会 

日程第 １ 会議録署名議員指名 

 〃  ２ 会期決定 

 〃  ３ 諸般の報告 

      （１）定例監査結果等報告について 

 〃  ４ 行政報告 

      （１）市政の概況について 

      （２）第６次寒河江市振興計画行動計画（平成２８年度～令和２年度）について 

 〃  ５ 質疑 

 〃  ６ 議第 １号 令和元年度寒河江市一般会計補正予算（第７号） 

 〃  ７ 議第 ２号 令和元年度寒河江市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 〃  ８ 議第 ３号 令和元年度寒河江市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

 〃  ９ 議第 ４号 令和２年度寒河江市一般会計予算 

 〃 １０ 議第 ５号 令和２年度寒河江市国民健康保険特別会計予算 

 〃 １１ 議第 ６号 令和２年度寒河江市後期高齢者医療特別会計予算 

 〃 １２ 議第 ７号 令和２年度寒河江市介護保険特別会計予算 

 〃 １３ 議第 ８号 令和２年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計予算 

 〃 １４ 議第 ９号 令和２年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）予算 

 〃 １５ 議第１０号 令和２年度寒河江市下水道事業会計予算 

 〃 １６ 議第１１号 令和２年度寒河江市立病院事業会計予算 

 〃 １７ 議第１２号 令和２年度寒河江市水道事業会計予算 

 〃 １８ 議第１３号 寒河江市監査委員条例の一部改正について 

 〃 １９ 議第１４号 寒河江市課制条例の一部改正について 

 〃 ２０ 議第１５号 寒河江市印鑑条例の一部改正について 

 〃 ２１ 議第１６号 寒河江市特別職に属する者の給与等に関する条例等の一部改正について 

 〃 ２２ 議第１７号 寒河江市手数料条例の一部改正について 

 〃 ２３ 議第１８号 寒河江市市民浴場に関する条例の一部改正について 

 〃 ２４ 議第１９号 寒河江市中小企業及び小規模企業振興基本条例の制定について 

 〃 ２５ 議第２０号 寒河江市営住宅条例の一部改正について 

 〃 ２６ 議第２１号 下水道事業の地方公営企業法全部適用に伴う関係条例の整備に関する条例の

制定について 

 〃 ２７ 議第２２号 寒河江市立病院事業の設置等に関する条例の一部改正について 

 〃 ２８ 議第２３号 「寒河江市公共下水道寒河江市浄化センターの建設工事に関する協定の締結

について」の一部変更について（平成３０年度における寒河江市公共下水道

寒河江市浄化センターの建設工事に関する協定） 
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日程第２９ 議第２４号 「寒河江市公共下水道寒河江市浄化センターの建設工事に関する協定の締結

について」の一部変更について（令和元年度における寒河江市公共下水道寒

河江市浄化センターの建設工事に関する協定） 

 〃 ３０ 議第２５号 指定管理者の指定の期間の変更について 

 〃 ３１ 議第２６号 市道路線の変更について 

 〃 ３２ 議第２７号 市道路線の認定について 

 〃 ３３ 議第２８号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一部変更について 

 〃 ３４ 請願第１号 「最低賃金の改善と中小企業支援策の拡充を求める意見書」の提出を求める

請願 

 〃 ３５ 施政方針説明 

 〃 ３６ 議案説明 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第１号に同じ 

 

 

 

   開    会    午前９時３０分 

 

○柏倉信一議長 おはようございます。 

  ただいまから、令和２年第１回寒河江市議会

定例会を開会いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  なお、報道機関及び企画創成課より本定例会

における写真撮影及び録音の申し出があり、議

長においてこれを許可しております。 

  本日の会議は、議事日程第１号によって進め

てまいります。 

 

会議録署名議員指名 

 

○柏倉信一議長 日程第１、会議録署名議員指名

を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第87条の規定に

より議長において、６番後藤健一郎議員、12番

沖津一博議員を指名いたします。 

 

会 期 決 定 

 

○柏倉信一議長 日程第２、会期決定を議題とい

たします。 

  本定例会の会期など議事日程につきましては、

議会運営委員会で協議を願っておりますので、

その結果について委員長の報告を求めます。木

村議会運営委員長。 

   〔木村寿太郎議会運営委員長 登壇〕 

○木村寿太郎議会運営委員長 おはようございま

す。 

  議会運営委員会における協議の結果について

御報告申しあげます。 

  本日招集になりました令和２年第１回寒河江

市議会定例会の運営につきましては、去る２月
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26日、委員６名全員出席並びに関係者出席のも

と議会運営委員会を開催し、協議いたしました。 

  会期につきましては、提案されます議案数や

一般質問通告数などを勘案し、本日から３月23

日までの22日間と決定いたしました。その間の

会議等につきましては、お示ししております第

１回定例会日程表のとおり決定いたしました。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願い申しあげ、御報告といたします。 

○柏倉信一議長 お諮りいたします。 

  本定例会の会期は、議会運営委員長報告のと

おり決定することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、会期は本日から３月23日までの22日

間と決定いたしました。 

 

第１回定例会日程                        令和２年３月２日（月）開会 

月  日 時  間 会      議 場  所 

３月 ２日（月） 午前９時３０分 本  会  議 

開会、会議録署名議員指名、

会期決定、諸般の報告、行政

報告、質疑、議案・請願上

程、施政方針説明、議案説明 

議   場 

３月 ３日（火） 休   会 （ 議 案 調 査 ） 

３月 ４日（水） 午前９時３０分 本  会  議 一  般  質  問 議   場 

３月 ５日（木） 休   会 （ 議 案 調 査 ） 

３月 ６日（金） 午前９時３０分 本  会  議 一  般  質  問 議   場 

３月 ７日（土） 休               会 

３月 ８日（日） 休               会 

３月 ９日（月） 

午前９時３０分 本  会  議 
質疑、予算特別委員会設置、

委員会付託 
議   場 

本会議終了後 予算特別委員会 
開会、議案説明、質疑、分科

会分担付託 
議   場 

予算特別委員会 

終  了  後 

総務産業常任委員会 

分科会 
付 託 案 件 審 査 第２会議室 

厚生文教常任委員会 

分科会 
付 託 案 件 審 査 第４会議室 

３月１０日（火） 休   会 （ 議 案 調 査 ） 

３月１１日（水） 

午前９時３０分 予算特別委員会 
分科会委員長報告、質疑・討

論・採決、閉会 
議   場 

予算特別委員会 

終  了  後 
本  会  議 

議案上程、委員長報告、質

疑・討論・採決、議案・請願

上程、質疑、予算特別委員会

設置、委員会付託 

議   場 

本会議終了後 予算特別委員会 
開会、議案説明、質疑、分科

会分担付託 
議   場 

予算特別委員会 

終  了  後 

総務産業常任委員会 

分科会 
付 託 案 件 審 査 第２会議室 
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厚生文教常任委員会 

分科会 
付 託 案 件 審 査 第４会議室 

３月１２日（木） 午前９時３０分 

総務産業常任委員会 

分科会 
付 託 案 件 審 査 第２会議室 

厚生文教常任委員会 

分科会 
付 託 案 件 審 査 第４会議室 

３月１３日（金） 午前９時３０分 

総務産業常任委員会 

分科会 
付 託 案 件 審 査 第２会議室 

厚生文教常任委員会 

分科会 
付 託 案 件 審 査 第４会議室 

３月１４日（土） 休               会 

３月１５日（日） 休               会 

３月１６日（月） 休   会 （ 議 案 調 査 ） 

３月１７日（火） 午前９時３０分 

総務産業常任委員会 

分科会 
付 託 案 件 審 査 第２会議室 

厚生文教常任委員会 

分科会 
付 託 案 件 審 査 第４会議室 

３月１８日（水） 休   会 （ 事 務 処 理 ） 

３月１９日（木） 休   会 （ 事 務 処 理 ） 

３月２０日（金） 休               会 

３月２１日（土） 休               会 

３月２２日（日） 休               会 

３月２３日（月） 

午前９時３０分 予算特別委員会 
分科会委員長報告、質疑・討

論・採決、閉会 
議   場 

予算特別委員会 

終  了  後 
本 会 議 

議案・請願上程、委員長報

告、質疑・討論・採決、閉会 
議   場 

 

 

諸 般 の 報 告 

 

○柏倉信一議長 日程第３、諸般の報告でありま

す。 

  （１）定例監査結果等報告については、お示

ししております文書によって御了承願います。 

 

行 政 報 告 

 

○柏倉信一議長 日程第４、行政報告であります。 

  （１）市政の概況について、（２）第６次寒

河江市振興計画行動計画（平成28年度～令和２

年度）について、市長から報告を求めます。佐

藤市長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 おはようございます。 

  令和２年第１回定例会の開会に当たりまして、

令和元年第４回定例会以降、今定例会までの主

な市政の概況について御報告を申しあげます。 

  初めに、新型コロナウイルス感染症に対する

市の対応について申しあげます。 

  去る１月15日に日本国内で最初の感染者が発

生し、現在は新型コロナウイルス感染症の発生

早期に移行した状況となっております。 

  本市においては、この状況を鑑みまして、２
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月６日並びに19日に新型コロナウイルス感染症

連絡会議を開催し、新型コロナウイルス感染症

に係る情報収集を行いました。 

  また、感染拡大の防止に万全を期すために、

市のホームページ及び市報に啓発チラシを折り

込み、市民への情報提供や相談対応などを行い、

予防、蔓延防止策の周知を図ったところであり

ます。 

  さらに、２月27日の政府の要請を受け、２月

28日に連絡会議並びに新型コロナウイルス感染

症対策本部を設置し、市内の小中学校において

はそれぞれの実情を踏まえて、１校は本日より、

11校は明３日より、そして１校は４日より、春

休み期間まで臨時休業の対応をとったところで

ございます。 

  一方、市立並びに民間立を含めた市内保育施

設については、家に１人でいることができない

年齢の子供が利用するものであることや、春休

みもないなど、学校とは異なることから、感染

の予防に十分留意した上で、通常どおり開所す

ることとしております。 

  放課後児童クラブについても、小学校の休業

日に合わせて午前より開所することとし、可能

な限り対応することとしております。 

  私立幼稚園につきましても、卒園式までは通

常どおり開園すると聞いております。 

  また、隣県で発生したことを鑑み、ゆめはー

と寒河江については当面の間休館し、文化セン

ター、地区公民館、ハートフルセンター、フロ

ーラ・ＳＡＧＡＥ、技術交流プラザ、それぞれ

の貸し出しスペースについては、貸し出しを制

限することといたしました。 

  さらに、市民体育館とチェリーナさがえにつ

いては、高校生以下の使用及びトレーニングル

ームの使用を不可とし、団体の使用については

市民体育館、チェリーナさがえ、老人福祉セン

ター、それぞれ自粛を要請しております。 

  今後も国や県の動向を十分踏まえながら、市

民の安心・安全な生活が守られるよう、感染拡

大防止に万全を尽くしてまいりたいと考えてお

ります。 

  次に、今冬の除雪の状況について申しあげま

す。 

  御案内のとおり、今冬は記録的な暖冬の影響

で少雪の状況が続いており、市道除雪の出動状

況につきましては、市内一斉除雪は本日まで１

回も実施しておらず、過去に例のない状況とな

っております。 

  また、自主出動についても幸生地区７回、田

代・白岩地区５回、醍醐・柴橋地区１回の出動

となっており、いずれの地区においても最も少

ない出動回数となっております。 

  今後も気象状況を的確に捉え、交通環境の維

持に努めてまいります。 

  次に、第５回やまがた雪フェスティバルにつ

いて申しあげます。 

  去る１月31日から２月２日まで、最上川ふる

さと総合公園において、第５回やまがた雪フェ

スティバルを山形県と１市４町共同で開催し、

雪を活用した観光誘客による交流人口の拡大に

努めたところであります。 

  記録的な暖冬により、県内他地域でも少雪に

よるイベントの中止がある中、例年よりも多く

の雪を西川町から運搬し、雪像の制作に当たる

とともに、当初イベントの内容変更や、雪がな

くとも楽しんでいただけるアトラクションを追

加し、さらには交通対策としてシャトルバスの

運行経路の大幅な見直しを行ったことなどによ

り、期間中は予想を上回る22万5,000人の方か

ら御来場いただきました。 

  自然の恩恵を活用する雪まつりの開催につい

ては、今回の経験を生かすとともに、来場者の

声も参考にしながら、冬のイベントとして定着

できるよう、引き続き努力してまいります。 

  次に、さがえスポーツフェスティバル2020に

ついて申しあげます。 
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  やまがた雪フェスティバルの期間に合わせ、

２月１日と２日の２日間、チェリーナさがえを

会場に、東京2020ＰＲイベントとしてスポーツ

フェスティバルを開催し、親子連れを中心に多

くの方から御来場いただきました。 

  このスポーツフェスティバルでは、ボルダリ

ング、スケートボード、ボッチャなどオリンピ

ック・パラリンピック種目を中心とした体験コ

ーナーを設置し、親子連れなどがインストラク

ターの指導を受けながら各種目を楽しむ姿が数

多く見られました。 

  また、東京オリンピック・パラリンピック競

技大会で高まるスポーツへの関心を受け、東京

2020ＰＲブースもあわせて設置したところでご

ざいます。 

  今後も市民のスポーツへの関心の機を逃さず、

本市のスポーツ振興に取り組んでまいります。 

  次に、チェリーランド再整備計画の策定につ

いて申しあげます。 

  グランドオープンから25年以上経過いたしま

したチェリーランドについては、先日、議員懇

談会でお示しいたしましたとおり、再整備計画

を策定したところでございます。 

  今後、この計画に基づき、各施設の整備を進

め、交流人口の拡大と情報発信の強化に努めて

まいります。 

  次に、インバウンド・地域活性化のための冬

の山形スタディツアーの受け入れについて申し

あげます。 

  本市と相互協力協定を締結しております国立

大学法人東京外国語大学「インバウンド・地域

活性化のための冬の山形スタディツアー」の受

け入れを１月29日から２月４日までの日程で実

施をいたしました。留学生を含む８名が第５回

やまがた雪フェスティバルにおけるブース運営

や、白岩小学校、陵西中学校での交流授業など

を行い、本市の魅力を多言語で発信していただ

きました。 

  今後も同大学と連携し、まちづくりや観光振

興に取り組んでまいります。 

  次に、景気・雇用情勢について申しあげます。 

  ２月21日に発表された日本銀行山形事務所の

山形県金融経済概況では、「山形県の景気は、

横ばい圏内の動きとなった」としており、平成

30年12月発表分から15カ月連続で横ばい傾向が

続いております。 

  山形労働局発表の１月の県内有効求人倍率は、

原数値で1.40倍、ハローワーク寒河江管内にお

いて1.12倍であり、１倍を超える高い水準とな

っております。 

  また、西村山管内の就職を希望する高校生の

内定率は、９年連続で100％を達成している状

況であります。 

  今後も関係機関と連携を図りながら、社会経

済情勢の変化に的確に対応した効果的な雇用対

策を推進してまいります。 

  次に、プレミアム付商品券事業について申し

あげます。 

  昨年10月からの消費税率引き上げに伴い、影

響の緩和を目的に実施しておりますプレミアム

付商品券事業につきましては、平成28年４月２

日から令和元年９月30日までに誕生した乳幼児

1,055人分の商品券購入引きかえ券を該当世帯

に発送いたしました。 

  また、国が定めた購入対象者の要件に該当す

る可能性の高い令和元年度の市県民税が非課税

の方7,030人へ案内を発送したところ、２月末

現在で3,581人から申請があり、審査の結果、

要件に該当した2,913人の方々に商品券購入引

きかえ券を発送したところでございます。 

  次に、企業誘致推進事業について申しあげま

す。 

  中央工業団地への企業誘致につきましては、

昨年８月から建設工事を進めておりました仮設

資機材の製造・販売・レンタル業の日野興業株

式会社山形営業所が２月４日に竣工し、営業を
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開始いたしました。 

  今後も引き続き企業誘致に積極的に取り組み、

本市の雇用の確保に努めてまいります。 

  次に、暖冬・少雪による農作物への影響につ

いて申しあげます。 

  ２月20日に仙台管区気象台から発表された１

カ月予報によると、今後も気温は高く、降雪量

は少ないと予想されており、農作物の生育が早

まる可能性があるため、農作物や圃場を小まめ

に観察するとともに、気象や生育状況等の情報

収集に努め、適期作業による被害防止が重要と

なってきております。 

  果樹では、病害虫の発生が早まる可能性もあ

るため、農薬散布がおくれないよう注意が必要

とのことであり、さらに少雪による春先の水不

足も心配されることから、県では例年より早く

ダムの貯水作業を進めており、春先に必要とな

る水は確保できる見通しとなっております。 

  また、さくらんぼにつきましては、発芽期・

開花期が早まり、凍霜害の危険が高まることが

予想されており、摘芽の際は例年より多く花芽

を残し、防霜対策を徹底する必要があるとのこ

とから、本市としても今冬の暖冬・少雪による

農作物の影響を最小限に抑えるべく、適切な対

策等についてＰＲに努めてまいりたいと考えて

おります。 

  以上、令和元年第４回定例会以降の主な市政

の概況を申しあげましたが、今後とも議員各位

の御理解と御協力を賜りながら市政運営に努め

てまいりますので、よろしくお願いを申しあげ

る次第であります。 

  次に、第６次寒河江市振興計画行動計画（平

成28年度～令和２年度）について御説明を申し

あげます。 

  行動計画につきましては、令和７年度を目標

年度とする第６次寒河江市振興計画を具現化す

るため、前期５カ年の具体的な取り組みを示し

ており、毎年、事業の状況や情勢の変化などを

踏まえて見直しを行うこととしております。 

  内容につきましては、去る２月20日の全員協

議会において協議をいただいておりますので、

それにより御報告にかえさせていただきたいと

存じます。 

  以上でございます。 

 

質     疑 

 

○柏倉信一議長 日程第５、行政報告についての

質疑でありますが、後日行われます一般質問の

通告内容等と重複しないよう、議員において配

慮されますようお願いいたします。 

  ただいまの行政報告中、（１）市政の概況に

ついて質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、（２）第６次寒河江市振興計画行動計

画（平成28年度～令和２年度）について質疑は

ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 日程第６、議第１号令和元年度

寒河江市一般会計補正予算（第７号）から日程

第34、請願第１号「最低賃金の改善と中小企業

支援策の拡充を求める意見書」の提出を求める

請願までの29案件を一括議題といたします。 

 

施政方針説明 

 

○柏倉信一議長 日程第35、施政方針説明であり

ます。 

  市長から説明を求めます。佐藤市長。 

〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 本日、令和２年の第１回寒河江

市議会定例会が開催されるに当たりまして、令



 - 9 - 

和２年度の市政運営に臨む基本方針と施策の大

要を申しあげます。 

  私は、市長就任以来、「子どもからお年寄り

まで、安心して元気に暮らせるまち寒河江」の

実現を目指して、市民の皆様の声に真摯に耳を

傾け、寒河江の将来を思い、力を合わせて豊か

な未来をつくり上げていくことを基本として、

さまざまな施策に鋭意取り組んでまいりました。 

  市内全地区を回る地域座談会、市民アンケー

ト、子どもからの手紙、市政ポスト、各種団体

との意見交換会、振興審議会を初めとする各種

の審議会など、多方面から市民の皆様よりまち

づくりへの思いをお聞きすることができ、大変

うれしく思っておりますとともに、その期待に

応えて施策を実現していくことこそが私の使命

であると考えております。 

  さて、令和２年度は第６次寒河江市振興計画

の５年目の折り返し地点として節目の年、重点

目標の実現に向けた集中的・重点的な取り組み

を行うため、チャレンジの最後の年となります。

前期５カ年の行動計画は総仕上げの年となりま

すので、各施策の成果を検証し、進化すること

が重要であると考えております。そして、これ

らを踏まえて、市民の皆様とともに振興計画を

見直し、市民一人一人が未来に向かって健康で

明るく、楽しく暮らしていくことができる「ス

マイルシティ」の実現に向けて、次の行動計画

を策定していきたいというふうに考えておりま

す。 

  寒河江市の確かなあすに向かって、令和２年

度は次の３つの大きな柱を立て、施策を展開し

てまいります。 

  １つの柱は、「未来を拓くこどもたちへ切れ

目ない支援を～さがえっこ育みプログラム～」

であります。 

  この寒河江に生まれ、寒河江で育ち、寒河江

の未来を切り拓いていく子供たちは、まさに寒

河江の宝であります。そして、子供たちが大人

になるまで、その成長を見守っていくことは

我々の責務であります。 

  本市は、平成26年に「さがえっこすくすく宣

言」をし、市民みんなで手を取り合い、子育て

を支えていくこととしております。これまでも、

そしてこれからも、この宣言の理念に基づき、

生まれてから大人になるまで切れ目のない支援

「寒河江型ネウボラ」を展開してまいります。 

  婚活支援などの少子化対策の強化、保育料の

無償化や保育所整備などの子育て支援の拡充、

小中学校のＷｉ－Ｆｉ環境やタブレット整備、

特別教室空調設備などの学習・教育環境の充実、

英語教育の充実などによる未来志向の人づくり

など、寒河江ならではの施策「さがえっこ育み

プログラム」を展開し、人口減少対策を推進い

たします。 

  第２の柱は、「持続可能で安全・安心な暮ら

しをまもる」であります。 

  昨年10月の台風19号は、東日本を中心に各地

で洪水や土砂崩れ、河川の氾濫等の甚大な被害

をもたらしました。自然災害は避けることがで

きませんが、対岸の火事ではないことを痛切に

感じたところであります。 

  本市におきましては、人的な被害はなかった

ものの、倒木、建物損壊、農作物の冠水などの

被害が発生し、市民の皆様も大変不安を感じら

れたことと思います。 

  令和２年度は、災害時の情報伝達のスピード

化を図るための避難情報管理システム導入や避

難所装備品の充実など、昨年の教訓を生かした

防災対策の強化を図ってまいります。さらに、

豪雨時の雨水対策についても重要な課題であり

ますので、これまでの雨水排水の状況などを考

慮し、道路側溝や用悪水路の断面積増などの雨

水排水対策の強化を図ってまいります。 

  また、特別養護老人ホームへの支援などによ

る介護制度の充実、デマンドタクシーの運行エ

リア拡大や自動車急発進防止装置設置補助など
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による高齢者移動支援の充実、新市民浴場の整

備に向けた準備などによる生活環境の向上など、

持続可能で安全・安心な暮らしを守るための施

策を展開してまいります。 

  第３の柱は、「寒河江の元気を育み、未来を

創造する」であります。 

  寒河江の特徴を生かしたさまざまな産業をさ

らに元気にすること、それはすくすく育ったさ

がえっこたちが活躍できる環境をつくることに

つながり、交流人口や移住・定住者の増加につ

ながり、そして各産業の活性化につながってい

く、そうしたまちづくりの成長サイクルを構築

したいと考えております。 

  明治初年にさくらんぼが日本にもたらされ、

当時の篤農家の方々は情報が少ない中で苗木を

取り寄せ、栽培に取り組み、苦労の末にさくら

んぼの産地として寒河江の名を確立いたしまし

た。こうした先人の努力を見習い、産業の活性

化につなげていくための施策を展開してまいり

ます。 

  スマート農業実証や寒河江紅秀峰のブランデ

ィングなどによるさくらんぼ生産・販売力強化、

就農体験プログラム実施などによる新規就農者

育成支援を行い、地域農業をさらに充実、発展

していくこととともに、販売促進のため補助な

どによる中小企業の支援強化、総合観光案内所

の整備などによる観光物産の振興、またガイダ

ンス施設整備などによる史跡慈恩寺の整備と交

流拡大、聖火リレーやホストタウン関連事業実

施による東京オリンピック・パラリンピックと

の連携、各種スポーツイベント開催による地域

スポーツの活性化、新市営住宅整備やチェリー

ランドの再整備、最上川のかわまちづくり推進

など、未来につながるインフラ整備により、寒

河江の元気を育む取り組みを進めてまいります。 

  そして、振興計画の見直しと次期行動計画の

策定を初めとする各種の計画策定に関する取り

組みを行い、未来の寒河江をつくるために布石

を打つ年にしたいと考えております。令和とい

う新たな時代の中で、寒河江の未来を創造する

取り組みを進めてまいります。 

  その結果、一般会計当初予算は216億5,700万

円となり、前年度より19億5,700万円、率にし

て9.9％の増、当初予算ベースでは13年連続で

増加し、過去最大規模となりました。一般会計

と５つの特別会計、３つの企業会計を合わせた

予算総額は378億242万3,000円で、前年度より

8.5％増となったところであります。 

  以下、第６次寒河江市振興計画の５つの基本

政策に沿って大要を申しあげます。 

  １つには、「子どもがすくすく育つまち」に

ついてであります。 

  「安心して生み育てられる環境づくり」につ

いては、「さがえこうのとり応援事業」等の施

策に加えて、結婚支援対策事業において新たに

出会いの場を創出するイベント等の開催を支援

する婚活応援事業費補助金を創設し、婚活中の

男女を多面的に支援することにより、婚姻率の

向上に努めてまいります。 

  「きめ細かな保育環境の整備」については、

現在、指定管理者が管理・運営しているみなみ

保育所については、民設民営化による新たな保

育施設の建設が予定されております。市としま

しては、この施設整備を支援しながら、ゼロ歳

児及び低年齢児の受け入れなどの保育ニーズに

対応できるよう、保育体制の充実に取り組んで

まいります。 

  放課後児童クラブについては、利用児童の増

加が見込まれるクラブについて、現在、学校の

施設内や余裕教室の活用を検討しており、今後、

整備・充実を図ってまいります。 

  「子育てを支える環境づくり」については、

令和元年10月から幼稚園、保育所、認定こども

園などを利用する３歳から５歳までの全ての児

童の保育料を無償化し、子育て世代の負担軽減

を図っておりますが、新たにゼロ歳から２歳ま
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での第２子の保育料無料化を市独自施策として

推進いたします。令和２年度は、同時入所の第

２子についてはゼロ歳から２歳までの保育料と

３歳から５歳までの副食費を無料とし、同時入

所以外の第２子については保育料を半額にして

まいります。これらにより、子育て世代の負担

軽減と出生率の向上を目指してまいります。 

  また、キッズパーク整備事業は令和２年度か

ら新たに遊具設置に要する費用についても助成

の対象とするよう拡充してまいります。 

  「豊かな心と健やかな体の育成」については、

学校・家庭・地域が連携した教育の推進として

は、市内小中学校５校でコミュニティ・スクー

ルを先行実施し、地域全体で学校の教育活動を

支援する仕組みを進めるとともに、ふるさとを

愛し、誇りに思う心を育てるため、各地域の歴

史・文化・自然を体験的に学ぶ学習の充実も図

ってまいります。 

  また、次世代を支える子育て世代を社会全体

で支えることは、子供を産み育てやすいまちづ

くりにつながることから、小中学校の給食費の

助成については、原材料費高騰に伴う負担増は

助成額をその分ふやすこととし、引き続き子育

て世代の経済的負担軽減を進めてまいります。 

  「未来を切り拓く学ぶ力の育成」については、

子供たちの学びの充実と確かな学力の育成を図

るため、学力向上支援員の継続配置と、特別支

援教育補助員を増員し、効果的に活用して、学

力の向上に努めてまいります。 

  また、国が進めるＧＩＧＡスクール構想に合

わせた高速通信ネットワークの整備を進め、タ

ブレットや電子教科書等を導入し、ＩＣＴの積

極的な活用を図ってまいります。 

  さらに、中学校においては、コミュニケーシ

ョンがとれる英語力を「読む」「聞く」「書く」

「話す」の４技能から測定する英語検定ＧＴＥ

Ｃを導入し、英語力向上と授業改善につなげ、

英語学習の一層の充実強化を図ってまいります。 

  教育環境の整備については、小中学校特別教

室等の空調設備整備や、中学校のトイレ大規模

改修など、学校施設の整備、充実を進めるとと

もに、今後の学校のあり方や将来の学校づくり

については、学校、保護者、地域、学識経験者

などで構成する検討委員会において、小中学校

の適正規模や適正配置など幅広く意見交換を行

いながら検討を進めてまいります。 

  ２つには、「活力と交流を創成するまち」に

ついてであります。 

  「魅力ある農業振興」については、さくらん

ぼの生産体制強化については、新たに電動剪定

ばさみの導入支援やスマート農業の実証実験を

行い、作業負担軽減に向けた取り組みを強化す

るとともに、紅秀峰のさらなる輸出拡大につな

がる効果的なＰＲなどにより、ブランド力強化

と販路拡大に取り組んでまいります。 

  また、６次産業化の取り組みを充実、加速す

るため、昨年、寒河江ブランド・魅力発信協議

会を設立したところですが、２年度は本市の農

業生産体制に合った６次産業化を推進するため

の戦略を策定するとともに、伝統野菜等の特産

品のさらなるブランド化に向けた取り組みや、

首都圏等の販路開拓を支援してまいります。 

  「地域資源を活かした観光振興」については、

現在、道の駅寒河江のさくらんぼ会館内に設置

している観光案内所を、隣接する株式会社チェ

リーランドさがえの館内に移設し、西村山地域

の中核的な案内所としてだけでなく、県内の主

要な観光案内拠点として再整備いたします。 

  さらに、ＪＮＴＯ（日本政府観光局）認定の

総合観光案内所としてグレードアップを図り、

インバウンドを推進してまいります。 

  ツール・ド・さくらんぼについては、これま

で実施してきたロングライドイベントに加え、

エンデューロイベント（耐久レース）を実施す

ることし、２日間のイベントとして開催してま

いります。 
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  今年度、記録的な暖冬により、雪のない中で

開催となったやまがた雪フェスティバルについ

ては、令和２年度も引き続き山形県と１市４町

共同で開催し、冬の寒河江をＰＲし、本市の魅

力向上と交流人口の拡大に努めてまいります。 

  「賑わいを生む商工業振興」については、中

小企業の活性化により産業の振興を図るため、

寒河江市中小企業及び小規模企業振興基本条例

を制定し、あわせて店舗改装や新商品開発など

を対象にした寒河江市中小企業販売促進事業費

補助金を創設し、支援してまいります。 

  また、フローラ・ＳＡＧＡＥ４階の娯楽室等

へエアコンを設置するなど、利便性の向上を図

り、さらなるにぎわい創出に努めてまいります。 

  「雇用の安定と就労環境の充実」については、

ハローワーク寒河江、商工会、企業及び学校等

との連携を強化し、若者の地元企業への就職及

び定着並びにＵ・Ｉ・Ｊターンなどに取り組む

とともに、再就職希望者に対する定期的な就職

面接会の開催や相談体制の充実など、就労環境

の整備を図ってまいります。 

  「質の高い居住環境づくり」については、定

住人口の増加を図るため、引き続き子育て世代

及び転入者移住対策として住宅の取得支援の充

実を図るとともに、良好な住宅地の需要に対応

するため、民間等の住宅地開発を積極的に支援

してまいります。 

  空き家に関しては、寒河江市空き家等対策計

画に基づく調査結果をもとに、関係団体と連携

した空き家相談会を開催するとともに、空き家

解体への支援についても引き続き行ってまいり

ます。 

  市営住宅につきましては、市営住宅整備計画

に基づき、計画的に事業を進めるとともに、新

規市営住宅（仮称）陵南アパートについてはＰ

ＦＩ事業により整備してまいります。 

  ３つには、「元気に安心して暮らせるまち」

についてであります。 

  「地域見守りネットワークの充実」について

は、要支援者等への見守りと支援のネットワー

クを充実させ、災害時の避難行動支援が円滑に

行われるよう、個別避難支援プランへの登録促

進及び登録者情報の共有化に努めてまいります。 

  「高齢者支援体制の強化」については、介護

保険制度改正に対応した高齢者福祉計画第８期

介護保険事業計画（令和３年度～令和５年度）

の策定を行い、地域包括ケアの構築と深化に向

けた施策の展開を図ってまいります。 

  「共生社会の実現」については、障がい者が

地域で安心して暮らせるよう、相談支援の中核

的役割を担う基幹相談支援センターを包含した

地域生活支援拠点等の整備を１市４町共同で進

め、各相談支援事業所とのネットワークを構築

しながら、さらなる支援強化を進めてまいりま

す。 

  「健康長寿のまちづくり」については、健康

増進計画「第２次健康さがえ21」の中間評価結

果から、健康に関する意識の向上を図り、健康

診査の受診しやすい環境づくりと健康審査結果

説明会を引き続き実施してまいります。 

  「いのちを守る地域医療体制の充実」につい

ては、県の地域医療構想を踏まえた寒河江市立

病院新改革プランが４年間の計画期間の最終年

度を迎えることから、市立病院におけるこれま

での施策の評価、検証を行い、新たな新改革プ

ランの策定に向け取り組むとともに、より一層

の経営改善を図ってまいります。 

  また、昨年９月に厚生労働省が再編・統合の

議論が必要と分析した対象病院の一つに寒河江

市立病院が挙げられたことから、現在、村山地

域医療構想調整会議において、村山二次医療圏

の医療体制について議論を深めているところで

ありますので、今後とも住みなれた地域で安心

して暮らせる医療提供体制の確保に鋭意努めて

まいります。 

  「地域防災力の強化」については、災害に際
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しては命を守る備えが必要であり、危機感を持

って防災・減災対策に取り組む必要があります。

そのため、地域防災力強化の取り組みを一層推

進するため、新たに防災危機管理課を創設する

ことにいたしました。 

  また、情報収集における初動体制の整備、市

民への情報発信、地域との連絡体制の構築等の

課題解決に取り組むため、地図情報を活用した

災害時避難情報管理システムを導入し、災害発

生時に迅速な対応ができるよう取り組んでまい

ります。 

  また、地区防災力強化と防災意識の高揚を図

るため、自主防災組織を育成し、組織率100％

を目指すとともに、活動マニュアルを作成し、

活動の充実を図ってまいります。 

  さらに、防災・減災対策を強化するため、各

地域の防災リーダーとなる防災士の配置等の支

援に取り組み、災害に強いまちづくりの構築を

進めてまいります。 

  消防団につきましては、消防ポンプ車及び消

防小型動力ポンプ付軽積載車の更新や、防火服

等の服装品の整備を引き続き実施し、機能強化

を図ってまいります。 

  「交通事故や犯罪のない地域づくり」につい

ては、防犯対策の強化を進めるとともに、運転

に不安を持つ高齢者をサポートする高齢者運転

免許証自主返納支援事業に加えて、昨年10月か

ら実施した自動車急発進防止装置設置費補助金

により、高齢者の事故発生を抑制する取り組み

を進めます。 

  ４つには、「一人ひとりが力を発揮するま

ち」についてであります。 

  「市民・地域主体のまちづくり」については、

少子高齢化と人口減少社会により社会情勢が大

きく変化する中、地域コミュニティーの活性化

が課題となっております。 

  ４月にオープンする柴橋地区コミュニティセ

ンターは、地域の連帯感の醸成や活性化を図り、

自主的な地域づくり活動の拠点となる施設とし

て整備を行ってきたものであります。 

  今後も地域コミュニティーの活性化を図るた

め、コミュニティセンターの併設や地区公民館

の再編などを視野に、時代や地域の特性に合っ

た地区公民館のあり方について検討を続けてま

いります。 

  国際交流等の推進につきましては、今年開催

される東京オリンピック・パラリンピック競技

大会のホストタウンとして、大韓民国ローラー

スポーツ連盟とさまざまな交流事業を実施して

おります。 

  今後も引き続き交流事業を進めるとともに、

スポーツの振興と地域の活性化を進めてまいり

ます。 

  「豊かな人生の生きがいづくり」については、

「寒河江さくらんぼ大学」において、市民の学

ぶ意欲を大切にしながら、生涯学習の機会を広

げるとともに、自主的運営の推進を図りながら、

より専門的に学ぶ大学院も引き続き設置してま

いります。 

  市立図書館では、「図書館まつり」などの読

書普及事業の実施により市民の読書活動を支援

し、親しまれる図書館を目指すとともに、第50

回目を迎えるさくらんぼの都市
ま ち

さがえ全国俳句

大会を実施してまいります。 

  スポーツに親しむ取り組みの推進については、

オリンピック・パラリンピックイヤーとして市

民の健康増進とスポーツへの関心の高まりを受

け、オリンピック聖火リレー、パラリンピック

聖火採火などの東京2020関連事業や、さくらん

ぼマラソン大会、トライアスロン大会など、ス

ポーツイベントを充実させ、スポーツを通じた

交流拡大や競技力向上のための施策や支援を多

角的に展開してまいります。 

  また、文化財を将来にわたり適切に保存・活

用し、市の歴史文化振興に資していくため、総

合的な計画である文化財保存活用地域計画の策
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定に向けて取り組んでまいります。 

  史跡慈恩寺旧境内については、ガイダンス施

設及び休みどころの建設工事に入り、来年春の

完成を目指してまいります。 

  さらに、修験の道ウォーキングや慈恩寺舞楽

ＰＲ事業などを実施し、慈恩寺の文化や歴史に

ついて広く情報発信し、交流人口の拡大に努め

てまいります。 

  「市民ニーズを捉えた行財政運営」について

は、付近に活断層の存在が指摘され、移転改築

の検討を行ってきた市民浴場については、引き

続きＰＦＩ等の導入可能性調査を行うとともに、

移転用地の取得に向けた準備を進めてまいりま

す。 

  更新期を迎える公共施設等については、公共

施設マネジメント方針に基づく個別施設計画を

策定し、少子高齢化や人口減少を見据えた市施

設の計画的な複合化や長寿命化等を推進してま

いります。 

  ふるさと納税でいただいた寄附金については、

寄附者の意思を踏まえ、市の重要な施策に充当

させていただいております。 

  また、返礼品である地元農産品等を通して、

本市農産品等のＰＲを行うとともに、地域産業

の振興を図ってまいります。 

  ５つには、「便利で快適に生活できるまち」

についてであります。 

  「心地よい都市空間づくり」については、水

辺空間を利用して、誰でも楽しんでいただける

よう、最上川寒河江緑地グリバーさがえについ

て、施設の環境整備を進めてまいります。 

  また、グランドオープンから25年以上経過し

たチェリーランドについては、今般策定された

チェリーランド再整備計画に基づき、各施設の

整備、改修を行い、観光情報発信の強化と交流

人口拡大を図ってまいります。 

  「人と自然が共生するまちづくり」について

は、地球温暖化対策として太陽光発電設備や木

質バイオマスストーブ等の設備導入に対する補

助事業を推進するとともに、地球温暖化対策実

行計画に基づき、再生可能エネルギーや再生資

源を利用した製品の普及を促進するなど、再生

可能エネルギーの普及、拡大に努めてまいりま

す。 

  「交通ネットワークの整備」については、市

民の身近な生活道路の整備につきましては、町

会などからの要望をお聞きした上で、引き続き

寒河江市公共事業整備優先順位基準に基づき整

備してまいります。 

  また、都市計画道路落衣島線西根工区の整備

につきましては、用地交渉、物件補償等を進め

てまいります。 

  また、新平塩橋については、朝日町、大江町

と連携しながら、早期整備に向けて引き続き要

望してまいります。 

  高齢者の移動手段の確保については、令和２

年４月より新たに上河原地区及び入倉地区をデ

マンドタクシーの運行エリアといたします。引

き続き関係機関と連携を行いながら、高齢者等

の移動手段の確保に努めてまいります。 

  最後に、「生活を守る上下水道の整備」につ

いてであります。 

  水道事業につきましては、安定した自己水源

の確保と災害対策の充実を図るため、第１号井

戸の更新を行ってまいります。 

  また、川原ポンプ場から木ノ沢配水池までの

送水管や、老朽化した配水管の長寿命化と強靭

化を図り、安全で安心な水道水の安定供給に努

めてまいります。 

  下水道につきましては、令和２年４月から地

方公営企業会計へ移行し、下水道事業の経営の

健全化と透明性の向上を図り、引き続き寒河江

中央工業団地など未整備箇所の整備を行い、合

併浄化槽整備事業とともに、水洗化の普及促進

に向けた取り組みを強化してまいります。 

  また、局地的な大雨による内水氾濫に備え、
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雨水排水整備計画に基づき、計画的・効率的な

雨水排水路の整備を実施し、冠水箇所の解消を

図ってまいります。 

  以上、令和２年度の市政運営の基本方針及び

施策の大要を申しあげましたが、今年は近年ま

れに見る暖冬で明け、また現在は新型コロナウ

イルスが日本各地でも感染が拡大するという、

まさに先行き不透明、不安定な中で、新たな年

度を迎えようとしております。しかし、こうし

たときこそしっかりと地に足をつけ、冷静に、

そして真摯に目の前の課題を一つ一つ着実に解

決していかなければなりません。同時に、私た

ちは５年先、10年先、さらには20年先などの寒

河江市の行く末を思い描き、それを担うであろ

う子供たちのために、確かな未来の礎を築いて

いかなければなりません。今を逃してはできな

い取り組みがあり、そうした布石は機を逸して

はなりません。まさに極めて重要な令和２年度

であります。もちろん課題解決は行政のみの力

では果たし得ないものであります。民間の力、

市民の力を結集して、取り組むべきものであり

ます。今こそ全ての市民の英知を結集すべきと

きだと思います。ぜひこの難局をみんなの力で

乗り切っていこうではありませんか。力を合わ

せれば、全ての課題は必ずや乗り越えることが

できると確信をしております。議員各位並びに

市民の皆様の御理解と御協力を賜りますよう、

よろしくお願いを申しあげます。 

  以上であります。 

 

議 案 説 明 

 

○柏倉信一議長 日程第36、議案説明であります。 

  市長から提案理由の説明を求めます。佐藤市

長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 議第１号令和元年度寒河江市一

般会計補正予算（第７号）について御説明を申

しあげます。 

  このたびの補正予算は、ふるさと納税に係る

寄附金の増加により、基金管理事業費の追加等

を行うものでございます。その結果、20億

7,880万3,000円の追加となり、予算総額を歳入

歳出それぞれ227億8,604万8,000円とするもの

であります。 

  次に、議第２号令和元年度寒河江市公共下水

道事業特別会計補正予算（第１号）について御

説明申しあげます。 

  このたびの補正予算は、浄化センター建設事

業（総合交付金）について、年度内完成が困難

なため、翌年度に繰り越すものでございます。 

  次に、議第３号令和元年度寒河江市国民健康

保険特別会計補正予算（第１号）について御説

明を申しあげます。 

  このたびの補正予算は、医療費の増嵩に伴う

保険給付費等を追加するものであります。その

結果、予算総額を歳入歳出それぞれ40億6,212

万円とするものであります。 

  次に、議第４号令和２年度寒河江市一般会計

予算について御説明申しあげます。 

  施政方針説明でも申しあげましたが、寒河江

市が抱える諸課題の解決に取り組み、第６次振

興計画を着実に推進するため、積極的な予算編

成を行ったところであります。その結果、予算

総額は歳入歳出それぞれ216億5,700万円で、前

年度当初予算と比較して9.9％の増となったと

ころでございます。 

  次に、議第５号令和２年度寒河江市国民健康

保険特別会計予算について御説明申しあげます。 

  平成30年度から県が財政運営の責任主体とな

り、３年目となりますが、今後とも保健事業を

充実し、被保険者の健康保持増進に努め、健全

財政の維持と効率的な事業運営を図るべく予算

編成を行ったところであります。その結果、予

算総額は歳入歳出それぞれ40億6,451万5,000円

で、前年度当初予算と比較して4,546万8,000円
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の増となったところでございます。 

  次に、議第６号令和２年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計予算について御説明申しあげま

す。 

  後期高齢者医療に係る納付金や保険料徴収と

各種申請などの窓口業務を行うための経費を計

上するものでございます。その結果、予算総額

は歳入歳出それぞれ５億3,519万5,000円で、前

年度当初予算と比較して3,184万3,000円の増と

なったところであります。 

  次に、議第７号令和２年度寒河江市介護保険

特別会計予算について御説明申しあげます。 

  第７期介護保険事業計画の最終年度となり、

引き続き介護給付費の増大に対応し、安定した

財政運営を行うとともに、地域包括ケアに向け

た各種支援事業を実施すべく、予算編成を行っ

たところであります。その結果、予算総額は歳

入歳出それぞれ48億541万9,000円で、前年度当

初予算と比較して２億730万1,000円の増となっ

たところであります。 

  次に、議第８号令和２年度寒河江市介護認定

審査会共同設置特別会計予算について御説明を

申しあげます。 

  被保険者の介護の必要性の有無及びその程度

を審査判定するための介護認定審査会に係る経

費を計上するものでございます。その結果、予

算総額は歳入歳出それぞれ2,416万円で、前年

度当初予算と比較して11万7,000円の増となっ

たところでございます。 

  次に、議第９号令和２年度寒河江市財産区特

別会計（高松、醍醐、三泉）予算について御説

明申しあげます。 

  各財産区とも管理運営のための経費を計上す

るものでございます。その結果、予算総額は歳

入歳出それぞれ70万8,000円で、前年度当初予

算と比較して３万3,000円の増となったところ

でございます。 

  次に、議第10号令和２年度寒河江市下水道事

業会計予算について御説明申しあげます。 

  公共用水域の水質保全と、快適で文化的な生

活環境の改善を目指し、適切かつ効果的な整備

促進に努めるとともに、社会構造の変化に対応

できるよう、令和２年度より公営企業会計を適

用し、予算編成を行ったところでございます。 

  収益的収入及び支出については、収入総額を

15億7,102万9,000円に、支出総額を15億1,573

万8,000円にするものとし、資本的収入及び支

出については、収入総額を７億5,392万7,000円

に、支出総額を12億8,768万8,000円にするもの

でございます。 

  次に、議第11号令和２年度寒河江市立病院事

業会計予算について御説明申しあげます。 

  寒河江市立病院新改革プランに掲げている

「地域の医療ニーズに的確に応え、回復期機能

の充実を図り、市民がいつまでも安心して受診

できる病院づくり」を進めながら、病院経営の

健全化に向けた予算編成を行ったところであり

ます。 

  収益的収入及び支出については、収入総額及

び支出総額とも20億1,510万円とし、資本的収

入及び支出については、収入総額を１億279万

7,000円に、支出総額を１億5,346万1,000円に

するものであります。 

  次に、議第12号令和２年度寒河江市水道事業

会計予算について御説明申しあげます。 

  老朽配水管と主要送水管の布設がえや、深井

戸更新による災害対策の充実など、水道施設の

耐震化と長寿命化、水道の有収率の向上及び経

営の効率化に重点的に取り組み、安全で安心な

水道水の安定供給体制の構築及び上水道の持続

可能な経営基盤の確立をテーマに編成を行った

ものでございます。 

  収益的収入及び支出については、収入総額を

11億1,780万円、支出総額を10億5,615万7,000

円とし、資本的収入及び支出については、収入

総額を8,300万円、支出総額を６億8,728万
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2,000円にするものであります。 

  次に、議第13号寒河江市監査委員条例の一部

改正についてを御説明申しあげます。 

  識見を有する者のうちから選任する監査委員

を常勤から非常勤へ移行すること及び地方自治

法の一部改正に伴い、所要の改正をしようとす

るものでございます。 

  次に、議第14号寒河江市課制条例の一部改正

についてを御説明申しあげます。 

  地域防災力強化の取り組みを一層推進するた

め、防災危機管理課を創設することに伴い、所

要の改正をしようとするものでございます。 

  次に、議第15号寒河江市印鑑条例の一部改正

についてを御説明申しあげます。 

  「成年被後見人等の権利の制限に係る措置の

適正化等を図るための関係法律の整備に関する

法律」の施行に伴い、所要の改正をしようとす

るものでございます。 

  次に、議第16号寒河江市特別職に属する者の

給与等に関する条例等の一部改正についてを御

説明申しあげます。 

  識見を有する者のうちから選任する監査委員

を常勤から非常勤へ移行すること及び新たな非

常勤職員の設置に伴い、所要の改正をしようと

するものでございます。 

  次に、議第17号寒河江市手数料条例の一部改

正についてを御説明申しあげます。 

  「情報通信技術の活用による行政手続等に係

る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡素

化及び効率化を図るための行政手続等における

情報通信の技術の利用に関する法律等」並びに

「工業標準化法」の一部改正等に伴い、所要の

改正をしようとするものでございます。 

  次に、議第18号寒河江市市民浴場に関する条

例の一部改正についてを御説明申しあげます。 

  東日本大震災の被災者等に対し、市民浴場の

使用料を無料とする期間を１年間延長するため、

所要の改正をしようとするものでございます。 

  次に、議第19号寒河江市中小企業及び小規模

企業振興基本条例の制定についてを御説明申し

あげます。 

  地域社会の担い手として重要な役割を果たし

ている中小企業及び小規模企業の振興のため、

基本理念、市の責務等を定めることにより、中

小企業及び小規模企業の活性化を図り、もって

地域経済の発展と市民生活の向上に寄与するこ

とを目的として本条例を制定しようとするもの

でございます。 

  次に、議第20号寒河江市営住宅条例の一部改

正についてを御説明申しあげます。 

  民法の一部改正及び連帯保証人の要件の見直

し等に伴い、所要の改正をしようとするもので

ございます。 

  次に、議第21号下水道事業の地方公営企業法

全部適用に伴う関係条例の整備に関する条例の

制定についてを御説明申しあげます。 

  下水道事業の地方公営企業法全部適用に伴い、

関係条例の整備を図るため、本条例を制定しよ

うとするものでございます。 

  次に、議第22号寒河江市立病院事業の設置等

に関する条例の一部改正についてを御説明申し

あげます。 

  地方自治法の一部改正に伴い、所要の改正を

しようとするものでございます。 

  次に、議第23号「寒河江市公共下水道寒河江

市浄化センターの建設工事に関する協定の締結

について」の一部変更について（平成30年度に

おける寒河江市公共下水道寒河江市浄化センタ

ーの建設工事に関する協定）を御説明申しあげ

ます。 

  寒河江市公共下水道寒河江市浄化センターの

汚泥濃縮設備、中央監視制御装置更新工事の内

容変更等に伴い、協定金額について変更しよう

とするものでございます。 

  次に、議第24号「寒河江市公共下水道寒河江

市浄化センターの建設工事に関する協定の締結
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について」の一部変更について（令和元年度に

おける寒河江市公共下水道寒河江市浄化センタ

ーの建設工事に関する協定）を御説明申しあげ

ます。 

  寒河江市公共下水道寒河江市浄化センターの

最初沈殿池設備、反応タンク設備更新工事の内

容変更等に伴い、協定金額について変更しよう

とするものでございます。 

  次に、議第25号指定管理者の指定の期間の変

更についてを御説明申しあげます。 

  寒河江市市民浴場について、令和５年度に新

たに移転することに伴い、それまでの間、現行

の寒河江市市民浴場の指定管理者の指定期間を

３年間延長するため、議会の議決を経ようとす

るものでございます。 

  次に、議第26号市道路線の変更についてを御

説明申しあげます。 

  道路網の再編に伴い、１路線の終点を変更し

ようとするものでございます。 

  次に、議第27号市道路線の認定についてを御

説明申しあげます。 

  円滑な道路交通の確保と住民生活の向上に資

するため、３路線を認定しようとするものでご

ざいます。 

  次に、議第28号辺地に係る公共的施設の総合

整備計画の一部変更についてを御説明申しあげ

ます。 

  幸生辺地の公共的施設整備につきましては、

第９期辺地総合整備計画に基づき実施している

ところでありますが、観光施設整備について一

部設計を変更する必要があるため、「辺地に係

る公共的施設の総合整備のための財政上の特別

措置等に関する法律」第３条の規定により、第

９期幸生辺地総合整備計画を変更しようとする

ものでございます。 

  以上、28案件を御提案申しあげましたが、よ

ろしく御審議の上、御可決くださいますようお

願い申しあげる次第であります。 

 

   散    会    午前１０時３８分 

 

○柏倉信一議長 本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 



 - 19 - 

令和２年３月４日（水曜日）第１回定例会 

 

○出席議員（１６名） 

   １番  柏  倉  信  一  議員     ２番  太  田  陽  子  議員 

   ３番  鈴  木  み ゆ き  議員     ４番  安 孫 子  義  徳  議員 

   ５番  月  光  裕  晶  議員     ６番  後  藤  健 一 郎  議員 

   ７番  伊  藤  正  彦  議員     ８番  渡  邉  賢  一  議員 

   ９番  古  沢  清  志  議員    １０番  佐  藤  耕  治  議員 

  １１番  太  田  芳  彦  議員    １２番  沖  津  一  博  議員 

  １３番  國  井  輝  明  議員    １４番  荒  木  春  吉  議員 

  １５番  木  村  寿 太 郎  議員    １６番  阿  部     清  議員 

○欠席議員（なし） 

○遅刻議員（なし） 

○早退議員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  菅 野 英 行  副 市 長 

軽 部   賢  教 育 長  久保田 洋 子  病院事業管理者 

児 玉 憲 司  
選挙管理委員会 
委 員 長  木 村 三 紀  農業委員会会長 

設 楽 伸 子  
総務課長（併） 
選挙管理委員会 
事 務 局 長 

 中 田 隆 行  企画創成課長 

高 林 雅 彦  財 政 課 長  渡 辺 優 子  税 務 課 長 

那 須 清 人  市民生活課長  土 田 理 一  建設管理課長 

斎 藤 利 浩  上下水道課長  門 口 隆 太  
農林課長（併）
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

武 田 伸 一  商工推進課長  猪 倉 秀 行  
さくらんぼ観光 
課 長 

後 藤 芳 和  慈恩寺振興課長  片 桐 勝 元  健康福祉課長 

鈴 木   隆  高齢者支援課長  小 林 博 之  子育て推進課長 

眞 木 立 子  
会 計 管 理 者 
（兼）会計課長  原 田 真 司  病 院 事 務 長 

大 沼 利 子  学校教育課長  柏 倉 信 一  生涯学習課長 

小 泉   尚  
ス ポ ー ツ 
振 興 課 長  大 沼 孝一郎  監 査 委 員 

軽 部 修 一  
監 査 委 員 
事 務 局 長     

○事務局職員出席者 

田 宮 信 明  事 務 局 長  東海林 茂 美  局 長 補 佐 

齋 藤 晴 光  総 務 係 長  兼 子 拓 也  総 務 係 主 事 

 



 - 20 - 

   議事日程第２号      第１回定例会 

   令和２年３月４日（水）  午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 一般質問 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第２号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○柏倉信一議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、議事日程第２号によって進め

てまいります。 

 

一 般 質 問 

 

○柏倉信一議長 日程第１、これより一般質問を

行います。 

  通告順に質問を許します。質問時間は、１議

員につき答弁時間を含め60分以内となっており

ますので、要領よくかつ有効に進行されますよ

うお願いいたします。 

  この際、執行部におきましても、質問者の意

をよく捉えられ、簡潔にして適切に答弁される

よう要望いたします。 

 

 一般質問通告書   

 令和２年３月４日（水）                         （第１回定例会） 

番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

１ 

 

 

２ 

 

 

 

 

農業の６次産業化

について 

 

慈恩寺観光につい

て 

 

 

（１）これまでの取り組みについて 

（２）今後の取り組みについて 

（３）寒河江の特産品子姫芋について 

（１）参拝ルート等の整備について 

（２）話題性について 

（３）イメージキャラクターについて 

（４）秘仏の展示について 

（５）お土産と食について 

３番 

鈴 木 みゆき 

市 長 

 

 

市 長 

 

 

 

 

３ 

 

健康長寿でいきい

きと笑顔で安心し

第６次寒河江市振興計画の後期行動計画

（令和３年度～７年度）策定にあたって 

８番 

渡 邉 賢 一 

市 長 

教 育 長 
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番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

て暮らせるまちづ

くりと今後の市政

運営について 

 

 

 

 

 

 

 

生涯にわたり健康

的な生活を営むた

めの基本となる

「食の安全安心」

と「地産地消推

進」について 

（１）重点目標の達成度及び総括につい

て 

（２）増加する空き家・空き店舗対策強

化について 

（３）寒河江公園アクセス道「北ルー

ト」整備について 

（４）野球場・陸上競技場の早期改修整

備について 

（５）いじめ・不登校・引きこもり・自

殺・孤独死対策の強化について 

遺伝子組み換えや残留農薬等のない地元

産の安全な食材で提供できる給食に向け

て 

（１）病院・福祉施設等の給食について 

（２）小中学校給食について 

（３）食育の充実と地域の生産者との連

携について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教 育 長 

５ 

 

 

６ 

学校におけるＬＧ

ＢＴ教育について 

 

教員の変形労働時

間制の導入につい

て 

（１）市内小中学校の現状について 

（２）子どもの多様性に対しての配慮に

ついて 

（１）教員の現在の働き方について 

（２）導入の問題点について 

２番 

太 田 陽 子 

教 育 長 

 

 

教 育 長 

 

 

鈴木みゆき議員の質問 

 

○柏倉信一議長 通告番号１番、２番について、

３番鈴木みゆき議員。 

○鈴木みゆき議員 一般質問をさせていただきま

す鈴木みゆきです。よろしくお願い申しあげま

す。 

  まず最初に、世界的に影響を及ぼしているコ

ロナウイルスに対しまして、感染された方、お

亡くなりになられた方々に心よりお見舞い申し

あげますとともに、御冥福をお祈り申しあげま

す。 

  通告番号１番、農業の６次産業化についてで

す。 

  山形県は、全国に誇る豊かな農林水産物と地

域資源に恵まれている県であります。農林産出

額3,500億円を目標にしている中、2016年は

3,154億円、2017年は3,224億円と伸びています。

ただし、県内の農業就業人口は、５年ごとの調

査によりますと2015年は５万3,692人、高齢化

に伴い年間2,000人ずつ減っている状況です。

ただし、新規就農者は４年連続300人を超えて

おり、2019年は348人でありました。中には若

い方もいらっしゃるそうです。 

  その中で、本市は人口約４万人に対し農業就
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業人口は2,185人で、約18.8％です。新規就農

者は22人でありました。 

  ６次産業化推進の方向として、流れは５段階

ほどになると思います。 

  １番目、農業の起業、生産。 

  ２番目に、農業者と食品製造業者等の連携。 

  ３番目は、地域の６次産業化。市町村やＪＡ

等による産直、加工所等の整備。 

  ４番目は、食と農業による観光交流の拡大。

観光と連携した受け入れ施設の整備、外国人旅

行者向けの土産品の開発支援など。 

  ５番目に、６次産業化の推進基盤の確立。安

定生産と安定供給、担い手となる人材の育成な

どです。 

  （１）これまでの取り組みについてお聞きを

いたします。 

  第６次寒河江市振興計画の中で、第２章「活

力と交流を創成するまち」の中に「魅力ある農

業振興」として、３番、「６次産業化の推進」

とあります。市長の年頭の挨拶に「第６次振興

計画を着実に進める」とありましたが、農業の

６次産業化はこれまでどのような取り組みをし

てきたのか、お伺いいたします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 おはようございます。 

  鈴木みゆき議員から、寒河江市農業の６次産

業化について、これまでの取り組みはどうかと

いうことでお尋ねをいただきましたが、寒河江

市におきましては「六次産業化・地産地消法」

が公布された平成22年、それ以前から御案内の

とおり県内で有数の生産量を誇るさくらんぼの

みならず、冬場のイチゴなど、年間を通した観

光農業の推進など、農産物の付加価値創造によ

る農家の所得向上に鋭意取り組んできたところ

でございます。 

  第６次の振興計画が策定された平成28年度以

降については、中に記載されておりますけれど

も、寒河江の伝統野菜である子姫芋、もって菊、

それから谷沢梅を中心に、さまざまなハード、

ソフト両面からの支援を行ってきたところであ

ります。 

  ソフト面ということになりますと、チラシあ

るいはＰＲグッズなどを作成することによって、

１つは地元で消費を拡大するということ、それ

から外に出て先進地に行くこと、研修会実施に

よる生産技術を高めていくこと、そして３つに

は販路拡大を図っていくためのさまざまなＰＲ、

出展でありますとか、飲食店販売・営業者との

交流などを進めていくことなどについて、さま

ざまな支援を行ってきております。 

  また、ハード面においては、特に寒河江市の

子姫芋組合に対して、平成29年度においては真

空パック販売を行うための里芋洗浄機、それか

ら真空包装機、それから今年度、令和元年度に

は親芋の粉末化による有効活用を検証するため

の乾燥機、ハイスピードミル、製粉機などの導

入支援ということで行ってきております。 

  昨年10月２日には、寒河江市の６次産業化、

それから農商工連携の推進による１次から３次

産業までの事業者の所得向上と雇用促進を図る

ための寒河江ブランド魅力発信協議会というも

のを設立させていただきました。今年度は会員

を対象にした６次産業化に対する学習会を開催

するとともに、首都圏の飲食店が主催するイベ

ントなどに参加をして、知名度向上、販路拡大

を図っていくということで、そこでは子姫芋を

初めとした農産物、それから寒河江産の日本酒

などの市産品のＰＲ活動を実施してきたところ

であります。 

  こうした近年の取り組みによって、寒河江市

の農産物、報道に取り上げられる回数も随分ふ

えてまいりました。とりわけ里芋については、

市内の産直での販売額が伸びている状況になっ

ております。とりわけ洗い里芋の販売額は、子

姫芋の真空パックに対するハードの支援を行う

前の平成28年から見ると、令和元年度では27％
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ふえているという状況になってきているところ

でありまして、そういう取り組みを今後も続け

ていかなければならないというふうに考えてお

ります。 

○柏倉信一議長 鈴木議員。 

○鈴木みゆき議員 ありがとうございます。 

  今までハード面、ソフト面両方から支援して

こられたという点と、あと子姫芋に関しまして

は、この後私もちょっと触れさせていただくん

ですが、売り上げがとてもふえてきているとい

うふうなことで、本市といたしましてもこれま

での取り組みにすごく力を入れていらっしゃる

なというのがわかりました。 

  続きまして、（２）今後の取り組みについて

でございます。 

  先月２月７日に無会派の行政視察で農林水産

省にお伺いし、地域農業について勉強させてい

ただきました。令和２年度農林水産予算の概要

を見ますと、６次産業化の推進として31億円の

予算が組まれています。前年より10億円多くな

っております。国も力を入れていくべきと考え

ているのがわかります。 

  さて、本市は今後どのように取り組みをして

いくのか、お伺いいたします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 国のほうでは、政策の目標とし

て６次産業化の市場規模について、平成29年度

は7.1兆円、令和２年度にはそれを10兆円まで

拡大をしていくという目標を掲げているところ

でありまして、食料産業・６次産業化交付金な

どによって、農林水産業者と多様な事業者が連

携して行う地域資源を活用した新商品開発など

を支援していくことになっております。 

  また、県のほうにおいても、令和２年度には

県産の農林水産物、食品の魅力向上と販売拡大

の支援を拡充して行うということになっている

ようでありまして、大変心強いというふうに思

っております。 

  御案内のとおり、全国的に農業従事者が高齢

化、それから減少していく中で、先ほど鈴木み

ゆき議員からも新規就農者のお話がありました

が、他の業種から新たに農業に参入していくこ

とを促していくには、やっぱり年間を通して安

定して稼ぐことができるかということが大変重

要な課題だというふうに思いますし、また、農

家みずからが農産物の加工品を開発、販売して、

収穫期以外の収入を得るということも大事だと

いうふうに思いますから、そういう意味で６次

産業化というのは一つの方法だというふうに

我々は思っているところであります。 

  また、一方で加工品の開発などを行うと一口

に言っても、販売を軌道に乗せていくには、消

費者の方がどのようなものを求めて、いつどの

程度需要があるかといったニーズに対して、綿

密な事前の調査と、それを踏まえた戦略という

のが必要でありますし、また機械設備への初期

投資というものも半端ではない相当な額が必要

になるということでありますから、農家の方に

とっても一朝一夕にはなかなか取り組みが進め

られないということもまた事実であろうかとい

うふうに思います。 

  寒河江市といたしましては、先ほど申しあげ

ましたけれども寒河江ブランド魅力発信協議会

をつくりましたから、それと連携をして、全国

の優良事例を紹介しながら、また専門家の皆さ

んのアドバイスを受けるための研修会などを開

催していければというふうに思っているところ

であります。 

  それから、６次産業化に向けたアイデアの具

体化というものを図っていくために、農業者の

皆さんと商工業者の皆さんのマッチングを行う

なども必要かというふうに思いますし、国や県

のいろんな支援制度を活用しながら、さらにハ

ード、ソフト両面から支援をしていきたいとい

うふうに思っているところであります。 

  ちなみに、先月ですが、認定農業者の方と食
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品加工業者、それから飲食店などの商工会会員

の皆さんを対象にした寒河江市の６次産業化に

関するアンケートを実施させていただいており

ます。その結果から、さまざまなニーズなどを

拾い上げて、本市の農業生産体制に合った６次

産業化の取り組みを推進していくための戦略と

いうものを策定していきたいというふうに考え

ております。 

○柏倉信一議長 鈴木議員。 

○鈴木みゆき議員 国と県、両方から支援してい

ただけるというふうな心強い状態にあり、そし

て農業従事者が年間通して安定した収入がいた

だけるように、市としても援助していくという

ふうなことがよくわかりました。 

  そして、やはり何をやりたいか、農業をやっ

てらっしゃる従事者の方にアンケートをとり、

よく協議した上で選んでいくことが大事だと思

いますし、よい商品、農産物に対してどんどん

生産者の方がやってみたいという意欲を引き出

す、これが高まっていくことが一歩だと私も思

います。 

  それでは、続きまして（３）寒河江の特産品

子姫芋についてです。 

  昨年10月に寒河江ブランド魅力発信協議会が

設立されたということですね。35の農家や加工

業者、販売・流通事業者らが連携して、商品開

発や流通を地域で協力して行おうとする試みで

す。首都圏への販路拡大や若者の就農にもつな

げたいとあります。そこで、寒河江の伝統野菜、

子姫芋を寒河江の目玉の野菜にしたいと語られ

ており、子姫芋のおいしさと魅力が既に協議会

で評価されていました。おいしいというのは味

覚に残り、子姫芋イコールとてもおいしいとい

うことで、強い商品になること間違いなしであ

ると思います。 

  売り出し中の子姫芋は、山形市の村木沢に伝

わる悪戸いもと似ていますが、食べ比べてみる

と子姫芋がさらに滑らかな食感だと思いました。

県外にトップセールスに行った方に聞いても、

人気があって、評判がいいとのことです。 

  先ほど申しあげました悪戸いもですが、食品

製造業者とのマッチングで、シベールと協力し

て悪戸いもラスクを誕生させております。この

ように、斬新なマッチングで新しい商品が生ま

れております。 

  寒河江市内の袋のＮＰＯ法人「らっふる」さ

んは、寒河江市産唐辛子を使用したぴりりと辛

みのある珍しいクッキーを障がいのある方々が

丁寧につくり上げ、何と第５回やまがた土産菓

子コンテストで最優秀賞をいただいています。 

  農業者、生産者と加工業者とのマッチングと

アイデア、これが合わさって商品ができ上がり

ます。例えば山形駅などで売っているお土産の

芋煮に子姫芋のバージョンを加えたり、親芋で

焼酎をつくったり、また親芋を粉にしてうどん

やそばに練り込むなど、加工できる可能性がた

くさんあります。本市といたしましても、子姫

芋を産直に出荷するだけでなく、まだまだ寒河

江ブランドづくりのためにも６次産業化に力を

入れて、市のほうから活性化すべきではないで

しょうか。子姫芋に関して御意見を伺います。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 子姫芋については、これまで主

に市内の産直、直売所を中心にして販売がなさ

れてきたわけでありますけれども、先ほど申し

あげましたけれども、近年首都圏の飲食店のシ

ェフなどから、色白の見た目がいい、さらに先

ほどありましたが粘りととろけるような食感、

食味のよさが評価されております。そして、も

う一つはやっぱり名前がいいというのは、子姫

芋、子姫という名前が、女性のお客さんなどに

はレストランなどでは非常に受けがいいという

ふうにシェフのほうからも評価をされていると

ころでありまして、そういうことで県内外にも

販路が広がってきております。大変ありがたい

ことであります。 



 - 25 - 

  鈴木議員からは、子姫芋の芋煮のお土産開発、

それから親芋の加工品などはどうかということ

で御提案がありましたが、子姫芋として流通し

ている芋は孫芋の部分だということになってお

りまして、食味で劣る親芋とか子芋については

規格外として流通はなかなかしておりません。

そういう意味では、販売されていない部分を有

効活用するということについては、農家の所得

向上に直結する取り組みでありますし、また子

姫芋の生産拡大にもつながっていくものではな

いかというふうに思っておりますので、御提案

の子姫芋を使った土産品の開発、あるいは新た

な料理の開発などといったことについて、市全

体の活性化につながっていくことになろうとい

うふうに思いますので、我々も大いにそういう

のを支援していきたいというふうに思っている

ところであります。 

  いずれにいたしましても、ある程度子姫芋に

ついては順調に取り組みが進んできているとい

うふうに理解をしておりますので、引き続き生

産者の皆さんと協力をしながら、さらなる販路

拡大、それからブランド力の向上に取り組みな

がら、先ほどありました協議会の会員である食

品加工業者、それから飲食店の方々などに対し

て、子姫芋を活用した加工品あるいは料理の開

発などについて積極的に呼びかけをして、新し

い商品の開発に支援をしていきたいというふう

に考えております。 

○柏倉信一議長 鈴木議員。 

○鈴木みゆき議員 子姫芋はとても名前がいい、

かわいらしい名前ということで、そして見た目

も白くて、食べてもおいしい。ぜひブランドの

向上に向け、よろしくお願いしたいと思います。 

  皿沼地区で代々受け継がれてきた伝統野菜、

子姫芋は、苗をつくって、山形の人などに売っ

て、商売をしてきたそうです。お話を伺った農

家さんは、息子さんが後を継がないので、「私

たちで終わるでしょうから、あと10年楽しんで

つくっていこうと思っている」と言っておられ

ました。「まずは地元で子姫芋を知っていただ

き、食べていただき、ブランドとして確立して

いくことが先だと思う」とも言っておられまし

た。ぜひ今後とも子姫芋ブランドの発信と定着

に御尽力いただきたいと思います。 

  続きまして、通告番号２番、慈恩寺の観光に

ついてです。 

  ことしの夏は、オリンピック・パラリンピッ

クの開催年であります。これにより見込まれる

外国人観光客は約3,430万人にも上るのではな

いかとのことでしたが、現在、全国に影響を及

ぼしている新型コロナウイルスの終息時期によ

っては変動する場合も考えられます。 

  山形県は、観光客にとって魅力的な美しい自

然や歴史、美食や美酒などがあり、満足いただ

けるところであると思います。 

  山形の精神文化を代表するものとして、出羽

三山神社、日本遺産となった山寺、そして本市

の国の史跡指定となった慈恩寺があります。西

の伊勢参り、東の奥参りと言われ、西の伊勢神

宮に詣でることを西の伊勢参り、東の出羽三山

に詣でることを東の奥参りと言われ、双方詣で

ることが重要な人生の儀礼であったと言われて

おります。 

  1,400年前に蜂子皇子が三本足の霊鳥、八咫

烏によって導かれ、開かれた出羽三山と同様に

慈恩寺も平安時代に創建されたと推測され、歴

史ある寺院であります。 

  山形県は、国の宝、山形の宝である史跡慈恩

寺の観光に力を入れていきたいとしております。

本市は史跡慈恩寺の管理団体となっており、寒

河江市慈恩寺「悠久の魅力」向上基本計画の中

に、歴史的財産を守りながら、観光資源として

活用し、地域の文化、観光、産業の振興の総合

計画を策定しております。 

  （１）参拝ルート等の整備についてです。 

  令和２年度から令和３年度にかけて、ガイダ
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ンス施設が完成する予定です。それに伴い、史

跡と参拝ルート等の整備も進めていくと過去の

一般質問でも言っておられます。 

  観光客の立場になって、お客様の立場になっ

て見ることが大切だと思い、先日、活性化セン

ターから歩いて本堂まで参拝に行ってまいりま

した。平安期に背後の山を切り崩しつくられた

地形、静寂の中を歩く参拝ルートも江戸時代の

姿をそのままに近く残っています。仁王坂から

登り始め、見渡すと、地元の方が所有されてい

ると思われる参道の脇に建つ小屋の割れた窓が

目に入り、強風が吹くとちょっと危険だなとい

うふうに思いました。 

  道端に慈恩寺の七不思議灯籠が展示されてい

ます。境内では、禁煙の看板を枝に挿している

など、少し手抜きな部分もあります。 

  史跡をよく見ると、建物の修復や門の修復が

必要であると感じます。三重塔はまだいいので

すが、木造の傷んでいるところが目につきます。 

  地蔵様が６体あるとのことですが、墨で書か

れた説明札が薄くなってしまい、説明の最後は

読めなくなっているというもったいない状態で

した。よだれ地蔵や縁切り地蔵、説明文がわか

るともっと楽しくなるものです。 

  近代的な施設、ガイダンス施設が完成するま

でには、史跡や参拝ルートの細かな部分まで整

備が必要と考えますが、計画は進んでいますで

しょうか。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 一般的に観光施設を訪れる人を

受け入れるための体制整備ということは大変重

要なテーマでありますが、殊に慈恩寺に関して

ももちろん地元の皆さん、それから本山、それ

から行政が一体となって、そういう受け入れ体

制を整備をしていかなければならんというふう

な認識でいます。そういう意味では、御指摘が

ありました慈恩寺地内のさまざまな箇所などに

ついては、地元あるいは本山などの所有者の皆

さんにも一緒にお話をしながら、改善を図るよ

うに努めていかなければならんというふうに思

っているところであります。 

  慈恩寺については、御案内のとおり天平18年、

西暦746年ですかね、婆羅門僧正が開創したと

伝えられる、1,300年ぐらいの歴史的な古刹で

ありますが、先ほど申しあげましたように、地

元、本山、それから行政などが一緒になって観

光誘客に取り組んでいこうというふうになった

のは、平成26年の国史跡指定というのが大きな

きっかけというんですかね、そういう取り組み

を進めていくことになったと理解をしておりま

すし、そういうことを経て平成30年３月に史跡

慈恩寺の旧境内整備基本計画というものをつく

って、今それに基づいて鋭意取り組んでいると

いうことで、御理解をいただきたいなというふ

うに思います。 

  今年度は、メーンルートとなる仁王坂コース

の整備として山門前石段の凹凸などについて修

理をいたしましたし、また付近の電柱などを撤

去して景観をよくしたり、また石段の左側には

手すりなども設置をさせていただきました。そ

れから、本堂裏などの危険木の伐採を行ったほ

か、排水設備の一つとして山門前の市道に側溝

などを新設したところであります。 

  それから、今御指摘があった案内板の設置な

どについても現在進めているわけでありますけ

れども、御指摘があった慈恩寺の６体のお地蔵

様についてもきちんと表示をしていくというこ

とにしているところであります。 

  それから、令和２年度、来年度については、

仁王坂の途中に休みどころを設置するというふ

うに予定をしておりまして、さらに上の第一駐

車場のトイレを洋式化してリニューアルをして

いく、それ以外にも行政の役割、それから所有

者の役割などを明確に分担をしながら整備をし

ていくということにしておりますし、またベン

チなどについても設置をしていくということで
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計画を進めているところであります。来年の春

にオープンする予定のガイダンス施設の整備に

合わせて、さまざまなルート、観光に来られた

方の移動ルートの周辺の整備などを一緒にして、

お迎えをできるような体制をつくっていきたい

というふうに考えております。 

○柏倉信一議長 鈴木議員。 

○鈴木みゆき議員 来年度完成するガイダンス施

設に向けて、やはり同時に地元の方々と協力し

ながら、そして意見交換や情報交換などをして、

連携して進めていっていただきたいと思います。 

  続きまして、（２）話題性についてでござい

ます。 

  観光客であふれている神社やお寺は、お参り

すると御利益があるところがほとんどです。御

利益があるからこそ、お参りに行きたくなるも

のです。パワースポットとして有名になるなど、

うわさされるとたちまち観光客が多くなります。

どうしたら観光客がふえるのか。インバウンド

や県外からの観光客だけでなく、県内の地元の

方をも引きつけるものがないと続きません。 

  例として、がん封じの御利益があるという寺

社、大安寺、奈良県にあるお寺で、がん封じ、

あらゆる病を封じてくれるという御利益がある

お寺として知られています。また、県内ですと

天童市の若松寺です。縁結びのお寺として有名

な若松寺、住職と握手をすると良縁に恵まれる

とされ、女性参拝客がとても多くなりました。 

  慈恩寺も、地元の人も行きたくなるような御

利益やパワースポットであることも宣伝してい

くべきだと思います。 

  既にホームページで慈恩寺の若返り信仰、若

返りの鉢があると載せております。鋳鉄仏餉鉢

です。以前、ＣＭ大賞で慈恩寺の若返りの鉢に

おばあさんが顔を埋め、顔を上げたら若い美し

い娘に変身していたというのをごらんになられ

ましたでしょうか。そこまでの具体的な効果は

難しいにしても、ぼけ防止に効くとされていま

す。ということは、「健康長寿や気持ちの若返

りとして御利益がある」としてもいいのではな

いのではないかと思います。御利益やパワース

ポット、ガイダンス施設が完成することに向け、

さらにメディアやパンフレット等、宣伝に力を

入れていってはいかがと思いますが、いかがで

しょうか。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ガイダンス施設のオープンに際

しては、具体的に日時が大体はっきり固まりま

したら、いろんな形で大々的にＰＲをしていく

と考えているところであります。 

  今、どういうＰＲというか、取り組みをして

いるかというと、ＪＲ左沢線の寒河江駅におり

立てば、自由通路などに慈恩寺のＰＲのパネル

などがありますし、先般、旅行情報誌の全国道

の駅グランプリ2020でチェリーランドが第４位

になったということでありますが、チェリーラ

ンドにおいても慈恩寺を紹介する大型の広告パ

ネルなどを設置させていただいているわけであ

りまして、チェリーランドでそういう広告を見

たということで慈恩寺を訪れる方も結構いらっ

しゃるというふうに聞いているところでありま

す。さらに、さくらんぼ会館でもＰＲ映像など

を放映したりということで、さまざまなボラン

ディアガイドの方からも宣伝役になっていただ

いたりということで、いろんな取り組みを今さ

せていただいているところであります。 

  ただいま若松寺の話がありましたが、県の村

山総合支庁が何年か前に音頭を取って、立石寺

と若松寺とそれから慈恩寺を、それぞれの観光

協会が連携をして、三寺参りということで、今

もやっているわけですけれども、そういうこと

などで観光のルートにして、ＰＲをしていって

いただいているわけでありますから、そういう

のもガイダンス施設の完成に合わせてさらに強

力に宣伝に力を入れていくということも必要か

なというふうに思います。 
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  それから、鋳鉄仏餉鉢については先ほどあり

ましたけれども、平成23年に商工会青年部のほ

うでＣＭをつくっていただいて、それが見事に

ＣＭ大賞ということで獲得をして、そういうの

を契機として多くの観光客の皆さんも来ていた

だいておりますし、特に仏餉鉢だけは別なとこ

ろに置いて、御利益があるような形にしており

ますが、できればさらにそういうものを大々的

にＰＲをしていく機会にしていければなという

ふうにも思います。ガイダンス施設の中でも仏

餉鉢などについても少しＰＲをしていって、上

に登ってもらうというような形もできるのでは

ないかというふうに思います。そういう意味で、

いろんな文化財の宝庫だというふうに思ってお

りますから、さまざまな形で今後もＰＲを続け

て、力を注いでいきたいというふうに考えてお

ります。 

○柏倉信一議長 鈴木議員。 

○鈴木みゆき議員 ぜひＰＲと宣伝のほうをさら

に進めていただきたいと思います。 

  先日、仁王坂から本堂に参拝したときは、帰

りは熊野神社の方向からおりてきまして、活性

化センターに戻ったとき、私の足では約2,723

歩でした。また、修験道のウオーキングも大変

好評と聞いております。ぜひ健康増進のための

ウオーキングルートとしても宣伝できるのでは

ないかなというふうに思います。 

  続きまして、（３）イメージキャラクターに

ついてでございます。 

  寒河江市のイメージキャラクターとしてさく

らんぼの妖精チェリンちゃんがいます。寒河江

市の慈恩寺観光推進のためにも、慈恩寺イメー

ジキャラクターをつくるのはいかがでしょうか。

女性や子供が心を開きやすいのがゆるキャラで

す。チェリンちゃんとともにマスコミに露出し

て、寒河江市の観光を宣伝するというのも大き

な効果が期待できると思いますが、いかがでし

ょうか。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 慈恩寺のイメージキャラクター

をつくってはどうかということでありますが、

本山からは仏像などをモデルにしたような新し

いキャラクターづくりについては消極的だとい

う話を聞いております。そういったことで、今

お話ありましたチェリンが寒河江のマスコット

キャラクターとしてありますし、大変人気があ

りますから、そのチェリンを活用して慈恩寺の

ＰＲをしていく。例えばチェリンに修験の衣装

をまとってもらって、慈恩寺のＰＲ役として活

躍してもらうなどということについては可能性

は大いにあろうというふうに思いますから、そ

ういう意味でイメージキャラクターを活用した

慈恩寺の振興、ＰＲということについても検討

していきたいというふうに思っております。 

○柏倉信一議長 鈴木議員。 

○鈴木みゆき議員 慈恩寺側のほうの考えもおあ

りということで、新規のキャラクターは難しい

ということですが、ぜひチェリンちゃんが修験

の格好をして慈恩寺をアピールしてくれる、そ

れはそれでとてもかわいらしいですし、ぜひイ

ンパクトがあるものにしていただきたいと思い

ます。以前、せんとくんという仏様の童子に鹿

の角が生えているキャラクターがいましたが、

一部の方から気持ちが悪いという声が上がりま

した。チェリンちゃんであれば、かわいらしい

のでそういった声は上がらないかなと思います

ので、その点は安心だと思います。 

  続きまして、（４）秘仏の保存と展示につい

てです。 

  慈恩寺には多くの国指定重要文化財仏像があ

ります。歴史上、何度かあった火災から守り伝

えてきたものであり、後世に伝えていくのは本

市の責務であります。秘仏の収蔵庫を設置し、

保存することは、所有者の本山慈恩寺が主体と

なり進めていくものです。 

  そして、建設が進むガイダンス施設内の展示
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ですが、例えば芸工大の学生に秘仏や慈恩寺十

二神将などを３Ｄプリンターで本物と同じく作

製し、展示するのはいかがでしょうか。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 慈恩寺本堂の宮殿に厳重に保管

されている秘仏について、複製をつくるという

ことについてはやっぱり本山の了解、許可が必

要だということで、現実的にはそういう複製を

し、ガイダンス施設に展示するのは難しいので

はないかというふうに考えております。 

  ガイダンス施設の展示の中で、実際は秘仏も

含めて十二神将などの文化財の御紹介を行う予

定にはしているわけでありますので、そこでは

複製ということはなかなか難しいわけでありま

すけれども、特に直径９メートルの円形シアタ

ールームを予定しておりますので、そこで高さ

３メートル、幅18メートルの大型のカーブドス

クリーンで重要文化財である数々の仏像、それ

からもちろん慈恩寺の舞楽なども、そういう慈

恩寺の宝を映像で御紹介をしていくということ

にしております。とりわけ４Ｋ映像でダイナミ

ックで美しい映像で御紹介していくということ

で、今取り組んでいるところであります。そう

いうことで、訪れた人に楽しんでもらうといい

ますか、複製はなかなか見られることはないか

もしれませんが、それにかわるすばらしい映像

などで勉強して、楽しんでもらうという形で今

考えているところであります。 

○柏倉信一議長 鈴木議員。 

○鈴木みゆき議員 やはり展示は慈恩寺側でする

ものということで、ガイダンス施設では迫力あ

る映像で見ていただく方向ということですね。

秘仏公開のときなど、目の前で本物の仏像を見

ることができるのは大変貴重でありますが、や

はり本物の仏像の取り扱いや保存は今後大変重

要になってくると考えております。今後は収蔵

に関しては大きな課題であると私も思っており

ます。 

  続きまして、（５）お土産と食についてでご

ざいます。 

  慈恩寺の観光に行った際、お土産を購入した

い、食べ物をいただきたいと思いましても、残

念ながら充実しているとは思えません。チェリ

ーランドまで行って買わないといけませんし、

車で移動しないといけません。やはり観光客と

県内の地元の方々も、また観光に行こうと思え

るのはその場でいただけるお土産と食でありま

す。 

  例えば最近、山寺においしいジェラートのお

店ができたそうです。「土日は観光客で混むか

ら、平日行ってみない」と女性の間で話題にな

るものです。こればかりは建設を進めているガ

イダンス施設内では不可能であるとすれば、新

しい土地を購入して建物を建てて、お店、カフ

ェをオープンするとなると、コストがかかりま

す。そこで、空き家を利用するのはいかがでし

ょうか。参拝ルートに空き家があり、協力して

くださる方がいれば、リノベーションをして、

利用可能だと思います。そして、温かい飲み物

やお土産を売ります。地元の食べ物を食べるこ

とができます。今後の慈恩寺観光をはやらせる、

持続してお客様が来ていただける慈恩寺となる

には、新しいお店、カフェが必要と考えますが、

見解をお伺いいたします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 予定しているガイダンス施設の

中には、飲食、それからお土産品を購入できる

スペースなども計画しているところであります。

そこでは、軽食なども提供できるようにしてい

きたいというふうに考えています。そういうこ

とで、来館者の方々が交流できる場をつくって

いきたいというふうに考えております。 

  さらに、先ほども申しましたが、ガイダンス

施設から本山までの経路途中に、仁王坂を登り

切った場所に休みどころを設けていきたいとい

うふうに考えておりますし、毎日ということに
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なるのかどうかはちょっとまだ定かではありま

せんが、特別展などの催事の際には観光客の皆

さんにお茶などを提供できるような、そういう

場所にしていければというふうに思っていると

ころであります。 

  鈴木議員からは、空き家などを活用して新し

い魅力的な店、カフェなどをつくってはどうか

というようなお話もいただきました。そういう

ことが話題になって誘客が進めば、また慈恩寺

全体の観光客の増加、周遊性につながっていく

というふうに思いますから、我々も空き家の状

況などもいろいろ検討しながら、地元の皆さん、

あるいはそういう関係の事業者の皆さんとも十

分お話し合いをさせていただきながら、情報交

換をして、これから検討していければというふ

うに考えております。 

○柏倉信一議長 鈴木議員。 

○鈴木みゆき議員 ぜひ空き家も検討していただ

きたいと思いますし、今回休みどころというの

も設けたいと考えているということですので、

あとガイダンス施設内のスペースでお土産と飲

食ができるコーナーを設けるつもりであるとい

うことでございますので、ぜひ、お土産と食が

いいととてもお客様がついてくるといいますか、

リピーターがつくものでございます。例えば子

姫芋を使った芋煮やそばがき、ラーメン、ひっ

ぱりうどん、納豆餅、山菜、タケノコ汁、おし

んの大根飯など、四季折々の食が山形にありま

す。一年中であれば甘酒などもあります。年間

５億円から６億円売れるという秋保温泉のぼた

餅があります。スーパーさいちという小さいス

ーパーで売っていますが、朝から並んで買いに

来るそうです。戸沢村でもぼた餅などを売って

いるようです。ぜひ地元の食を飲食スペースで

取り入れていただきたいと思いますが、いかが

でしょうか。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 もちろんガイダンス施設あるい

は休みどころなどで提供するものについては、

地元の生産物というんですかね、農産物などを

使ったものを提供していけるように、進めてい

きたいというふうに考えております。 

○柏倉信一議長 鈴木議員。 

○鈴木みゆき議員 ぜひお願いしたいと思います。 

  先日は平日に参拝に行きましたが、慈恩寺で

御朱印をいただくことができました。とても丁

寧に仏像の説明などをしていただき、ぜひまた

来たいなと思いました。４月29日から平安期の

仏像を公開する予定とのことです。 

  国の史跡指定となった慈恩寺は、市の宝、国

の宝です。この誇れる史跡を守り、活用して、

地域の活性化につながるよう、人気が高まるよ

う、力を合わせていきたいと思っております。

まずは私たち一人一人が友人や知人に慈恩寺の

宣伝をして、行ってみることが大切なことだと

思います。 

  これにて質問を終わります。ありがとうござ

いました。 

 

渡邉賢一議員の質問 

 

○柏倉信一議長 通告番号３番、４番について、

８番渡邉賢一議員。 

○渡邉賢一議員 社会民主党、市民クラブの渡邉

賢一でございます。今回も質問させていただき

ます。 

  まず初めに、新型肺炎、新型コロナウイルス

感染症についてでありますが、昨日正午現在、

ＷＨＯ（世界保健機関）の調査では、これまで

国内で980人の感染者（クルーズ船の706人を含

む）、そうした報道がなされています。私から

も、不幸にもお亡くなりになった方々に心から

御冥福をお祈りいたします。 

  また、大型クルーズ船ダイヤモンド・プリン

セス号で帰還された乗員、乗客、また検疫関係

者などが集団感染され、入院中の57人初め、今
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も隔離された不自由な生活を余儀なくされてい

る方々に心よりお見舞い申しあげます。 

  さて、市内の小中学校、高校、特別支援学校

では、突然の政府の要請を受けて今週から一斉

休校となっておりますが、特に中学３年の皆さ

ん、高校入試の最後の追い込み、終業式、卒業

式が予定されていただけに、私も非常に残念で

なりません。児童生徒の皆さんはもとより、学

校関係者、保護者の方々はこの唐突なやり方に

大変な動揺と困惑、不信と怒りが広がっていま

す。さらに、医療機関、保健所や福祉・介護施

設では、高齢者の感染防止に大変な御苦労をさ

れております。ひいては、消費税増税による大

打撃、今回のコロナショックと言われる地方経

済全体の疲弊、縮小によって、ドミノ倒産する

会社が相次ぐのではないかと危惧されておるわ

けでございます。本市の対策本部を中心に、こ

うした未曽有の非常事態に対しまして、どうか

国、県と連携して十分な対応をお願いをいたし

ます。 

  さて、通告番号３番、健康長寿でいきいきと

笑顔で安心して暮らせるまちづくりと今後の市

政運営について、「第６次寒河江市振興計画の

後期行動計画（令和３年度～７年度）策定にあ

たって」の御質問をさせていただきます。 

  （１）重点目標の達成度及び総括についてで

ございます。 

  昨日、市長からも市政運営の方針ということ

で御説明をいただいたわけですけれども、私か

らは前期の最終年度イコール後期の計画の策定

ということで、この課題を質問させていただい

ております。 

  第６次振興計画の重点目標として３つござい

ますが、１つは「地域の笑顔輝く潤いのあるま

ち」、２つ目が「みんな笑顔若返りのまち」、そ

して３つ目が「宝を磨き笑顔いっぱいのまち」

ということで、それぞれ主な取り組みが目標と

なっているわけでございます。 

  そして、５つの具体的な施策ということでつ

くられておりまして、この計画全体を俯瞰すれ

ば、前期行動計画の進捗状況というものは私も

含め市民にとってどのように進んでいるのかと

いうことで、非常に気になるところであります。 

  その進捗状況について、この間、市長がさま

ざまな施策を展開されてきておりますけれども、

特に市民の皆さんから好評なソフト事業や、こ

うしてほしいというハード事業を含めて、前期

行動計画の全体的な総括、進捗と達成度、こう

したものについてどのようにお考えか、お伺い

したいと思います。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 渡邉議員から第６次寒河江市振

興計画の進捗状況ということでお尋ねがありま

したので、お答えをしたいというふうに思いま

すが、ちょっと長くなりますが御容赦をいただ

きたいと思います。 

  平成28年２月に策定をした第６次寒河江市振

興計画、将来都市像「さくらんぼと歴史が育む 

スマイルシティ」ということで、10年間の重点

目標と、それを達成するための５年間の集中

的・重点的な取り組み「チャレンジ」というこ

とで設定をして、施策を展開しているわけであ

ります。 

  渡邉議員から幾つか御紹介がありましたが、

私も市政運営の基本方針などでも項目に沿って

説明をさせていただきましたが、３つの重点目

標ということで、１つは「地域の笑顔輝く潤い

のあるまち」ということで、地域の活力アップ

応援事業や集落支援員の配置、さらには今回完

成する柴橋地区コミュニティセンターの整備、

さらには景気の下支えもさせていただいた住宅

建築の推進事業、住宅宅地開発推進事業などを

実施してきました。また、最上川のかわまちづ

くり、それから寒河江川堤防の桜回廊の整備な

ども着手しているところであります。 

  それから、施政方針で述べることができませ
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んでしたが、寒河江公園についてもつつじ園、

歴史とさくらの丘の継続的な整備、さらには29

年にはアクセス道路を整備させていただいて、

引き続き整備をしていきたいというふうに考え

ております。 

  それから、重点目標の２、「みんな笑顔若返

りのまち」では、いろいろソフト事業を中心に

させていただきましたが、婚活、それから寒河

江型ネウボラの推進、それから子供の医療の体

制の整備などを図ってきたところであります。

殊に昨年４月には小児科クリニックを併設した

新なか保育所を建設して、病児・病後児保育を

開始させていただきました。 

  それから、民間立保育施設への助成、さらに

は放課後児童クラブの施設整備、そして来年度

は第２子の保育料などについても支援を充実し

ていくということにしているところであります。 

  それから、平成29年度からは小中学校の給食

費の補助をさせていただいて、来年もさらに充

実をしていくということにしております。 

  それから、来年度はＩＣＴを活用した小中学

校へのＷｉ－Ｆｉなどの通信設備の導入という

ことであります。 

  それから、多くの皆さんから御要望いただい

ている屋内型の児童遊戯施設の整備について、

基本構想を策定して、チェリーランドの中に整

備をしていくということで、準備を行うことに

しております。 

  それから、高齢者の皆さんへのさまざまな支

援などもさせていただいておりますし、特に元

気な高齢者の皆さんに健康でいていただくとい

うことで、元気高齢者づくりポイント制度など

もつくらせていただいて、それから健康体操の

普及なども取り組んできているところでありま

して、それから健診も大事でありますから、総

合健診センターが新しく移転改築をしたことと

連携をして、イブニング健診なども受診率の向

上に努めているところであります。 

  それから、高齢者の皆さんの不安材料はやっ

ぱり移動手段がなくなるということであります

ので、平成28年の１月からは市内循環バスを行

ってきておりますし、またデマンドについても

来年度は運行エリアをさらに拡充をしていくと

いうことにしております。 

  それから、平成29年度から高齢ドライバーの

免許返納に対する支援などもさせていただいて

おりますし、昨年の10月からは急発進防止装置

などに対する補助制度なども導入をしていると

ころであります。 

  それから、３つ目の重点目標「宝を磨き笑顔

いっぱいのまち」については、工業団地の充実、

さらに交通網の整備などを行いながら、企業誘

致について主に取り組んできたところでありま

すし、また中心市街地のにぎわい創造というこ

とで、創業支援、それから空き店舗を活用した

新規開業者への支援、それからフローラ・ＳＡ

ＧＡＥ、なかなか厳しい状況でありますが、い

ろんな形で充実をしているところであります。 

  史跡慈恩寺については、先ほど鈴木みゆき議

員の御質問にもいろいろお答えをしましたが、

そういったことでガイダンス施設の整備を今進

めているということであります。 

  農産物のブランド化については、さくらんぼ

紅秀峰、それからお米でいえばつや姫、さらに

ははえぬきなどについて振興しておりますし、

子姫芋など伝統野菜も鋭意普及に取り組んでい

るところであります。 

  今３つの重点目標ごとにいろいろ申しあげま

したが、平成28年度から令和２年度まで、前期

行動計画について一部事業の前倒しとか事業費

の増加なども行わせていただきましたが、全体

としてはある程度予定どおり執行できているの

ではないかというふうにも思っているところで

あります。 

  こうした取り組みによって、2017年、2018年

と２年連続で転入者が転出者を上回る状況がご
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ざいましたし、出生数においても2018年、2019

年と２年連続で前年を上回っているところであ

ります。人口減少はやっぱりいたし方ないとい

うことで、傾向がありますが、いろんな対策を

講じることによって一定の成果が出てきている

というふうにも理解しているところでございま

す。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 市民の皆さんからいろいろと私

も御意見をいただくわけですけれども、前期計

画の中では、おおむね順調と市長からありまし

たけれども、まだ課題はあるにしても進めてお

られるんだろうなというふうなことで思ってい

るところです。 

  ただ、やっぱりその課題というものが明確に

なって、後期計画にまたきちんと位置づけられ

なければならないというふうなことだと思いま

すし、今計画全体を俯瞰した中で申しあげます

と、高校３年生までの医療費の完全無料化とか、

学校給食の半額無償化、移住・定住の支援政策

など、多くのそうしたソフトの部分は非常に評

価されているわけでありまして、そうしたとこ

ろもさらに伸ばしていただきたいなというふう

に思っているところです。 

  さて、次に計画策定に向けてですが、ふるさ

と納税は新聞、ニュース報道にもありましたよ

うに今年度は昨年度を６億円上回る42億円の見

込みだというふうなこと、あとはリクルート

「じゃらん」の道の駅人気ランキングについて

は先ほど市長からもありましたけれども、本市

の道の駅寒河江チェリーランドが全国４位にラ

ンクインするなど、大変いい追い風になってい

るというふうに思っています。 

  全体的な総括を踏まえた中間見直しとなる新

年度の後期行動計画の策定に向けて、具体的に

市長はどのようなお考えなのか、スケジュール

などもどう考えているのか、お伺いします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 来年度、振興計画とさがえ未来

創成戦略、人口ビジョン、この一体的な見直し

を予定しているわけでありますが、その中でも

振興計画というのはさがえ未来創成戦略を包含

したまちづくりの基本方針、一番上位の計画に

なるわけでありますね。その中で、後期の行動

計画について具体的な取り組みと、工程表を策

定するということになっております。そういっ

たところで、来年度はこれまでの取り組みの検

証をしていく、我々も検証をしますし、また市

民の皆さんからの評価などもいただきながら、

作業を進めていくということになっているとこ

ろであります。さらには、地域ごとにワークシ

ョップなども開催をさせていただくと同時に、

なかなか行政に対して参加する機会の少ないと

いうんですかね、若い人とか、母親の方とか子

育て世代などについても、幅広く、できる限り

そういう方々からも声をお聞きする機会を設け

ていく必要があると。この見直しというのは５

年ごとにやっているわけですけれども、前回の

見直しのときとも若干違った形でそういう世代

を取り込んでお聞きをしたいというふうに思っ

ております。 

  スケジュールとしては、来年度早々にも振興

審議会に対して見直しに係る諮問をさせていた

だいて、進めていきたいというふうに思います

し、議員の皆様にも逐次情報などを御報告させ

ていただきながら、来年の２月ごろをめどに策

定してまいりたいというふうに考えております。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 市長からもありましたけれども、

若者、あとお母さん方、そういったところにつ

いて、前回の私の一般質問でも若者のまちづく

りへの積極的な参加ということで、これはいい

機会だと思います。そうした声をしっかり包含

できるような計画にまたさらに見直していただ

きたいなというふうに、これは要望させていた

だきたいと思います。 
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  さて、そうした多くの課題の中の一つであり

ます（２）の増加する空き家・空き店舗対策強

化についてでございます。 

  これは何度か私も質問させていただいていま

すが、このほど空き家調査の結果、前回調査か

ら約100件ほどふえて346件という、これとは別

に空き店舗というのは中心市街地を中心にざっ

くり100件以上はあるんじゃないかなというふ

うにも言われています。こうした空き家対策、

空き店舗対策について、この調査の数字も踏ま

えてどのように御認識なのか、お伺いします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 空き家・空き店舗対策、現状認

識なども含めてお答えをしたいというふうに思

いますが、空き家対策については寒河江市にお

きましては平成29年度に寒河江市空き家等対策

計画というものを定めさせていただいて、管理

不全空き家の発生防止と空き家の利活用を進め

ていくということを目的にして進めております

が、今年度、計画を改定させていただいて、改

定したものを土台にして、さらに対策を進めて

いくということにいたしております。 

  先ほど渡邉議員からありましたが、空き家の

状況はどうかということで、今回調査した結果、

346件でありました。前回は平成27年の調査で

234件でありますから、調査の方法、手法は若

干違いますけれども、単純に言うと112件増加

をしているということで、大変我々としても懸

念している状況であります。 

  空き家については、土地建物等の相続放棄な

どのさまざまな問題がありますので、今後は国、

さらには県などの動向などを注視しながら、引

き続き空き家の現状把握、情報収集に努めて、

関係団体と連携した相談会なども開催をさせて

いただいて、ぜひとも老朽空き家の減少に向け

た対策を講じていきたいというふうに考えてお

ります。 

  それから、空き店舗についてもお尋ねがあり

ましたが、市としては空き店舗が何件あるかと

いうことについては調査はまだしておりません

ので、正確な数字は把握しておりませんけれど

も、経営者の高齢化、さらには後継者不足など

で廃業する店舗数に比べて新規出店者が少ない

状況でありますから、増加傾向にあるというこ

とは言えるのではないかというふうに思います。 

  市でも新規出店の場合の補助制度など、空き

店舗等対策支援事業補助金などを実施している

ところでありまして、29年度からは中心市街地

だけでなくて市内全域に拡大をして、今年度か

らさらに空き家を店舗に改装する場合も補助対

象に含めるなど、見直しを行ったところであり

ます。毎年７件から８件の新規出店があります

けれども、空き店舗の減少には至っていないと

いう状況にあります。 

  その空き店舗対策では、人口減少と消費スタ

イルの多様化といった社会環境の変化のみなら

ず、廃業した空き店舗の所有者がテナント募集

を余り望まないというケースもあって、難しい

問題がありますが、我々としても補助対象要件

の見直し、緩和なども含めて、空き店舗を活用

しやすい環境整備を進めていく必要があるとい

うふうに考えているところであります。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 先ほど鈴木議員が慈恩寺の、空

き家を利用した店舗などというふうな提言もご

ざいました。ぜひ空き家、空き店舗の利活用に

ついてさらにいろんなアイデアを出していただ

いて、有効活用していただくというのがやっぱ

り大事だなというふうに思っています。 

  私が住んでいる西根地区の町会長の連合会の

皆さん方も、非常に空き家には困っているとい

うふうなことでございました。ほかの地域も多

分そうだと思います。こういったところをぜひ

大きな重点目標にしていただければなというふ

うに思っております。 

  さて、もう一つお聞きしたいのが空き家等の
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対策計画における対策強化について、現在の空

き家除却支援補助金の限度額が50万円というふ

うなことで、解体補助制度があるわけですけれ

ども、なかなか利用しづらいというか、使われ

にくいというふうにも聞いております。さらに

は、先進自治体などで固定資産税などの税制面

の課税の適正化など、特例の条例の制定を検討

しているんだというふうなところも実際ありま

す。そうした地方税法の、住宅の用に供してい

ない固定資産税の課税の課題など、こうしたと

ころをぜひ検討すべきだと思うのですが、どの

ようにお考えかお伺いします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 市の老朽危険空き家解体事業補

助金についてですが、実績としては平成28年度

が１件、29年度がゼロ件、30年度は３件、今年

度は現在まで９件と多くなっているんですね。

ということで、これまで合わせて13件に活用し

ていただいております。 

  限度額について最大50万円ということですが、

確かに解体費用は高額ですから、そういう意味

では果たしてこの額が適切かどうかというふう

になろうかと思いますが、基本は所有者の方が

適切に管理していただくということだというふ

うに思っております。ただ、行政としてはその

空き家の状態とか、所有者の有無、あるいは所

有者の資産状況、さらには公益性というんです

かね、それから公平性などの観点から、果たし

てこの補助制度で十分なのかどうかなどについ

ては、他の自治体の例などもいろいろあります

から、そこは検討させていただきたいというふ

うに思っております。 

  また、固定資産税の税制面の特例措置につい

ては、住宅用地に限り適用される現行制度が非

常に特別なものであって、空き家を解体したも

のでも特例措置を継続していくということは、

他の更地所有者との公平性を欠くことになると

いうふうにも考えられます。また、減免につい

ても地方税法第367条において天災、生活保護、

その他特別な事情がある場合に認められるとい

うことでありますので、独自条例による特別措

置の適用というのはなかなか公平性、法的規制

から難しいというふうに考えておりますけれど

も、いろいろ研究をさせていただきたいという

ふうに思っているところであります。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 税制面のところは厳しいにして

も、ぜひ補助制度の充実に向けて御検討をお願

いしたいと思います。 

  もう一つお聞きしたいのが、ひとり暮らしの

高齢者が非常に多くなっている、また子供さん

も１人で留守番とかというふうなこととか、ひ

とり親家庭も多くなっている、そうした中で地

域食堂というものが全国でふえています。空き

家とか空き店舗を活用したところに対して、家

賃補助をするとか、あるいは新規就農者にぜひ

住んでいただきたいということで、便利のいい

町なかに住んでもらって、農業についていただ

くというふうなことで、新規就農者空き家家賃

補助、こういったものも先進自治体では行われ

ているようですけれども、こうした事例を参考

にしながら対策も行っていくべきだと思うので

すが、御所見をお伺いします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 渡邉議員から地域食堂、それか

ら新規就農者の家賃補助などの例がありました

が、今後、空き家並びに空き店舗の活用を促進

していくためには住まい、それから店舗以外の

多様な用途にも対応した制度設計というのが必

要になってくるというふうに思いますので、

我々としても他の先進事例なども十分参考にさ

せていただきながら、検討していきたいという

ふうに考えております。 

○柏倉信一議長 この際、暫時休憩いたします。 

  再開は午前11時10分といたします。 

 休 憩 午前１０時５３分  



 - 36 - 

 再 開 午前１１時１０分  

○柏倉信一議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 時間がありませんので、次の課

題に入らせていただきます。 

  （３）の寒河江公園アクセス道「北ルート」

の整備についてでございます。 

  寒河江公園整備計画の事業促進のため、北ル

ートの早期整備について市民の皆さんからさま

ざまなお声が上げられています。計画でも、都

市空間の北と南が結ばれて循環するメリット、

特に石持町や山岸町などから周辺町会の避難所

になっている寒河江公園の防災・減災上のアク

セス、それと陵東学区などからの避難ルート、

それと周遊観光ルート、つまり南の最上川ふる

さと総合公園のほうからチェリーランド、慈恩

寺を結ぶその周遊観光ルートの経済効果が非常

に大きいと言われておりますから、この北ルー

トについても重点事業として盛り込むべきだと

思いますが、御所見をお伺いします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江公園の北側からのアクセ

ス道路の整備については、先ほど渡邉議員から

もありましたが公園を循環する道路になってい

くわけでありますので、整備されれば国道112

号からの観光客の誘客、さらには防災ヘリのラ

ンデブーポイントになっている陸上競技場への

緊急車両の迅速な通行にも大変有効であるとい

う防災上のメリットがあるというふうに考えて

いるところであります。 

  ただ、整備をしていくということになります

と、寒河江公園アクセス線、平成26年から整備

をして完成した道路に関しましても、整備に経

費が３億円程度かかっているということもあり

ますので、北側のアクセス道路についても多額

の事業費が必要になってくるということで、有

効な補助事業などについてさまざまな角度から

調査を行っているところであります。 

  一方で、「さくらの丘で花見をしようと思っ

ても、駐車場がなくてゆっくりと花見をするこ

とができない」などといった声があります。ま

た、さくらの丘周辺の駐車場整備に対する要望

などが地域座談会や議会の一般質問などでも出

されておりますので、まずはこれらの解消に向

けて、さくらの丘、郷土資料館向かいに整備予

定の青空広場ゾーンの整備を先に実施していく

というふうに考えているところであります。そ

の中で駐車場も整備していくということで考え

ているところであります。 

  そういったことで、御質問の北側からのアク

セス道路の整備については、補助事業が活用で

きるように、さまざま研究をさせていただいて、

事業化を進めてまいりたいと考えておりますの

で、御理解を賜りたいと思います。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ありがとうございます。優先順

位とか国の補助金の活用などがあると思います

ので、ぜひこれも大きな課題として位置づけて

いただきたいということでございます。 

  次に、（４）の野球場・陸上競技場の早期改

修整備についてでございます。これも何度か御

質問させていただいております。 

  昭和55年に整備された市民体育館や最近整備

された屋内多目的運動施設チェリーナさがえな

どと比べて、昭和30年代以降、いわゆる屋外の

施設整備というものが大変不十分だったという

こと、特に50年、60年前の施設が今のものであ

りまして、老朽化が激しく、その結果、県大会

以上の公式大会が誘致、招聘できないという、

言ってみれば発展途上の後進地域となってしま

ったということです。 

  理由としては、代替施設が新設・改修整備さ

れてこなかったというふうなことがありまして、

以前の一般質問でも申しあげましたけれども、

市長からは「後期行動計画にしっかりと位置づ
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けていかなければならない」という力強い御答

弁もいただいてきたところであります。 

  各競技団体、陸上、野球、サッカーなど、あ

るいはスポーツ少年団、障がい者のアスリート

などからも悲願の早期改修整備が切望されてい

るわけでありまして、それに加えて「健康さが

え21」の健康増進計画がつくられたわけですけ

れども、アンケートで特に多かったのは運動を

年間一度もしていない市民が52％、その理由が

運動できる施設整備というふうなものを求めて

いるということも十分考慮していただいて、健

康増進、生涯スポーツの中核として、屋外運動

施設の整備を盛り込むべきだと思いますけれど

も、再度御所見をお伺いします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 御指摘の市の陸上競技場、それ

から野球場については、改修や整備が特に必要

な状況であるということで、市民の皆さんから

も要望を多くの方から受けている状況でありま

す。 

  このことについては、平成30年６月の定例会

において御答弁をしておりますが、繰り返しに

なりますけれども、寒河江公園再整備の基本計

画の中で、陸上競技場については多目的広場と

して整備をしていく、それから野球場について

は更新を行い、利用の促進を図っていくことと

した上で、陸上競技場については現在の場所で

はできませんので、移転整備を含めて、そうい

うことを振興計画の行動計画の見直しの中で具

体的内容をできるだけ示していくという考えで

今進めようとしております。前回御答弁した内

容と変わりはありません。 

  これらの施設については、現在市の全体の公

共施設のあり方について調査、検討を進めてお

りますが、そういう施設整備の計画策定の状況

を踏まえながら、両施設の具体的な整備方針を

明らかにして、後期行動計画の中で示していき

たいというふうに考えております。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ただいまも力強い御所見を伺い

ましたので、ぜひこれを進めていただきたいな

というふうに要望したいと思います。 

  続いて、（５）のいじめ・不登校・引きこも

り・自殺・孤独死対策の強化について御質問さ

せていただきます。 

  小中学校のいじめの認知件数が増加をしてい

ると。あと、不登校の児童生徒さんも相当な数

に至っているわけでありまして、今後、学校や

家庭だけでなく、地域でできることを含めた対

策強化をこの後期計画にもしっかりと盛り込む

べきだというふうに思っています。 

  保護者や学校関係者が心配しているのは、今

回の一斉休校で長期休暇明けの新学期に不登校、

ひきこもりなどがふえて、自分の居場所を見出

せない子供が出てくることを非常に心配してい

るわけでありまして、本市の状況とその対応に

ついてお伺いしたいと思います。 

○柏倉信一議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 学校におけるいじめ、不登校

の問題につきましては、渡邉議員より平成29年

６月にも御質問いただいておりますので、数字

につきましてはそのときお答えしている平成28

年度のものと比較して平成30年度の数をお答え

申しあげます。 

  まず、いじめの認知件数でございますが、小

学校においては28年度が150件、30年度が319件

でありますので、169件の増でございます。中

学校におきましては、28年度が311件で30年度

が176件でありますので、135件の減少というふ

うになっております。 

  次に、不登校の児童生徒数でありますが、小

学校では平成28年度が２名で30年度が５名、中

学校では平成28年度が43名で30年度が54名とい

うふうになっておりますので、小中学校ともに

増加しているという状況でございます。特に中

学校における出現率が平成30年度が4.81％とい
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うことでありまして、全国、県を上回る数字で

本市の喫緊の課題であると、このように認識し

ているところであります。 

  議員が御指摘のとおり、いじめ、不登校につ

いては学校だけではなくて家庭、地域、いろん

な関係機関が連携して対応していくことが重要

なことだというふうに認識しているところでご

ざいます。 

  いじめにつきましては、平成26年度に寒河江

市いじめ問題対策連絡協議会というのを設立し

ております。さまざまな団体ですね、青少年育

成市民会議、社会教育関係者、心理・福祉の専

門家、市ＰＴＡ連合会、市校長会、寒河江警察

署、関係機関等々と連携を図りながら、各組織

におけるいじめ防止の機能を充実させるという

ことと、これらのネットワークを活用しながら、

市全体としていじめ防止に向けた取り組みを推

進しております。 

  不登校につきましては、多様な要因とか背景

が考えられますので、学校、家庭、地域が不登

校児童生徒に寄り添い、共感的理解と受容の姿

勢を持つことが子供たちの自尊感情を高めるた

めには重要なことだというふうに認識しており

ますので、周囲の大人との信頼関係を構築して

いくことで、子供たちの社会的自立につながっ

ていくのではないかというふうに認識しており

ます。 

  社会総がかりで児童生徒を育んでいくために、

先ほど申しあげましたけれども学校、家庭、地

域の連携共同体制の構築というものは不可欠で

ございますので、いじめ、不登校の課題解決に

ついても、これは個人情報もございますので、

このような情報に配慮しつつも、適切に情報を

開示しながら、地域社会と課題認識、価値観を

共有化して、対策を強化していくということは

これまで以上に必要になってくるというふうに

思っております。 

  御案内のとおり、来年４月から市内５つの小

中学校でコミュニティ・スクールを先行導入い

たしますので、さらにその後も拡大していく方

針でございますので、いじめ、不登校対策につ

いても専門性や当事者意識を持って、一緒に考

え、対策を講じてくださる人材の掘り起こし、

あるいはそれらの人たちとの連携、協働につい

ては、このコミュニティ・スクールは効果を発

揮するものではないかなというふうに考えてお

りますので、持続可能な体制の構築、拡大も含

めまして、いじめ、不登校の問題への対策を強

化してまいりたいというふうに考えているとこ

ろでございます。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ありがとうございます。全くそ

のとおりでありまして、コミュニティ・スクー

ルが新年度から始まりますけれども、ここに人、

地域の力を集中しなければならないというふう

に思いますので、ぜひ進めていただきたいなと

いうふうに思います。 

  次に、子供から大人までのひきこもりが日本

で115万人、うち中高年は61万3,000人という推

計値が最近内閣府の調査によって初めて明らか

になりました。本市でも、前回2013年の調査で

は49人とのことですが、2018年、平成30年の直

近の調査は、正式には公表できないというふう

なことでありました。事務的にお聞きしたら、

さらにふえ続けているというふうに伺っており

ます。大きな社会問題となっているわけであり

ますが、地域と隔離されて、自殺、孤独死など

最悪の事態に至っているところも報道されてお

ります。また、精神的に病んでしまって、重大

な事件に発展することもあって、その対策強化

というものが重要になってきておりますけれど

も、そうした課題について盛り込むべきだと思

うのですが、御所見をお伺いします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ひきこもりの市内の状況であり

ますけれども、先ほど御質問にもありましたが、
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平成25年に県が民生委員児童委員協議会を通じ

て調査を行ったところでは、平成25年は49名と

いう結果でありましたが、平成30年度に同じ調

査を行っておりますが、58名ということで約２

割ふえている、大変深刻な状況なのかなという

ふうに思っているところであります。 

  現在、市のほうでもひきこもりなどに関する

相談支援の窓口としてハートフルセンター内に

生活自立支援センターを設置しているわけであ

りますけれども、相談を受けている中で自殺な

どを考えている要素がうかがえるなどという場

合には、「こころの健康相談」などへつなぐよ

うな支援もさせていただいております。また一

方、生活困窮に関する相談などでは、ハローワ

ークと連携をした就労支援、さらには単身高齢

生活困窮者の場合は地域包括支援センターとの

連携ということで、さまざまな関係機関との連

携をさせていただいて支援を行っている状況で

あります。 

  また、自殺対策については、昨年３月に「い

のち支える寒河江市自殺対策計画」というもの

を策定させていただきました。さまざまな悩み

のある方に寄り添い、理解を示して、未然に防

ぐという基本的な対策でありますけれども、そ

れに取り組んでいるところであります。 

  その一環として、悩みのある方を相談窓口に

つなげる役割を担う人材を育成するゲートキー

パー養成講座というものを実施しているところ

であります。今後も相談窓口の周知とあわせて、

そういう人材の育成というものも強化していか

なければならないというふうに考えております。 

  また、御指摘あった孤独死の対策については、

地域の民生委員児童委員の方において見守りが

必要なケースについて、よりきめ細かな訪問・

相談対応をお願いしているところでありますし、

そういった場合の支援などもさせていただいて

おります。 

  さらに、これまでも福祉サービスなどを利用

してひとり暮らしの高齢者へ乳酸菌飲料を手渡

すことで安否確認という「高齢者あんしん訪問

サービス」、それから配食サービスなどの事業

も進めているわけでありますけれども、さまざ

まな事業展開の中でより充実した支援をしてい

く必要があるというふうに思っておりますので、

来年度、寒河江市地域福祉計画の見直しの時期

でもあります。令和３年度から５年間の地域福

祉計画を策定するという時期でありますので、

多様なさまざまな事業をさらに検討して、それ

も振興計画策定に反映させていくということで

考えているところであります。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ぜひ、命は地球よりも重いと言

われておりまして、命の大切さをさらに後期計

画の中でも位置づけていただきたいなと思いま

す。 

  市長からありましたけれども、生活困窮者自

立支援事業、これについては市民の皆さん、無

料相談ということになっておりますけれども、

なかなか知られていない。市報では活字として

見るかもしれませんけれども、そうした窓口が

あるということで、ぜひさらにＰＲをしていた

だきたいなというふうに思います。 

  続いて、時間がありませんので、通告番号４

番、生涯にわたり健康的な生活を営むための基

本となる「食の安全安心」と「地産地消推進」

について、「遺伝子組み換えや残留農薬等のな

い地元産の安全な食材で提供できる給食に向け

て」、この課題については2015年の12月議会、

2018年の９月議会においても御質問させていた

だいておりますけれども、三度目の質問という

ふうになります。 

  （１）の病院・福祉施設等の給食について御

質問させていただきます。 

  遺伝子組み換えや残留農薬等のない安全な食

材が実際使われているかどうかでございます。

最近では関税撤廃による輸入自由化によって海
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外からの輸入の作物がふえ、表示義務のないゲ

ノム編集食品・作物が知らない間に口に入る危

険性が高まっています。突然変異種の遺伝子組

み換え食品、特に魚類ではサバとかマダイ、植

物ではトマト、ジャガイモ、トウモロコシ、小

麦など50種類以上あり、ゲノム編集食品は生命

の設計図を改変して人工的につくられておりま

して、専門家からも発がん性とか奇形児の出産

などさまざまな面で危険性が指摘されているの

でございます。 

  一方で、有機農産物の表示もなかなか明示さ

れているものは少ないというふうな状況にあり

ます。本市の市立病院や保育所などの福祉施設

ではこの安全性の確認がなされているのかどう

か、お伺いします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 まず、市立保育所の給食業務に

ついては、学校給食衛生管理基準に基づいて安

全の確保がなされている状況でありまして、使

用する食材については献立作成の段階から加工

食品に関する食品成分表を取り寄せて、遺伝子

組み換えやアレルギー成分の有無など、安全性

を確認して発注している状況であります。また、

肉類などは国産や山形県産、それから野菜は国

産のものに限定して発注して、安全で安心な食

材で給食を提供している状況にあります。 

  今後においても、食品の安全については十分

確認、チェックをしながら、適切な対応をとる

よう努めていきたいというふうに考えておりま

す。 

  また、市立病院の給食業務については業務委

託を行っているところでありますが、委託先選

定の際に受託業者から衛生管理対策として安全

な食材の調達方法について提案をいただいてお

ります。現在の契約業者では、原産地から事業

所まで到着する間、それぞれの工程で品質チェ

ックを実施していただいておりますし、品質管

理を所管する部署においては遺伝子組み換えや

アレルギー、原材料、添加物、栄養成分等のデ

ータが蓄積されていて、新規の取引商品につい

ては自社の安全衛生基準に合致したもののみ食

材登録がされているという状況であります。そ

して、これらの検査を受けた安心・安全な食材

のみが市立病院の給食に提供されているという

状況になっているところであります。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 安心しましたので、ぜひこれか

らもそうしたクオリティーチェックのほうをお

願いしたいと思います。 

  （２）の小中学校給食について御質問させて

いただきます。 

  この間、市長からは小中学校の給食の半額無

償化、第３子以降は全額無償化、負担軽減のた

めの据え置きなど、保護者から称賛と感謝の言

葉を私もたびたび伺っているわけであります。 

  一方で、有機農産物とか地元の食材というこ

とで、以前にも御質問させていただいたわけで

すけれども、先進自治体の取り組みなどを参考

にしながら、ぜひ食材比率をふやすべきだとい

うふうに申しあげたところでありました。この

件につきまして、本市のこの間の地元産の食材

比率がどうなっているか、お伺いしたいと思い

ます。 

○柏倉信一議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 給食における地元産の農産物

の利用状況につきましては、米飯につきまして

は全て寒河江産米を使用しております。通常は

はえぬきでございますが、つや姫を年３回、雪

若丸を年２回、提供しております。 

  米以外の野菜、果物、精肉などを合わせた地

元産食材の利用状況につきましては、平成27年

度が38.3％でありました。そのため、この年度

を基準として、令和２年度まで農産物の利用割

合を10％増加するという年次計画を策定いたし

まして取り組みを進めてきたところであります。

その結果、28年度が44.4％、29年度が50.3％と
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順調に利用率を高めることができましたけれど

も、平成30年度は45.9％と低下しております。

冬期間、地元で収穫できるものが限定されると

いうことと、生産者の高齢化によって供給量が

減少しているということが低下の大きな要因で

ありまして、市といたしましても安心・安全な

給食の提供、あるいは郷土愛の醸成のためには、

地元産の農産物の利用率を上げるということは

大変重要なことであると認識しておりますので、

冷凍や加工品などの研究、生産農家の拡大や供

給体制についても検討を行っているところでご

ざいます。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 このところもぜひ、さらに質の

向上もそうですけれども、地元産の使用がふえ

るように取り組んでいただきたいなと思います。 

  それでは、（３）の食育の充実と地域の生産

者との連携について質問させていただきますが、

ＪＡさがえ西村山など地域の生産者と連携しな

がら、食育を充実させ、新時代の主役であるさ

がえっこたちを元気に育てていく、これは私は

教育の原点にほかならないというふうに思いま

す。子供たちが生産者とつながり、ぜひ将来農

業をやってみたいというふうな子がふえるよう

に、魅力ある取り組みが必要だというふうに思

います。農林水産省でもお伺いしてきたんです

けれども、食育推進と国産農産物消費拡大事業

でコーディネーターの育成、派遣などを支援し

ています。給食は、私は先ほど言った教育の原

点を超えて、さらに民主主義、環境を守ること

につながるというふうに思っています。こうし

た学校給食の位置づけも含めて、安全な食材を

使った食育の充実、生産者との連携について、

どのようにお考えかお伺いします。 

○柏倉信一議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 学校給食の指導につきまして

は、学校給食法におきましても地域の産物を活

用して地域の食文化、産業、自然の恵みに対す

る理解を深めるということが定められておりま

す。このため、市におきましても３月を除く毎

月19日を「さがえ食育の日」と定めて、その週

間の給食は地元産食品を利用した献立、郷土料

理の提供などによる食育推進と郷土愛を醸成す

るというような取り組みを行っているところで

あります。 

  学校給食は、今議員からございましたように、

健康な体をつくるばかりではなくて心の発達を

促す役割もあり、子供たちが健やかに育つため

には大変重要なことであるというふうに考えて

おります。地域で生産されたものを給食で提供

することは、子供たちが地域の産業を理解する

ということと、つくってくださる方への感謝の

心を育むことにもつながるというふうに考えて

いるところであります。 

  一例を申しあげますと、今年度から本市では

「さがえっこライフデザインセミナー」を実施

しているわけでございますが、南部小、醍醐小、

三泉小において、地元の農家の方を講師に招い

て講話をお聞きしております。また高松小学校

では、県の補助事業でございますが「子どもベ

ンチャーマインド育成事業」で、地元の生産者

の支援を受けながら、米や野菜を栽培から販売

まで子供たち自身で行うということで、生産・

流通・販売についての学習、体験を通して、生

産者との交流を図っているところでございます。 

  今後とも、児童生徒が生産者との交流などに

より地元の農業について興味、関心を高めるよ

う取り組みを進めていきたいというふうに考え

ております。 

  また、地産地消コーディネーターの活用とい

うことでございますが、この取り組みにつきま

しては、地場産物利用の推進、安定的な供給体

制づくりのため、課題のある地域にコーディネ

ーターを派遣して課題解決を図ろうとする国の

事業でございまして、選定される地域が年間全

国で９地域のみということでございます。この
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事業につきましては、有効活用できる場面、方

法、人材確保の可能性など、市の農林課とも協

議しながら、本市における必要性も含め今後研

究してまいりたいというふうに考えております。 

  いずれにしましても、市としましても今後と

も安心・安全でおいしい給食の提供、地元農産

物を活用した地産地消の推進に努めてまいりた

いというふうに考えているところでございます。 

○柏倉信一議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ぜひこの給食のところ、食育、

あと地産地消については、私もライフワークだ

と思っています。ぜひ農家の皆さんと生徒さん

たちがつながっていくように、進めていただき

たいなというふうに要望したいと思います。 

  結びとなりますけれども、新型肺炎の問題に

つきましては明後日の一般質問で國井議員が予

定しておりますので、私は１点だけ申しあげた

いと思います。 

  一斉休校の問題ですが、学校現場からは「卒

業式を間近に控え、教育現場のことをもう少し

わかってもらいたかった」、あと「学童クラブ

のほうが感染リスクは高いのではないか」など、

いろんな声をお聞きします。ひとり親家庭や共

働き家庭など、お子さんを急に預けるところが

ないというふうに困っている方もいらっしゃっ

たわけで、先日お聞きしたところ、新たに４人

のお子さんを学童クラブのほうに臨時入所を調

整していただいたということで、非常にありが

たいことだなというふうに思っています。受け

入れの限度、学童クラブ支援員の不足などの問

題もありまして、今後どうなるかわかりません

けれども、引き続き温かい対応をとっていただ

ければと思います。 

  最後に、毎年４月中旬に実施されている全国

学力・学習調査の中止を求める県教職員労働組

合の申し入れも行われていると伺っております。

どうかこうした課題についても検討されるよう、

私からもお願いをしたいと思います。 

  「平和は微笑みから始まる」、これはマザ

ー・テレサの言葉でありますけれども、ぜひこ

うした厳しい状況の中で、微笑みを交わしなが

ら、この春の一番いい季節を乗り越えていきた

いなと思います。私も立場は違いますけれども、

健康長寿で生き生きと笑顔で安心して暮らせる

まちづくり、人づくりのため、市民の皆さんと

ともに、微力ではありますが全力で頑張ってま

いる所存でございます。その決意の一端を申し

あげて私の一般質問を終わります。ありがとう

ございました。 

 

太田陽子議員の質問 

 

○柏倉信一議長 通告番号５番、６番について、

２番太田陽子議員。 

○太田陽子議員 日本共産党の太田陽子でござい

ます。 

  このたび、新型コロナウイルスにより亡くな

られた方の御冥福をお祈り申しあげます。 

  私たちの暮らしにも、本当に新型コロナウイ

ルスの感染拡大は大きな影響を及ぼしていると

思います。学校の一斉休校など子供の暮らしの

みならず、地域経済にまで悪影響を及ぼしてい

るように思います。消費税増税の影響に加えて、

新型コロナウイルス感染拡大の影響による自粛

ムードにより、事業者の廃業や倒産などが多く

なるのではないかと懸念しております。一刻も

早い手だてをしてほしいと思います。 

  では、日本共産党と通告してある質問内容に

関心を寄せている市民を代表して、以下の質問

をいたします。 

  通告番号５番、学校におけるＬＧＢＴ教育に

ついてであります。 

  なぜ今この時期にこの質問かという思いもあ

ると思いますが、先ほど渡邉議員からもあった

ように新学期に向けて子供のいじめや不登校な

どの問題が増加するのではないか、こういうマ
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イノリティーの問題について寒河江市としてど

のような考えをお持ちかということで、質問さ

せていただきます。 

  ＬＧＢＴは、レズビアン、女性の同性愛者、

ゲイ、男性の同性愛者、バイセクシャル、両方

の性を好きになる、トランスジェンダー、性同

一性障害を含む、体の性と心の性が一致せず、

性別違和感を持つ人の頭文字をとった言葉です。

厳密に言えばＬＧＢＴだけでは表現し切れない

ほど性のあり方は多様ですが、総称としてＬＧ

ＢＴと表現させていただきます。 

  国際的には、好きになる性、つまり性的指向、

英語で言うとＳｅｘｕａｌ Ｏｒｉｅｎｔａｔ

ｉｏｎ、性自認のＧｅｎｄｅｒ Ｉｄｅｎｔｉ

ｔｙの頭文字をとってＳＯＧＩと表し、ＬＧＢ

Ｔだけでなく、異性愛者や心と体の性が一致し

ている人も含めた全ての人の性指向、性自認に

対する性別禁止を求める運動が大きく広がって

います。 

  国連の動きを見ますと、2008年の国連総会で

「人権と性的指向と性自認に関する声明」が出

されました。この声明は、「全ての人間は生ま

れながらにして自由であり、かつ尊厳と権利に

おいて平等である」と宣言する世界人権宣言が

掲げる人権の普遍性を再確認した上で、次のこ

とを訴えています。「私たちは、世界中の全て

の国で性的指向や性自認を理由に暴力、嫌がら

せ、差別、排斥、非難、偏見が人々に向けられ

ていること、そしてこれらの行為が暴力の対象

とされた人々の誠実さや尊厳を傷つけているこ

とを憂慮する」。この声明は、日本を含め66カ

国が賛同しました。 

  2011年には、国連人権理事会において性的指

向、性自認に関する国連初の人権決議がなされ、

2014年には決議に基づく報告の更新を今後も行

うことを求める決議が、いずれも日本を含め賛

成多数で採択されています。 

  ＬＧＢＴなど性的指向、性自認におけるマイ

ノリティーの方々がどのぐらいいるのかという

と、日本では人口の５％程度、約600万人だと

言われております。例えば日本人に多い名字の

上位４つ、佐藤さん、鈴木さん、高橋さん、田

中さんの合計がおよそ日本の人口の５％に当た

ります。決して少なくない人数であるにもかか

わらず、ＬＧＢＴの当事者の方々は見えない存

在として生きることを強制されています。誰に

も打ち明けることができず、人知れず悩み苦し

んで孤立してしまった結果、自分の心を押し殺

し、メンタルヘルスを悪化させてしまう方が多

いと言われています。 

  2015年、一橋大学の学生でゲイの男性が思い

を寄せる友人男性に告白し、ゲイであることも

カミングアウトしたところ、打ち明けられた友

人男性が告白した男性がゲイであることを同級

生にばらしてしまいました。本人が望んでいな

いのに自分のセクシュアリティーを知られてし

まう、いわゆるアウティングです。ゲイの男性

は、精神的ショックから追い詰められ、大学の

校舎から飛びおりて亡くなるという痛ましい事

件がありました。 

  ＬＧＢＴ当事者への支援として、教育現場で

の理解を促進し、配慮を行っていくことは欠か

せません。「いのちリスペクト。ホワイトリボ

ン・キャンペーン」が行ったＬＧＢＴの学校生

活調査では、自分がＬＧＢＴかもしれないと気

がついた学年については、ゲイ、レズビアン、

体が女性で性別違和がある人の場合は、中学１

年から中学２年が最多で、小学校６年から高校

１年の期間に自覚したとの回答が半数を占めた

そうです。一方、体が男性で性別違和がある人

の場合は、25％は小学校入学前に自覚があり、

約半数が小学校卒業までに自覚したと回答して

います。いわゆる思春期に性別指向、性自認の

自覚がなされていること、性別違和に対する支

援は小学校のときから必要であることが推測さ

れます。 
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  小学校から高校の間に「自分がＬＧＢＴであ

ることを誰にも言えなかった」と回答したのは

全体の約４割、言えなかった理由は、「理解さ

れるか不安だった」「話したらいじめや差別を

受けそうだった」が上位となっています。家族

にすら打ち明けることができない子供にとって、

学校で先生や友達などに１人でも自分の胸のう

ちを話せる人がいるのかいないのかでは、その

後の人生をも左右する分かれ道となることは間

違いありません。 

  寒河江市は、市内小中学校におけるＬＧＢＴ

の子供たちの実態をどのように認識しているで

しょうか。お伺いいたします。 

○柏倉信一議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 文部科学省の調査がございま

して、平成26年６月に学校における性同一性障

害に係る対応に関する状況調査というものでご

ざいます。性同一性障害を有する児童生徒及び

その疑いのある児童生徒の存在について全国調

査をしたものでございますが、全国で606件の

報告件数があったということを文科省は公表し

ております。この調査の折には、本市では該当

なしというふうに報告しているところでござい

ます。 

  ただ、この調査でございますが、児童生徒が

望まない場合は回答を求めないということにし

ておりますし、学校が把握している事例を任意

で回答するものであり、必ずしも学校における

性同一性障害を有する児童生徒及びその疑いの

ある児童生徒の実数を反映するものではないと

いうふうにも認識しているところでございます。 

  議員がおっしゃるように、性同一性障害を初

めとする性的マイノリティーの方は、先ほど数

がありましたけれども一定数存在するというふ

うに推定されるということでございますので、

学校においても一定程度の児童生徒が在籍して

いるということは想定できるのかなというふう

に思っているところであります。 

  しかし、性同一性障害に係る児童生徒やその

保護者は、性自認等については、先ほど議員か

らの発言にもございましたけれども、他の児童

生徒だけでなく教職員に対しても秘匿しておき

たい、隠しておきたいという場合があることか

ら、みずから明らかにする準備が整っていない

児童生徒に対して一方的に調査を行う、あるい

は確認を行うというふうになりますと、子供た

ちの尊厳が侵害されてしまうという印象も持つ

おそれがございますので、このようなことを踏

まえて教育上の観点からは申し出がない状況で

具体的な調査は行う必要がないというふうにも

されているところであります。 

  各学校においては、教職員が正しい知識の習

得に努めて、日ごろから子供たちが相談しやす

い環境を整えることの大切さを認識しながら対

応してきております。でありますが、平成26年

度の国の調査以降、現在も性同一性障害等に係

る児童生徒の存在は確認しておりませんし、各

学校から性同一性障害等に係る子供たちや保護

者からの相談、あるいは配慮についての報告も

受けていないというのが現状でございます。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 本当にとても、心の問題もある

ので、実数とかについては特に確認できなくて

当然だと思っております。ただ、寒河江市とし

てどのような対応、いじめの問題とか不登校の

問題、先ほど渡邉議員のほうから質問があり、

数についても御報告がありましたが、その中で

ＬＧＢＴに関してのいじめ、暴力などはないの

かどうかなど、やっぱり今後もきちんとした確

認をしていく必要があるのではないかと思いま

す。 

  ＬＧＢＴの学校生活調査では、いじめや暴力

について７割が身体的暴力、言葉による暴力、

性的な暴力、無視、仲間外れ、いずれかを経験

しているというふうな当事者からの報告もある

ようです。そのうち３割が自殺を考えたという
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深刻な状況になっています。いじめや暴力を受

けた時期は、小学校低学年から次第に増加し、

中学校２年生のときにピークを迎えているとい

う結果が示されています。 

  ＬＧＢＴ法連合会がまとめた困難リストでは、

「女っぽいところが気持ち悪い」と学級会の議

題になったとか、「担任の先生からも「こいつ

も男らしくしようと頑張っているんだ」と言わ

れてしまい、ひどく自尊心が傷ついた」、「外見

やしぐさから性的マイノリティーであると推測

され、学校で奇異な目にさらされ、不登校にな

った」などの事例が挙げられています。ＬＧＢ

Ｔの子供たちはいじめや不登校のリスクが大き

くなるということは今や明らかなようです。 

  みんなが平等で、一人一人が個性を発揮しよ

うという教育の中で、子供たちに伝えることが

求められています。学校には病気や障がいを抱

える子、家庭や経済状況に困難を抱えている子

などいろいろな子供たちがいます。教育の中に

性の多様性への認識を入れていくことは、ＬＧ

ＢＴだけの問題ではなく、全ての子供の多様性

を保障することにつながると考えます。今後の

教育現場での取り組みについて、お考えを伺い

たいと思います。 

○柏倉信一議長 この際、暫時休憩いたします。 

  再開は午後１時といたします。 

 休 憩 午前１１時５５分  

 再 開 午後 １時００分  

○柏倉信一議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 先ほど太田議員より、ＬＧＢ

Ｔだけではなくて全ての子供の多様性を保障す

るための取り組みについてという御質問でござ

いました。 

  まず、国からは性同一性障害等の児童生徒へ

の対応について、平成27年４月に文部科学省よ

り「性同一性障害に係る児童生徒に対するきめ

細かな対応の実施等について」という通知が出

されております。さらに１年後には、性同一性

障害、これに性的指向、性自認に関する児童生

徒という文言も加わっておりますけれども、こ

の児童生徒に対するきめ細かな対応と題する教

職員向けの指導資料も出されております。この

指導資料の中では、性同一性障害に係る取り組

みのこれまでの経緯、それから現状、相談体制

の充実、これらに加えまして、子供たちの学校

生活における服装、髪型、あるいは更衣室、ト

イレ、あるいは呼称ですね、名前の呼び方の工

夫、授業、水泳の時間、運動部活動、修学旅行

等での支援の場面などについて、具体的な事例

を取り上げて提示されているところであります。

これらの通知、指導資料を各学校に周知をしま

して、適切な対応についてお願いをしていると

いうところでございます。 

  議員がおっしゃるように、全ての子供の多様

性を保障するということは学校教育の中ではと

ても大切な視点であるというふうに認識をして

おります。そこで、教職員に対しましては、性

同一性障害に係る児童生徒だけではなくて、性

的マイノリティーとされる児童生徒全般に共通

する配慮として、悩みや不安を抱える児童生徒

のよき理解者となるよう努めることは当然のこ

とでありますが、教職員が共通理解し、学校全

体で支援を行ったり、児童生徒や保護者が悩み

や心配を相談しやすい環境を整備したりする体

制づくりを今まで以上に進めていくよう指導し

てまいりたいというふうに考えています。 

  また、先ほど議員よりＬＧＢＴの子供たちは

いじめのリスクが高いのではないかと、こうい

うような御指摘がございましたが、本市のいじ

め防止基本方針の基本理念の一つとして、「発

達障害、性同一性障害、性的指向、性自認に係

るいじめを防ぐため、教職員の正しい理解を促

進し、学校として必要な対応を周知する」と、

こういうふうに明記してございますので、全て
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の教職員が性同一性障害等に基づく差別、いじ

めを許さない姿勢を明確にするとともに、適切

な知識に基づいていじめを早期発見し、相談に

応じることができるよう、研修会を実施したり、

窓口を設置したりすることなどもあわせて推進

してまいりたいというふうに考えております。 

  また、子供たちに対しましては、人権教育、

「特別の教科 道徳」、命の学習などを通して、

性的指向、性自認に関して正しく理解する機会

を設定したりすることで、児童生徒が互いの個

性を認め合って、命や人権を尊重する意識を向

上させていきたいというふうに考えております。 

  市としましても、子供たちの環境や障がいな

どの多様性に配慮し、一人一人の子供たちの願

い、あるいは能力を最大限に伸ばす支援をして

まいりたいというふうに考えているところでご

ざいます。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 配慮した教育をしていくという

ことで、大変ありがたいなと思います。マイノ

リティーというか、少数の子供たちは本当にい

ろいろな問題を抱えていると思います。子供に

は何の罪もありません。健やかな成長ができる

ように、教育の現場でも頑張っていただきたい

と思います。 

  私が資料としてもらったのは、ハートフルセ

ンターに置いてあった資料でございます。この

中には、教育の場面でどういう、これはＬＧＢ

Ｔ法連合会という先ほど申しあげたところでつ

くっているものなんですけれども、これは大変

ＬＧＢＴのこととか何を配慮すべきかというこ

とが全て書いてあり、大変参考になりました。

ぜひ学校とか、ハートフルセンターではないと

ころにもあると思いますが、議員の皆さんもぜ

ひこういうのをごらんになっていただき、私た

ち市民一人一人もこういう問題を避けて通れな

いんだということを自覚することが大事かなと。

ハートフルセンターにございました。 

  あと、愛知県の豊明市というところで作成し

ている冊子をダウンロードしたんですけれども、

これも大変わかりやすく、子供でもちょっとゆ

っくり読めばわかるような漫画なんかも取り入

れてあり、どういうふうな配慮、どういうふう

にみんなで生きていくかというのが書いてあり

ます。こういうのなんかも、寒河江市として子

供向けにつくるとか、そういう取り組みもして

いただければと思います。できれば、学校の図

書室や図書館にもＬＧＢＴ理解のための書籍と

かがあるようですので、こういうのも配備して

いただければと思います。この質問は終わりま

す。 

  通告番号６番、教員の変形労働時間制の導入

についてということで質問いたします。 

  公立学校教員に１年単位の変形労働時間制を

導入する公立学校教員給与特別措置改定案が12

月４日、参議院本会議で与党などの賛成多数で

可決、成立しました。 

  今、教員の長時間労働、多忙化を解決するこ

とは極めて重要かつ緊急性の高い課題となって

います。教員を希望する学生が少なく、過去最

低の採用倍率になっている状況とも聞いており

ます。学校もブラック企業になっているのでは

ないでしょうか。 

  寒河江市内の小中学校で働く先生方の働き方

はどうでしょうか。今年度の残業時間はどのよ

うになっているのでしょうか。お伺いいたしま

す。 

○柏倉信一議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 議員の御質問につきましては、

本市の小中学校教職員の勤務実態把握について

は、文科省で定めた「公立学校の教師の勤務時

間の上限に関するガイドライン」というものに

基づいて、今年度の７月から時間外勤務時間の

状況の把握を行ってきておりますので、その調

査に基づいて実態についてお答えをいたしたい

と思います。 
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  小学校教諭等の時間外勤務は、文部科学省の

ガイドラインで定めている月45時間を上回る時

間外勤務を行っている教員の割合は、７月、９

月、10月、11月で約４割で時間外が生じており

ます。45時間を上回っております。８月の時間

外勤務は１％で、ほとんどないという状況であ

ります。12月が約３割という状況でございまし

た。 

  中学校教諭等の月45時間を上回る時間外勤務

の実態でございますが、７月と10月が約８割、

９月、11月、12月が約７割、８月が約３割とい

う状況でございました。 

  最も時間外勤務が多かった10月ですが、各学

校においては学習発表会や学芸会、文化祭等の

大きな学校行事があるということに加えまして、

授業研究会や公開研究発表会などもありますの

で、これらの発表会を通して子供たちの学力向

上にも力を入れているという時期でございます

ので、このような結果になったというふうに考

えております。 

  ８月と12月につきましては、夏休み、あるい

は年末年始休みということもあり、時間外勤務

が少ない状況にあったということでございます。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 昨年３月議会で遠藤議員が質問

したところ、教育長のお答えは、10月だったん

ですけれども、とりあえず11月７日から13日の

１週間の労働時間で平均８時間30分、小学校教

諭です。中学校は70名で、１週間の平均で15時

間40分、１日平均２時間14分とのことでしたが、

今お話をいただいたのでは10月に45時間を超え

ている教員が80％いるという認識でよろしいん

ですか。小学校は10月の一番忙しいときで40％。

以前に、平成19年、鴨田議員の一般質問に対し

てのお答えは「持ち帰りもある」ということだ

ったんですけれども、この時間には持ち帰りな

どは入っているのでしょうか。 

○柏倉信一議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 前回私が遠藤議員のときに申

しあげた数字は、県の教育委員会の勤務実態調

査ということで、11月７日から13日でしたか、

その間に調査をしているので、それは持ち帰り

も含めて調査しているわけですけれども、今申

しあげたのは国のガイドラインということで、

月45時間をマックスにしなさいというふうなガ

イドラインに基づいて、それを上回っている教

員の割合ということで調査がありましたので、

その数字でお答えしたところでございます。で

すから、時間の調査というのは行っていません

ので、45時間を上回っている教員の割合はどの

ぐらいなのかという調査がございましたので、

その数字を申しあげたところでございます。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 月45時間、年間360時間以上働

いている人が10月ではもう80％に達していると

いうことでございますね。 

  変形労働時間制というのは、４月、６月、10

月、11月の勤務時間を週３時間ほどふやし、そ

の分を夏休みに５日程度の休みに振りかえると

いった運用をイメージしているようです。今は

約８時間労働ですが、繁忙期には10時間までふ

やせるということですけれども、４月の疲れを

８月にとることはできません。教員の過労死は

５月、６月に多いと言われています。その時期

に労働時間をふやすというのは、教員の健康が

懸念されます。変形労働時間制では、問題は何

ひとつ解決しないと思いますが、教育委員会は

変形労働時間制の教育現場への導入についてど

のようにお考えですか。お伺いいたします。 

○柏倉信一議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 先ほど議員からございました

けれども、昨年12月に「公立の義務教育諸学校

等の教育職員の給与等に関する特別措置法」、

給特法でございますが、改正されております。

この給特法改正の中身といたしましては、大き

くは２つでありまして、１つは太田議員より今
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御質問がありました１年単位の変形労働時間制

を地方公共団体の条例によって実施することが

できるというふうなことが１つであります。も

う一つは、先ほどもお話ししましたけれども、

平成31年１月に文部科学省が策定した時間外勤

務１カ月を45時間以内、それから年間360時間

以内と、こういうふうに定めたガイドラインが

あるわけでありますが、それを法的根拠になる

指針に格上げをしたということが、給特法の改

正の中身の大きな２つはこのことでございます。 

  給特法改正の背景には、申しあげるまでもな

いことではございますが、教師の業務が長時間

化して、特に近年の実態は極めて深刻であると

いうこと。持続可能な学校教育の中で、教育成

果を維持して向上させるためには、教師の働き

方改革を推進して、子供たちに対して効果的な

教育活動を行うことができるようにすると、そ

のことが急務であるということでございます。 

  議員から御質問のあった変形労働時間制でご

ざいますが、この制度が盛り込まれた要因とい

たしましては、１つは先ほど、本市の実態もそ

うでありますけれども、小中学校の教職員の勤

務実態が示すように、夏休み等、児童生徒の長

期休業中の教師の業務時間が、ほかの時期より

も夏休み中が非常に短くなっているというふう

なことがまず１つでございます。 

  もう一つは、御案内のように平成14年度に学

校週５日制が完全実施されたわけでありますけ

れども、その前までは第２・第４土曜日が休日

だった時代があります。そのときに、第１・第

３土曜日の勤務日をまとめて、これは年間14回

から20回分、半日なので日数にすると７日から

10日分だと思いますけれども、この７日から10

日分を夏休みに休日として取得すると。いわゆ

るまとめどりということが行われていた時代が

ございますので、国はそのことも参考にして、

この変形労働時間制というふうなことを法的に

措置したということでございます。 

  この変形労働時間制の適用につきましては、

給特法改正の大きな趣旨でもありますけれども、

議員御指摘のように学期中の業務削減がまずは

大前提だというふうなことであります。その上

で、各地方公共団体の判断によってこの制度の

適用が可能となってくるというものでございま

す。 

  本市の各学校では、県教育委員会から出され

ております「学校における働き方改革の取組み

手引」というものがございますし、また県の教

育委員会のほうでは月に１回程度、働き方改革

通信なども発行しておりますけれども、それら

を参考にしながら、教職員で知恵を出して、あ

るいは議論を通して、実現可能なものから時間

外勤務の削減に向けて取り組んでいるところで

ございます。 

  市といたしましても、この働き方改革が実効

性のあるものとなるように、校務支援ソフトの

導入も図っておりますし、部活動ガイドライン

も策定をいたしました。また、部活動指導員な

ど外部人材の配置もしておりますし、夏季休業

中の学校閉庁日の設定などもしておりますので、

これらの支援によって学校における働き方改革

が実効性のあるものになるよう、市としても支

援をしているというところでございます。 

  学校における働き方改革は、給特法などの法

令の改正ということ、それから行政による実効

性のある支援と学校における業務改善が両輪に

なって、そして総合的に機能してこそ成果を上

げるものだというふうに考えております。市と

しましても、まずは学校の取り組みを充実させ

るとともに、この制度につきましては令和３年

度から施行されると、こういうことになってお

りますので、今後の国あるいは県の動向を注視

して、そして各学校の実態を踏まえながら、校

長会とも議論、研究し、この制度の適用につい

て判断をしていきたいというふうに考えている

ところでございます。 
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○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 寒河江市としては、県の動向、

国の動向を見て導入を考えていくということで

ございます。ですが、先ほどの数値を見る限り

では、上限、ガイドラインは達成されていない、

ハードルは越えていないということだと思いま

す。中学校で変形労働時間制ができる先生は２

割、小学校では６割と認識しました。とりあえ

ずこの変形労働時間制については、県議会が条

例を可決後、上限、ガイドラインをきちんと守

っていること、教職員団体との交渉を踏まえて

導入される、この３つのハードル、もう一つは

勤務時間管理が不正確、勤務時間をきちんと管

理していなければ導入できないというハードル

があると聞いております。問題を解決するどこ

ろか、平日の長時間労働を固定化し、本当に時

間外労働の助長につながると考えます。残業時

間が過労死ラインを超えている教職員もおられ

るのではないでしょうか。尾花沢では、もう既

に３％の職員が過労死ラインを超えているとい

うデータもあります。それを考えても、寒河江

市でも80時間を超えている教職員がいるのでは

ないかと推測されます。 

  教員の夏休みをとるためといいますが、現状

でも１週間きちんと閉庁して、夏休みがとれて

いるという現状もあります。岐阜県のある市で

は、２週間とっているという事例もありました。

夏休みをとるだけの変形労働時間制の導入など

考える必要はないのではないでしょうか。 

  異常な長時間労働の解消は、やっぱり教職員

の増員、学校の業務削減が大切な要素だと思い

ます。ぜひこの点をきちんと踏まえ、変形労働

時間制を導入せず、教員の増員などを国に対し

て要望していくことが今必要なことではないで

しょうか。県や他自治体と協力して要望してい

くことを希望しまして、質問を終わります。 

 

   散    会    午後１時２２分 

 

○柏倉信一議長 以上をもちまして、本日の日程

は終了いたしました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 
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   議事日程第３号      第１回定例会 

   令和２年３月６日（金）  午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 一般質問 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第３号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○柏倉信一議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、議事日程第３号によって進め

てまいります。 

 

一 般 質 問 

 

○柏倉信一議長 日程第１、引き続き一般質問を

行います。 

  通告順に質問を許します。 

 

 

 一般質問通告書   

 令和２年３月６日（金）                         （第１回定例会） 

番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

７ 

 

 

 

 

 

 

 

８ 

新型コロナウイル

ス感染症への対策

について 

 

 

 

 

 

連携中枢都市圏構

想について 

 

 

（１）新型コロナウイルスの危険度につ

いて 

（２）これまでの対応について 

（３）感染者を拡大させないための対策

について 

（４）感染拡大を想定した対策について 

（５）新たなウイルス感染症も含めた今

後の対策について 

（１）関係する市町の考え方について 

（２）本市が受ける恩恵について 

（３）事業費について 

（４）連携する事業に対する考え方につ

１３番 

國 井 輝 明 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 
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番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

いて  

９ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

市民と自治体との

すばらしいマッチ

ングにより成果を

上げている、ふる

さと納税を活用し

た生活道路整備に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

寒河江市立病院の

現況について 

寒河江市公共事業整備優先順位基準によ

り順番待ちをしている要望について 

（１）今年度も寒河江市公共事業整備優

先順位審査会は行われたと思うが、

部門別に分け何件くらい実施された

のか。 

（２）今までの経年加点による件数も多

くあったのか。 

（３）要望は毎年増え続けると思うが、

今年度の整備実績やこの３月までの

未整備箇所なども含め、実施に向け

てどれくらい期間が必要か。 

（４）長年の課題である生活道路整備に

ついて、ふるさと納税の寄附金を活

用し、緊急な整備を進めてはいかが

か。 

（１）厚生労働省から昨年９月に診療実

績などから再編・統合の議論が必要

だとして全国４２４の公立・公的病

院の名称を公表したが、その中に寒

河江市立病院も含まれたことについ

て 

（２）寒河江市立病院も含めた寒河江西

村山地域における今後の医療体制に

ついて 

１５番 

木 村 寿太郎 

市 長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市 長 

病院事業管理者 

１１ 

 

１２ 

農業における後継

者育成について 

教育問題について 

（１）新規就農者への支援策について 

（２）今後の育成方針について 

（１）山形県学力等調査の結果について 

（２）今後の向上策について 

１４番 

荒 木 春 吉 

市 長 

 

教 育 長 

 

 

國井輝明議員の質問 

 

○柏倉信一議長 通告番号７番、８番について、

13番國井輝明議員。 

○國井輝明議員 おはようございます。 

  まずもって、このたびの質問となります新型

コロナウイルスに感染された皆様にお見舞い申

しあげますとともに、お亡くなりになった方々

へ心よりお悔やみ申しあげます。 

  質問に入ります。 

  私は、寒政・公明クラブの一員として、また
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このたびの質問に関心を持つ市民を代表して質

問させていただきます。 

  最初に、通告番号７番、新型コロナウイルス

感染症への対策について質問させていただきま

す。 

  新型コロナウイルスの感染者は中国以外にも

広がり、３月６日現在では日本国外での感染者

数は９万2,100人、うち死亡者は3,186人、国内

の感染者は331人、うち死亡者数６人、そのほ

か横浜港に到着したクルーズ船では感染者数

706人、うち死亡者数は６人となっております。

ＣОＶＩＤ－19と呼ばれる疾患を引き起こす新

型コロナウイルスが、今深刻な脅威であること

は間違いありません。そんな新型コロナウイル

スは、いまだに感染が拡大している状況にあり、

予断を許さない状況です。 

  このたびの新型コロナウイルス感染症は、今

後３つのパターンが考えられるといいます。１

つは、感染が拡大し世界的な範囲に及ぶこと。

１つは、症例の大部分が中国国内にとどまり、

自然に終息すること。１つは、消滅せずに、現

在のインフルエンザのように季節的な流行を繰

り返す別の疾患になるという３つです。これ以

上世界的な範囲に拡大しないことはもちろんの

こと、一刻も早い終息を願うばかりです。 

  寒河江市民の安全・安心のために、確かな情

報、対処の仕方、今後の対応について議論させ

ていただき、議会としても市民に対ししっかり

と情報をお伝えしたいと考えております。 

  まずは、新型コロナウイルスに対し、危険度

をどのように把握されているのかをお伺いいた

します。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 おはようございます。 

  國井議員から、新型コロナウイルス感染症に

ついての御質問をいただいておりますが、この

感染症を取り巻く状況というのは、日々刻々と

変化して、拡大をしている状況にあろうかとい

うふうに思います。行政報告でも申しあげまし

たが、１月15日に国内初の感染者が発生してい

るわけであります。それから、２月16日の新型

コロナウイルス感染症対策専門家会議において

流行段階フェーズ３の国内発生早期であるとい

う認識が示されておりました。 

  また、ＷＨО（世界保健機関）が２月28日に

は世界的な新型コロナウイルスのリスク評価に

ついて、これまでの「高い」から最高段階の

「非常に高い」に引き上げているところであり

ます。 

  また、３月３日に行ったＷＨОの記者会見で

は、中国でのデータを踏まえた新型コロナウイ

ルス感染者の致死率について、3.4％と公表し

ているようであります。季節性インフルエンザ

の感染者の致死率というのは0.1％未満であり

ますから、比較しますと相当に高いということ

が言えるかと思います。 

  また、国立感染症研究所の資料によりますと、

2002年から2003年にはやりましたＳＡＲＳ、重

症急性呼吸器症候群、この致死率は9.6％、そ

れから2012年ごろにはやりましたМＡＲＳ、中

東呼吸器症候群、これは34％の致死率というこ

とでありますから、それに比べればということ

になりますが、季節性インフルエンザに比べま

すと非常に高い状況になっております。 

  もちろん県内では感染者は発生しておりませ

んけれども、隣県の宮城県、新潟県で患者が確

認されたということでありますから、寒河江市

といたしましても強い危機感を持って、市民の

安全・安心を守るための万全の体制をつくって

いきたいというふうに考えております。 

○柏倉信一議長 國井議員。 

○國井輝明議員 インフルエンザよりも致死率が

高いということで、現段階では特効薬がない状

況であり、世界でも危険だと認識されていると

いうことで、これからも危機感を持って対応し

ていただきたいと、こう思っているところであ
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ります。 

  そこで、寒河江市といたしまして新型コロナ

ウイルスについての説明、市民の皆様へ感染し

ないためのお願い、せきや発熱等の症状があら

われた場合の対応等、情報を市のホームページ

で注意喚起されておりますが、これまでの対応

についてお伺いいたします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 新型コロナウイルス感染症の対

応については、政府において２月25日に新型コ

ロナウイルス感染症対策の基本方針というのを

定めて、まさに今が今後の国内での健康被害を

最小限に抑える上で極めて重要な時期であると

して、国民の皆さんに協力を呼びかけているわ

けであります。市といたしましても、感染の拡

大を未然に防ぐ、今が大変重要な時期として、

その対応を進めているところであります。 

  これまでの市の対応につきましては、さきの

行政報告でも申しあげましたが、庁内の連絡会

議を開催し、情報共有を図りながら、市民の皆

さんへの注意喚起、感染予防対策の周知として、

市のホームページ掲載、さらには啓発チラシを

全戸に配布しているところであります。 

  それから、市の施設内にアルコール消毒剤を

設置して、またポスターの掲示を行って、周知、

啓発を行っているところであります。 

  さらに、地区公民館、ハートフルセンターで

の各種の教室、会議などは中止または延期、書

面会議などの対応として、また団体によるイベ

ントなどは主催者の判断で中止などの対応をし

ていただいている状況でございます。 

  さらに、２月27日の政府の要請を受けて、翌

２月28日には市の新型コロナウイルス感染症対

策本部を設置して、市内の小中学校は３月２日

から４日より春休み期間まで臨時休校、そして

市内保育所は感染予防に十分留意した上で開所

するということにしております。また、放課後

児童クラブについても、小学校の休校に合わせ

て午前より開所をして、児童の居場所の確保に

配慮しているところであります。 

  また、現在実施しております市民税、県民税

の申告相談については、４月16日まで１カ月間

延長することにしております。３月17日からは

会場を文化センターから市庁舎の税務課に移し

て、相談を受け付けるということにしていると

ころであります。 

  また、隣県で感染症の発生が確認されたとい

うことを踏まえて、市の施設についても使用制

限を実施しております。さらに、図書館では資

料閲覧を短時間でとどめるよう利用者に要請を

しておりますし、館内の一部施設の利用を当面

中止する対応を実施しているところであります。 

  そして、市民の皆さんからの相談を受け付け

る専用電話を３月５日から危機管理室に開設い

たしました。 

  さらに、改めて感染拡大防止策に関するチラ

シを全戸回覧を行って、市民の不安解消に努め

ているところであります。 

○柏倉信一議長 國井議員。 

○國井輝明議員 現在でき得る全ての対応をして

いるというような感じで私は伺いました。今、

一日一日状況が変化する中で、これからも同様

の対応をよろしくお願いしたいというふうに思

っているところであります。 

  現在、こういった状況下でやはり懸念される

のは経済への影響であります。昨年12月から猛

威を振るう新型コロナウイルスが発見されてか

ら２カ月がたっております。現在、寒河江市内

の飲食業でも、予約のキャンセルが出るなどの

影響も出ているようです。 

  そこでお尋ねですが、インバウンドを含む観

光イベント等、本市の経済への影響はどの程度

になるのか、お伺いをいたします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 観光イベントなどへの影響であ

りますけれども、観光関連としては現在雛まつ
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りが３月１日から協賛会場を合わせて市内３カ

所で実施されているところであります。会場で

はアルコール消毒など感染予防体制を十分整え

て今実施していただいているということであり

ます。ただ、期間が１カ月以上の開催時期にな

りますので、今後の県内の患者発生などの状況、

それから全国的な感染状況の広がりを注視しな

がら、適宜開催を判断していく予定になってい

るところであります。 

  それから、この時期の外国人観光客の来寒箇

所としては、観光イチゴ園、それから寒河江温

泉などがあるわけでありますが、観光イチゴ園

における２月、３月の影響でありますけれども、

台湾、香港、マレーシアからのツアーについて

12件、447人のツアーが中止になっております。

さらに、国内の団体・個人客を含めると800人

を超えるキャンセルが発生している、これは３

月５日現在866人という数字でありますけれど

も、そういう状況になっております。 

  一方、寒河江温泉の宿泊関係では、団体旅行

やビジネス客を含む個人旅行者などから100件

ほどのキャンセルがございまして、宿泊のほか

にも宴会を控える動きが出ているというふうに

聞いております。 

  また、飲食業においても、小中学校卒業生の

保護者の謝恩会といった会合の予約キャンセル、

それから法事の延期なども生じているというふ

うに聞いています。 

  もちろんツアー客や宿泊などのキャンセルの

全てが新型コロナウイルスによるものかどうか

というのは定かではありませんけれども、今後

も春休み、それから年度切りかえの歓送迎会な

どの時期にも当たりますので、このまま会合あ

るいは旅行の自粛などが続くようであれば、さ

らなる影響も懸念されているというふうに思っ

ております。 

  それから、市内の小売業のほうには今のとこ

ろ大きな影響が出ているという報告は受けてお

りません。 

  一方、製造業については、一部事業所で中国

からの原材料の入荷が停止して、生産に支障を

来したり、学校の休校やイベントの中止に伴う

関連商品の生産性の縮小、従業員の休業といっ

た影響が出ているという報告を受けております。 

  こうした状況を受けまして、県及び金融機関

と連携をして、新型コロナウイルスの影響によ

り業績が悪化した事業所を対象に、無利子で運

転資金を融資する地域経済変動対策資金制度を

緊急に実施するということにしております。 

  今後も関係機関と連携を密にしながら、寒河

江市の経済への影響を注視しながら、適宜適切

な対策を講じるよう努めてまいりたいというふ

うに考えております。 

○柏倉信一議長 國井議員。 

○國井輝明議員 ただいま答弁いただいた中で、

３月５日までのデータ等々もいただきましたが、

少なからずといいますか、結構大きな影響も出

ているのかなというふうに私は認識しておりま

す。やはり一日も早い終息を願うばかりであり

まして、これは長引けば長引くほど本市に与え

る影響も大きくなっていくんだなというふうに

大変危機感を私たちも持ったところであります。 

  そうした中、現在、国では国民の命と健康を

守るため水際対策を講じておりますが、感染経

路がはっきりしない感染者もふえている状況下

にあると伺います。 

  新型コロナウイルスに感染しないようにする

ために、一人一人ができる感染症対策として、

手洗い、ふだんからの健康管理、適度な湿度を

保つ、そしてほかの人にうつさないためにせき

やくしゃみのエチケットなどの対策が重要と言

われております。 

  政府では、全国の小中高の臨時休校を要請、

また人が多く集まるイベント等への参加自粛な

どを呼びかけております。特効薬がない現状で、

人々が十分な距離をとれないまま一定時間いる
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ことが感染リスクを高めることを考えますと、

当然の措置だろうと思います。 

  そこで御質問ですが、新型コロナウイルスが

終息するまで、本市で開催する式典やイベント

等に対しての対応も含め、どのように対策され

るのか、お伺いをさせていただきます。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 この新型コロナウイルス感染拡

大の防止策というのは、今のところ手洗い、せ

きエチケットなどの徹底、それから不要不急の

外出を控える、さらには感染について不安があ

る場合は帰国者・接触者相談センターに相談を

するなどであります。また、イベント開催の見

直し、あるいは開催時の感染症対策の徹底など

について進めているわけでありますけれども、

これは行政の呼びかけだけでなくて、それに呼

応する市民の皆さん、あるいは事業者の皆さん

の御協力がなければ、何としてもこういう困難

な状況に対応できるようにはなっていかないと

いうふうに思いますから、お一人お一人が感染

症対策に理解を示していただいて、御協力いた

だくようお願いをしたいというふうに思ってお

ります。 

  それから、今後予定のイベントなどについて

も、感染拡大の観点から、感染の広がり、ある

いは会場の状況などを踏まえて、開催の必要性

などについて改めて御検討いただきたいという

ふうに考えているところであります。 

  今のところ、小中学校の卒業式、入学式など

は、御案内かと思いますが、感染防止の措置を

講じて必要最小限の人数で開催して対応すると

いう報告を受けているところであります。市立

保育所についても、修了式また入所式について、

感染防止のため当該園児、保護者、保育士等の

職員のみで開催するというふうに聞いていると

ころであります。 

  市の対策といたしまして、仮に市内で万が一

感染者が発生したなどという場合においては、

これまでの対応だけでなくて、市施設の利用制

限、注意喚起の対応などを一層強化するだけで

なくて、今申しあげた各行事、イベントなどに

ついてさらに見直しをして、中止、延期につい

て強く要請していくなどということで、徹底し

た対策が必要になってくるのではないかという

ふうに思っているところであります。 

  そういう意味では、これからの状況いかんと

いうことにもなりますが、市民の皆さんには大

変御不便をおかけするような場合も多々出てく

るかというふうに思いますけれども、感染の拡

大を防ぐという点について御理解と御協力をお

願いしたいというふうに考えております。 

○柏倉信一議長 國井議員。 

○國井輝明議員 感染の拡大を防ぐ、そしてまた

やはり人命第一ということで、危機感を持って

対応されているなというふうに思っているとこ

ろであります。 

  やはり今いろんな災害等々も含めて、想定外

のこともいろいろあるところでありますけれど

も、感染拡大を想定した対策についてお尋ねし

たいわけでありますが、せきや発熱等、疑わし

い症状が出た場合は、村山保健所に電話連絡し、

医療機関を調整してから、指定の医療機関での

受診との流れのようですが、感染が拡大した場

合に受け入れ可能な医療機関は十分なのでしょ

うか。新型コロナウイルスへの感染拡大を想定

した対応をどのようにお考えなのか、お尋ねを

させていただきます。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 感染拡大を想定した対策のお尋

ねでありますけれども、先ほど國井議員からも

ありましたが、県内の各保健所では帰国者・接

触者相談センターというものを設置しておりま

す。風邪の症状や発熱、強いだるさ、息切れな

どがある場合は、保健所に電話で相談をお願い

するということになっております。保健所では、

症状などをお聞きし、受診が必要な場合は県指
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定の医療機関と調整を行うということになって

おります。県内における帰国者・接触者外来と

いうのは、現在13の医療機関というふうになっ

ているところであります。 

  こういった件に関して、３月４日に県庁で開

催された新型コロナウイルス感染症医療連絡会

議におきまして、治療に要する入院病床の確保

について協議がなされております。現在の指定

病床は18床でございますが、これからのあらゆ

る場合を想定すると、患者数が上回った場合な

ども想定されるわけでありますので、その場合、

150床程度に拡充させる方針を確認したという

ふうに聞いているところであります。そういっ

た対応を備えながら、市といたしましても感染

が拡大した場合においてはもちろん県や保健所

などとも連携を密にしながら、その指導に従っ

て対応していくというふうになろうかと思いま

す。 

  今後も市民の皆さんに対しては、市報あるい

は市ホームページなどを通して、きめ細かく適

切な情報提供に努めてまいりたいというふうに

考えているところでありますし、そういった意

味ではあらゆる手だてを我々としても講じなが

ら、連携しながら万全を尽くしていきたいとい

うふうに考えております。 

○柏倉信一議長 國井議員。 

○國井輝明議員 これまで質問させていただきま

したが、市としましてもしっかりと対応されて

いるというふうに思っております。そんな中で、

どのような状況になるかはいまだ不透明ではあ

りますが、我々もまた危機意識を持ちながら活

動をしていきたいというふうに思っているとこ

ろであります。 

  そうした中で、新たなウイルス感染症も含め

た対策についてお尋ねをさせていただきたいと

いうふうに思っております。 

  新型コロナウイルスへの対応のみならず、新

たなウイルス対策について、本市独自の対応も

必要と考えます。１つ御提案としてですが、全

ての市民に対しマスクを支給できる体制などが

とれていればよいとは思いますが、まずは行政

の機能を停止させないことを最優先に考え、最

低限、市職員への配付、また情報提供や情報収

集が途絶えないようにするためにも、町会長等

へマスクを支給する対策をとるべきと考えます。

こうしたことも含め、新たなウイルス感染症も

含めた対策についてお伺いをいたします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 國井議員から今後を見据えた対

策の御提案をいただきましたが、新型コロナウ

イルス感染症以外の新たな感染症の発生という

のは今後も想定されるというふうにも思ってお

ります。感染拡大を抑制して、市民生活あるい

は経済に及ぼす影響を最小限に食いとめていく

ためには、それぞれの感染症に応じた適切な対

策というものを、新たな対策というものも必要

になってくるというふうにも思っているところ

であります。 

  國井議員からは、市の職員あるいは町会長さ

んへのマスクの支給についてはどうかというこ

とで御提案をいただきましたが、行政機能の維

持、あるいは市民の皆さんにいろんな情報を提

供していく上では大変有効な対策の一つという

ふうにも考えられます。また、あわせて妊産婦

の方とか高齢者の方などにも配付をするという

ことも必要になってくるのではないかというふ

うに思いますから、そういう意味で今後の対策

として、感染予防に必要となるマスクでありま

すとかアルコール消毒剤などの物品の備蓄など、

こういったことを経験として強化する対策とい

うものを検討していかなければならないという

ふうにも考えているところであります。 

  そういった意味で、今こういう状況、混沌と

した状況の中で、一番大事なことは市民の皆さ

んが少しでも不安を少なくするということが大

事だというふうに我々思っておりますので、市
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からの情報提供あるいは注意喚起などを適切に、

また正確に正しい情報を発信していくことが肝

要かというふうに思いますし、それがひいては

感染拡大の抑止にもつながっていくのではない

かというふうに思いますので、これからも国や

県、関係機関と連携を密にしながら、情報収集、

それから情報発信に努め、市民の皆さんの健康、

安全の確保に万全を尽くしてまいりたいという

ふうに考えております。 

○柏倉信一議長 國井議員。 

○國井輝明議員 危機意識を持って、しっかりと

対応を考えてくださるということで、大変あり

がたく思いますし、今回の新型コロナウイルス

関連の質問は私はここでとどめますが、一日も

早い終息を願っておりますし、これからもどう

ぞ市民のためにしっかりとした体制をとってほ

しい、そんなことを改めて申しあげて、この質

問を終わらせていただきたいと思います。 

  次の質問に移ります。 

  通告番号８番、連携中枢都市圏構想について

質問させていただきます。 

  連携中枢都市圏構想につきましては、一定要

件を満たす都市が連携中枢都市となり、周辺市

町村と連携協約を締結することで連携中枢都市

圏を形成し、圏域の活性化を図ろうとする構想

であります。 

  地域において相当の規模と中核性を備える圏

域の中心都市が、近隣の市町村と連携し、コン

パクト化とネットワーク化により、経済成長の

牽引、高次都市機能の集積、強化、生活関連機

能サービスの向上を行うことにより、人口減少、

少子高齢社会においても一定の圏域人口を有し、

活力ある社会経済を維持するための拠点を形成

することを目的としております。 

  さらに、連携中枢都市には経済成長の牽引、

高次都市機能の集積、強化の取り組みに対して、

圏域人口に応じて普通交付税として措置され、

また特別交付税として生活関連機能サービスの

向上の取り組みに１市当たり年間１億2,000万

円程度を目安として、人口、面積を勘案して上

限額が設定されております。 

  一方、連携市町村には１市町村当たり1,500

万円を上限として特別交付税が措置されます。 

  寒河江市としましては、山形市との連携を強

化し、市民サービスの向上を図るべく、私は12

月議会で提案されましたこの関連議案に対して

賛成させていただきました。 

  また、先日行われた議員懇談会でも説明があ

りましたが、どのようなメリットを得られるの

か、また市民へしっかりと説明できるよう、以

下質問させていただきますので、よろしくお願

いいたします。 

  最初の質問になりますが、全ての市と町の協

力があって最大限の効果を出せると考えますが、

連携中枢都市圏の要件についてお伺いいたしま

す。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今、國井議員からもありました

が、連携中枢都市圏構想というのは、人口減少、

少子高齢化社会にあっても、一定の圏域人口を

有し、活力ある社会経済を維持するための拠点

の形成を目指すものであります。 

  それで、連携中枢都市圏は連携中枢都市と連

携協約を締結する近隣の市町村、連携市町村と

いいますけれども、で構成されるということに

なっております。 

  連携中枢都市の要件としては、１つには政令

指定都市または中核市であること、それから２

つには昼夜間の人口比率がおおむね１以上であ

ることが挙げられる、要するに昼間の人口が夜

より多いということですね。昨年４月１日に山

形市が中核市に移行したわけでありますので、

こういう要件を満たすことになっております。

昨年６月27日には山形市長が「連携中枢都市宣

言」を行ったという経過であります。 

  一方、連携市町村については、総務省が定め
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る連携中枢都市圏構想推進要綱というのがあり

ますが、それにおいて宣言連携中枢都市は、こ

れは山形市のことでありますが、山形市は原則

として少なくとも経済的結びつきが強い、通勤

通学割合が１割以上である全ての市町村と連携

協約締結の協議を行うことが望ましいというふ

うに要綱ではなっております。 

  本市においては、平成27年の国勢調査におい

て山形市への通勤通学の割合は約２割というふ

うになっていることから、この条件に当てはま

る市町村だということになりますので、これま

で山形市との連携協約締結に係る協議を重ねて、

昨年12月の定例会で当該協約締結の御可決をい

ただいて、本年１月９日に協約を締結したとい

う経過になっているところであります。 

○柏倉信一議長 國井議員。 

○國井輝明議員 次に、連携協約の中身について

触れさせていただきたいわけですけれども、市

民の関心事でありますふるさと納税に関係して

質問させていただきます。 

  寒河江市は、昨年、山形県、そして東北１位

となるふるさと納税額をいただいているところ

ですが、寒河江市としましては何をメリットと

考え、協約を締結したのかお伺いさせていただ

きます。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ふるさと納税における返礼品と

いうのは地元の産品ということになっておりま

すけれども、総務省において基準を出しており

まして、近隣の市町村と共同で、これらの市町

村の区域内で生産されたものを共通返礼品とし

て取り扱うことができるというふうになってい

るのであります。そういった意味で、簡単に言

うと寒河江市と山形市が共通の返礼品としてそ

れぞれの特産物を一緒にできる、広域的な特産

物として認定されるというふうになるかと思い

ますが、こういう基準を踏まえると、例えばさ

くらんぼでありますとか、山形牛でありますと

か米などについて圏域共通の返礼品として取り

扱うことができるのではないかということで、

検討しているところであります。それは逆に寒

河江のほうが量的には多いというんですかね、

ふるさと納税の額が大変多いわけでありますけ

れども、パイをふやすという考え方に立つべき

なのではないか、パイをとられるという考え方

ではなくて、共通の返礼品がさらにふえていく

んだということにすればパイもふえていくんだ

ということに考えるべきだというふうに思いま

すので、そういった意味で連携した自治体全体

でＰＲ、それからふるさと納税の取り組みを推

進していくということになりますから、圏域全

体の経済の活性化が図られていくというふうに

思っております。 

  また、連携市町村の観光コンテンツなどを組

み合わせた返礼品もつくれますので、寒河江市

としては蔵王とか山寺というのは非常に魅力的

に感じるわけでありますから、そういうものを

あわせて返礼品をつくれるのではないかという

ふうにも我々側のメリットとしてはあるわけで

ありますので、そういうふうな返礼品の拡充に

つながっていくのではないか、パイが広がると

いうふうに理解をしているところであります。 

○柏倉信一議長 國井議員。 

○國井輝明議員 今の答弁の中では、プラスに考

え、やはりパイをふやす、広がる、そして新た

な観光コンテンツが使えるということで、さら

に広がりがあるんだということでございました。 

  その上で、あえて質問させていただきますが、

連携することによって生じるデメリットはない

のか、お伺いをさせていただきます。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 デメリットというと、ふるさと

納税の寄附が減るのではないかということが考

えられるわけでありますけれども、減ることは

ないのではないか、そういう減少というのはな

いのではないかということで、デメリットは今



 - 61 - 

のところ想定しておりません。寒河江市がこれ

だけふるさと納税の御寄附をいただいておりま

すのは、生産者の皆さん、それから事業者の皆

さんから大変御協力をいただいて、そしてこの

寒河江の宝物として間違いのないものをつくっ

ていただいて、それを返礼品として取り扱って

きたおかげだというふうに思います。その結果、

多くの全国の皆さんから支援をいただいている

ということであります。 

  ただ、圏域全体で共通の返礼品を取り扱うと

いうことになりますと、市外の事業者の方と連

携が必要というふうになりますので、これまで

同様のきめ細かな対応、それから高品質の返礼

品を維持していく必要があるということで、そ

の点を我々としてもよく注意深く対応していか

なければならないということが１点あろうかと

いうふうに思います。こういった点については、

実際連携事業を進めていく中で十分検討してい

きたいというふうに考えているところでありま

す。 

○柏倉信一議長 國井議員。 

○國井輝明議員 ただいまの答弁を聞いて、もう

ほとんどデメリットはないなというふうな感じ

を受けたところでございます。 

  ただいまは限定したふるさと納税ということ

に特化した質問をさせていただきましたが、本

市への恩恵についてお伺いをさせていただきた

いんですけれども、先ほども申しあげましたが

この連携中枢都市圏構想では33に及ぶ連携事業

があります。３月議会後に行われる議会報告等

を通じて、市民からの質問もあるかと思います

し、議会としても市民へしっかりと情報提供し

たいと考えておりますので、寒河江市が受ける

恩恵はどのようなものがあるのか、お伺いをさ

せていただきます。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今、寒河江市が来年度から取り

組む事業を何点か申しあげたいと思いますけれ

ども、新卒者への地元企業情報などの共同発信

事業、それから圏域特産品の販路拡大促進事業、

それから先ほども若干申しあげましたが広域観

光の促進、それから子育て支援センターの共同

利用、それから子ども安全情報発信事業、それ

から消費生活相談事業、さらに移住・定住促進

のための共同ＰＲ事業、さらに空き家活用情報

の共同発信事業、それから山形市の男女共同参

画センターの広域活用などを今のところ取り組

む事業として主に予定をしているところであり

ますが、こういったことについて市民の方々か

ら山形市においていろんな相談や各種の講座へ

の参画が可能になってくるというふうにも思い

ますし、また圏域の市町が共同で実施するとい

うことになりますと、さらに情報発信が図られ

て、例えば観光でありますとかそういったとこ

ろが図られて、一方、事業費の削減などにもつ

ながってくるという恩恵があるのではないかと

いうふうに今考えているところであります。 

○柏倉信一議長 國井議員。 

○國井輝明議員 数多くの事業に連携して取り組

めるということで、多くの市民サービスを提供

できるのかなというふうな感じがしているとこ

ろであります。 

  これだけ多い事業に関係していくと、やはり

気になるのが事業費でございます。この連携中

枢都市圏構想では、寒河江市は山形市と32の連

携事業に取り組むこととしており、事業費につ

いて質問したいわけですが、この制度を活用す

ることにより連携市町村には１市町村当たり、

寒河江市に対して1,500万円を上限として特別

交付税が措置されることとなっております。そ

こでお尋ねですが、本市が必要となる各事業に

おける山形市との費用負担の考え方についてお

伺いさせていただきます。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 事業の内容、それから費用負担

の考え方などについて、山形連携中枢都市圏ビ
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ジョンの中でお示しをしているわけであります

けれども、実際その連携事業の多くについては

来年度以降検討を行って、実施に向けた調整を

行うということで、まだはっきりこの事業はど

ういう負担割合にするかということは決まって

おりません。そういう意味で、各事業により異

なってくるということを想定しておりますが、

どういうケースがあるかというと、圏域市町が

均等に負担する事業などもあろうかというふう

に思いますし、また一方で山形市が運営費など

を負担する事業、それからそれぞれが負担して

いく、今後協議していくことになろうかという

ふうに思いますが、３通りぐらい考えられるの

かなというふうに思っています。 

  寒河江市が負担する部分については、先ほど

御指摘のとおり基準に基づいて特別交付税が措

置されるというふうに思って、今作業を進めて

いるというところでございます。 

○柏倉信一議長 國井議員。 

○國井輝明議員 現在作業中だということでござ

いますが、やはり山形市との関係でウィン・ウ

ィンな関係であること、さらに言えば寒河江市

がメリットが多くなるようなことで、ぜひ進め

ていただきたいというふうに思っております。 

  それでは、最後の質問にさせていただきたい

と思いますけれども、連携した事業に対しての

考え方についてでありますけれども、例を挙げ

ますと、連携中枢都市圏公共交通ネットワーク

協議会の設置、運営及び事業の実施関係につい

ては、寒河江市と山形市のみの連携にとどまら

ず、関連する市と町とともに協力し、よりよい

公共交通網を整備すべきだと考えます。また、

健康ポイント事業を見ましても、他市町で同様

の事業に取り組んでいることもありますが、各

市町村で同様の事業であれば、その事業を共通

で協力し合うことでサービス内容の充実、そし

て大幅なコスト削減効果も見込めるのではない

でしょうかと考えます。 

  いずれの事業についても、これから協議して

決定していくわけでありますが、類似する内容

の事業であれば関係する市町を巻き込んで、連

携してほしいと思いますし、連携が実現できれ

ばさらなる市民サービスの向上、そしてコスト

削減効果も見込めるのではないでしょうかと考

えますが、いかがでしょうか。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 國井議員御指摘のとおり、事業

の実施は山形市との連携が基本ということにな

りますけれども、圏域の他の市町と共同で実施

していく、全部一緒にしていくなどということ

になりますと、それが市民の利便性あるいは福

祉の向上につながっていくという事業もあろう

かというふうに考えておりますし、一例を出し

ていただきましたが公共交通のネットワークの

形成などというのは、今各市町村単独でやって

おりますけれども、寒河江市においても他の市

町村に行く場合どうするんだというようないろ

んな御要望などもいただいているわけでありま

す。市町をつなぐ、またぐネットワークの形成

というのは喫緊の課題になっているところであ

りますので、ぜひそういったところを一緒にな

って、共通の課題については山形市だけでなく

て他の市町も一緒になってそういう取り組みが

できれば、住民の期待にも応えられる、あるい

はコストの削減にもつながっていくのではない

かというふうに考えております。 

  そういう意味で、山形連携中枢都市圏では来

年度、協議会というものを設置して、課題など

を共有しながら、課題解決に向けた施策を検討

していく予定になっているところでありますの

で、少しでも前に進むことを期待しているとこ

ろであります。 

  さらに、協議会だけでなくて、今後ともその

他の事業などについてもいろんなウィン・ウィ

ンの関係が構築できるということになれば、全

体で取り組むということも出てくるのではない
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かというふうに思っているところであります。 

  寒河江市としては、寒河江市のため、市民の

福祉向上、幸せの向上のためにこの連携中枢都

市圏構想に参画をしているわけでありますので、

引き続きその趣旨に基づいて取り組みを進めて

まいりたいというふうに考えておりますので、

御理解を賜りたいというふうに思います。 

○柏倉信一議長 國井議員。 

○國井輝明議員 ありがとうございます。一番最

後に市長から答弁がありました、市民優先で考

えていくということで、ぜひお願いしたいとい

うふうに思っております。 

  山形市のみならず、関連する市町とともに連

携を図ることによりまして、高度なサービスを

市民に提供できること、関連する市町とともに

連携を図ることが実現できれば、経済上、経営

規模もさらに大きくなり、生産性や経済効果が

上がります。効率が上がります。こうしたスケ

ールメリットを生かし、さらなる市勢発展につ

ながるよう御期待を申しあげまして、質問を終

わらせていただきます。ありがとうございまし

た。 

 

木村寿太郎議員の質問 

 

○柏倉信一議長 通告番号９番、10番について、

15番木村寿太郎議員。 

○木村寿太郎議員 おはようございます。 

  年をとっても、やっぱりここへ立つと緊張す

るものだと思って、今ちょっとびっくりしてい

るところですけれども、皆さんの御協力をいた

だきながら頑張ってやりますので、よろしくお

願いしたいと思います。 

  先ほど来、コロナウイルスの恐ろしさ、そし

て災難に遭われお亡くなりになられた方々に心

からお悔やみ申しあげるとともに、感染された

皆様にも早い回復と復帰をお祈り申しあげます。 

  全く国難と言われるような現状であり、これ

くらいの規模になると平時ではなく有事であり、

早い平時への回復を願うものでございます。 

  さて、先月20日に令和２年度の予算の内示が

ありました。一般会計額は9.9％増の216億円を

超え、しかも13年続けての増額であります。そ

して、３月定例会初日に市長から施政の要旨の

説明もございました。当然第６次振興計画、ま

ち・ひと・しごと創生戦略などに基づいた基本

方針であり、大型投資としては慈恩寺のガイダ

ンス施設の建設、内回り環状線となる都市計画

道路の延長、民間に移管するみなみ保育所の整

備など、ことしは第６次振興計画の５年目の折

り返し地点となります。そして、市長のマニフ

ェストにもあるように、「子どもの笑顔あふれ

る寒河江」「誰もが住みたくなるまち寒河江」

に大きく前進する年になるかと大いに御期待す

るものでございます。 

  特に内示の内容を見てみますと、児童費、そ

れから小学校費、中学校費、それに関連する建

設管理費の子育ての推進の住宅補助なんかも見

ますと、大変な伸びでございます。教育委員会

とか建設管理課も頑張って要望したんでしょう

けれども、大変市民からも称賛される予算では

ないかと思っております。 

  さて、通告番号９番、市民と自治体とのすば

らしいマッチングにより成果を上げている、ふ

るさと納税を活用した生活道路整備についてお

伺いいたします。 

  この質問は、平成29年に同僚議員の國井議員

からも一般質問がありましたが、なるべく重複

しないようにしたいと思っております。 

  さて、平成22年に寒河江市公共事業整備優先

順位基準制度が施行されてから８年半が経過し

ております。その間、市長より地域座談会や、

平成24年度に寒河江市議会基本条例による議会

報告会も始まり、７年を経過し、その報告会の

中でも市民から一番要望が高いのがこの生活道

路の整備であります。 
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  ある程度の数的なことはヒアリングでお伺い

いたしました。大体５つの項目に分かれるかと

思いますけれども、皆さんも御存じのように１

番は生活道路整備事業、もちろん道路改良でご

ざいます。要望の総数が26件。それから、２番

目に生活道路維持事業、舗装整備でございます。

今年度、要望３件も含めて総数19件。３番、河

川・用悪水路整備事業、用悪水路でございます。

総数が24件。それから、一番多いのが４番目の

側溝整備事業でございます。総数は81件でござ

います。そして５番目に安全施設整備事業、総

数11件。合計の件数が161件でございます。そ

の中には、今年度だけの要望が14件もあります。

そして、未着手が123件、施工中のものは28件、

休止、いろいろな事情があってやめたんでしょ

うけれども10件の報告を受けております。その

中には測量設計だけの休止や、地権者の反対な

どでストップしている箇所もありますが、以上

のことから今年度完了する箇所も含めて未着手

は123件あり、現在進行中は28件と伺っており

ます。 

  なお、経年加点は１年ごとに１点プラスし、

６年経過の場合は加点がありませんので、最高

加点は５点にとどまっている現状でございます。 

未着手約123件のうち、今年度要望のあった14

件を除いた109件のうち、何件かは加点がばら

ばらだと思います。 

  それでは、順序に従って質問を行います。 

  （１）今年度も寒河江市公共事業整備優先順

位審査会は行われたかと思いますが、部門別に

分け、何件ぐらいあったのかをまずお聞きいた

します。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江市公共事業整備優先順位

基準というのは、平成22年度に策定をいたしま

した。やっぱり客観的なある程度の基準という

ものを設けて、それに基づいて事業を優先的に

配置して、予算との関係で優先順位が高いもの

から実施をしていくための基準が必要なのでは

ないかということで、22年度にそういう基準を

設けさせていただきました。その後、平成25年

度と29年度に一部改正をさせていただいており

ますが、毎年この優先順位基準に基づいて優先

順位審査会というものを開催し、それを踏まえ

て事業を進めているということになろうかとい

うふうに思います。 

  今年度の要望の部門別件数ということであり

ますけれども、内訳では道路改良が１件、舗装

新設が３件、用悪水路が１件、側溝整備が８件、

交通安全施設が１件ということで、先ほどあり

ましたが14件ということになっております。そ

のほかに、側溝整備について再審査が１件ござ

いました。そういう意味で、全体としては15件

ということになっているところであります。 

○柏倉信一議長 木村議員。 

○木村寿太郎議員 今、市長から報告をいただき

まして、ありがとうございます。 

  今までの経過を見せてもらった結果では、や

っぱり古い案件が結構あるようなんですね。ど

んな理由で上位に上がってこられないのか、そ

してその箇所が現況どうなっているのか、本当

に改善が必要なのか、あるいは別の改良方法が

ないのかについてをお伺いいたします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 審査する場合、いろいろ審査の

大きな評価項目というのを定めておりまして、

大きくは６つになるんでありますね。大きく分

けると。先ほどありましたが、現地確認を行っ

た上で、１つは他計画などとの整合性、それか

ら緊急性、それから必要性、要望の熟度、整備

の効果、それから経過年数などを含めて６つの

評価項目を設けて、その６つの評価項目の中で

少し細分化して基準を定めております。細かく

は17項目になっておりますが、そういうことで

やっております。 

  そういった中で、経過加点ということについ
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ては、最初の年は加点はありませんが、２年目

から１年を経過するごとに１点加点をしている、

点数制になっております。６年以上経過したも

のについては加点がありませんということで、

最高加点が５点というふうになっています。 

  未着手箇所が123カ所ございますが、本年度

経過加点された件数は65件であります。最も古

い要望年度のものについては、平成15年度にな

っております。基準は平成22年度にできました

から、その基準ができる前からの要望というこ

とになりますけれども、22年度に基準が策定さ

れた以前のものは全部で19件あります。それか

ら、平成23年度が１件、平成24年度が16件、平

成25年度が８件、平成26年度が10件、27年度が

16件、28年度が10件、29年度が18件、30年度が

11件、そして令和元年度が14件と、こういう年

度ごとの要望件数というふうになっております。 

○柏倉信一議長 木村議員。 

○木村寿太郎議員 御答弁ありがとうございまし

た。 

  今お聞きしますと、未着手の合計が123件と

お聞きしておりますけれども、特に古い案件が、

22年からこの優先順位基準が始まったそうです

けれども、15年からそのように残っているとい

うことで、大分経過はしているわけでございま

すけれども、その箇所はやっぱり申請者が、大

分古くなってきておりますので、町会長さんが

申請するのが普通かと思いますけれども、やっ

ぱりその人もかわっていたりすると、現況がど

うなっているのかもなかなかわかりにくいと思

うんですよ。それで、どうやったらそれを早く

できるかということと、それが実際必要なのか

というようなことを、申請者があるものですか

ら、これはそこまで達していないんじゃないか

なんていうことは言えないわけですから、いろ

いろ大変なこともあるようですけれども、なる

べく早く目的を達成できるような方法をぜひ考

えていただきたいなと思っております。そして、

やっぱりむげに断ることもできないですし、再

調査をすることも必要かと思いますけれども、

これに対する御意見がありましたらお願いいた

します。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 我々としても、町会長さんの名

前で要望をいただくことが多いわけであります

ので、低いから低いままでいいんだということ

で思っているわけではありません。ですから、

そういう意味で、できればその基準を守りなが

らも、実施できるような工夫というんですかね、

取り組みというんですかね、そういうこともい

ろいろ御相談などにも応じながらしていくよう

にしているところでありまして、先ほど６つの

評価項目を申しあげましたが、総体的に点数が

低いというのが基本でありますけれども、具体

的には項目の中で特に緊急性というのがやっぱ

り重要な項目の一つでありますが、道路の場合

ですと通学路として利用されているのかどうか

とか、交通量とか、さらには緊急車両の通行障

害などになっている箇所であるかどうかなどと

いうことで、配点の高い低いが出てくるという

場合があるというふうにもなっておりますし、

また一番肝心なところは整備の熟度というのが

あるんですね。例えば道路を切るときに地権者

の方の同意の状況というのも項目の中にありま

すから、全員の方から同意をもらっているか否

かというのも大事なことだというふうに、いざ

やろうとしてもやっぱり反対者があったりする

とできないということになりますから、そうい

うところも事前の項目の中に点数として反映さ

れているということがあるというふうにも御理

解をいただきたいなというふうに思います。 

  ただ、いつまでたっても、平成15年のものが

一番古いわけですけれども、10年以上15年もな

らないという場合もあるわけでありますので、

なかなか要望しているような整備はできないけ

れども、応急的な補修などで部分的に対応して、
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ある程度の要望に応えられるような方法がある

のかどうかなどということも、我々も一緒にな

って検討させていただきたいというふうに思い

ますし、これまで２回基準を変更したというふ

うに申しあげましたが、そういう場合のこと、

いろんなこれまでのケースの積み重ねで基準を

見直したということもあります。経年の加点を

するということも最初からあったわけではなく

て途中の見直しの中で、やっぱり古くから要望

していることについてはある程度点数も加点し

なければいけないのではないかということで、

たしか途中の見直しの中でそういうのも入れた

ような気がいたしますので、今後ともいろんな

ケースなどをお聞きしながら、必要に応じて基

準の見直しなども図っていきたいというふうに

思っているところであります。 

  いずれにしても、我々としては住民の皆さん

の要望というものは全て我々のほうでお聞きを

するという立場でありますから、引き続き御要

望をいただきたいというふうに思います。 

○柏倉信一議長 木村議員。 

○木村寿太郎議員 御答弁ありがとうございまし

た。 

  意図するところは十分理解できますけれども、

一番大事なのはやっぱり隣接者の同意を得るこ

とというのが一番必要だと思いますし、我々新

規に道路をお願いする場合においても当然同意

書は皆さんもらってから始めればスムーズにい

くことは目に見えているわけでございますので、

今後ともよろしくお願いしたいと思いますし、

やっぱり緊急性や通学路であるか、あるいは交

通量はどうであるかということももちろん必要

ですけれども、先ほども申しあげましたように

要望があったのをむげに断ることもできないわ

けでございますので、その辺の理解をいただき

ながら、なるべく早い収拾をお願いいたしたい

と思います。 

  次に、（４）の平成20年度に始まったふるさ

と納税もことしで12年を経過するわけですが、

ここ５年の経過を見ると本市実績は順調に推移

しているわけです。返礼品も、純粋に寒河江市

の地物を使い、しかもクレームもほとんどつか

ないという、市民の真心を込めた返礼品、それ

に官と民のすばらしいマッチングがこういう結

果に結びついているのかと、市民も大変喜んで

いるところでございます。 

  また、その返礼品の大半を占める寒河江産の

米、はえぬきが好評であります。毎年数字が上

がってきております。やはり生活するには米は

必需品であり、もちろんおいしいからだという

のが一番であります。そのように評価が高く、

消費者から見れば継続的に安定供給できるのも

本市の有利さと企画力であると思います。 

  先ほど國井議員からの質問にもありましたの

で、中枢都市との連携のこともありましたよう

に、今度はやっぱり隣近所の市町とはいろんな

ところで連携できてくるとは思いますけれども、

寒河江市の成果を、政策的なこともいろいろ聞

かれると思いますけれども、多分それは民間で

いえば企業秘密でございますので、手のうちを

なかなか明かさないような方法にでもしてもら

って、ぜひ寒河江のふるさと納税も大きく伸び

てほしいと思います。 

  生活道路などの整備の充実を行うためには、

予算がないと事業は進まないわけです。これま

で社会資本総合整備基金を活用して事業をして

こられたと思います。それだけに頼らず、こん

なに大きな実績を上げ、東北一になったふるさ

と納税の寄附金を活用し、市民の要望が一番高

い生活道路の整備を進めてはいかがと思います

が、市長の御所見をお伺いいたします。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 市民の皆さんの生活道路整備に

対する要望というのは、地域座談会などでも必

ずその地域の要望の中の一つとして出てきます。

そういう要望については、できるだけお聞きを
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して、整備が図れるように、予算措置なども図

っていきたいというふうに思っています。 

  ふるさと納税の寄附金を活用してどうかとい

うことでありますが、御案内のとおり今年度の

ふるさと納税については42億円程度というふう

になる見込みで、今回の補正予算にもお願いを

しているということであります。この寄附金に

ついては、御案内のとおりまちづくり基金に積

み立てをして、今後活用させていただくという

ことになっているところであります。 

  ふるさと納税については、ことしは42億円程

度、昨年度は35億円程度、その前の年は16億円、

その前の年は23億円ということで、グラフにす

ると毎年随分乱高下するということで、なかな

か毎年安定的に収入として予定できるというこ

とにはまだ至っていないというふうにも思いま

す。ただ、ここ２年、平成30年、令和元年、大

変好調になっておりますので、ぜひそこら辺も

活用してはどうかというお話だというふうに思

っているところでありますが、実は令和元年度

の生活道路の整備関連の予算というのは、対前

年比、平成30年度に比べて約1.6倍の増額をし

て、整備を実施しているところでございます。

これもふるさと納税が好調なおかげということ

になろうかというふうに思いますし、また令和

２年度の予算におきましても、生活道路等関連

の予算をさらに前年度比1.2倍に増額をして、

整備促進を図っていくということにしていると

ころであります。そういう意味では、我々とし

てもふるさと納税の貴重な財源を活用して、市

民の皆さんの要望にお応えしている予算を編成

するというふうに努力をしておりますので、御

理解をいただきたいと思います。 

○柏倉信一議長 木村議員。 

○木村寿太郎議員 もちろん今市長からあったと

おりだと思いますけれども、私らとしても決し

てそれは行っていないということではございま

せんし、ただ市民から見れば目に見えるような、

ここはふるさと納税でやった箇所ですよと、ふ

るさと納税のおかげでこれだけ十分整備が進み

ましたよという、議員の皆さんからもそういう

ようなことを報告してもらうということも必要

かもしれませんけれども、見えるような結果が

やっぱり市民としては欲しいと思います。だか

ら、ぜひそのような結果になることをお祈りし

ます。 

  こういうふるさと納税のような制度は、先ほ

ど市長もおっしゃられましたように将来を見据

えても恒常的にいつまでも続くかも見えないし、

いろいろ情報を集約すると近い将来、人口減少、

市税の減少を考えれば、ＡＩ、企画力、アイデ

アなどを十分活用した自治体だけが生き残れる

時代になってきているとよく言われます。ぜひ

市民とマッチングし、東北一の成果を市民の一

番要望の多い生活道路の整備に、そして市民の

ために実現をよろしくお願いしたいと思います。 

  それでは、続きまして通告番号10番、寒河江

市立病院の現況について、（１）厚生労働省か

ら昨年９月に診療実績などから再編・統合の議

論が必要だとして全国424の公立・公的病院の

名称を公表しましたが、その中に寒河江市立病

院も含まれたことについてをお伺いいたします。 

  私は、昨年に引き続き東京でありました城西

大学の伊関友伸教授の研修会に出席させてもら

いました。なかなか著名な講師であり、今回は

全国自治体病院協議会からの協賛をいただき、

講習料が無料ということで、早速受講を申し込

んだところでございます。 

  昨年９月に、厚生労働省から診療実績などか

ら再編・統合の議論が必要だとして、公立・公

的病院ですと424の病院が突然発表されました。

全国の自治体病院を持つ各地区の反応はいろい

ろでありますが、地域の実情を把握していない、

本当ならリストを返上したいなどと、国への批

判が大分強いようであり、やはり人口減少時代

に適応した地域医療体制が求められる中、両者
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の隔たりは大きいのではないかと思われます。 

  厚生労働省は、今後の方針として高齢人口の

増大に伴い、手厚い医療体制で診療報酬が高い

急性期病床を減らし、リハビリテーション向け

の回復期主体に移行させたい方針で、急性期の

病床に回復期の患者を受け入れるなど、非効率

的な運営を是正する狙いがあるからだと思われ

ます。 

  山形県では７つの病院が指定されたわけでご

ざいますけれども、そのうち３件がこの寒河江

西村山地区でございました。厚生労働省の政策

の発表を寒河江市立病院としてどう受けとめる

かをお聞きいたします。 

○柏倉信一議長 久保田病院事業管理者。 

○久保田洋子病院事業管理者 寒河江市立病院に

つきましては、厚生労働省から昨年９月26日の

地域医療構想に関するワーキンググループにお

いて、再検証対象医療機関として公表されてお

りますが、その後、公立・公的医療機関等リス

トの精査が行われ、昨年１月17日に都道府県に

提供された際には再検証対象医療機関が424施

設から約440施設までふえているようでありま

す。 

  この件については、山形県保健医療推進協議

会や２次医療圏ごとに地域医療構想調整会議が

開催され、議論が進められているところであり

ます。 

  この厚生労働省の分析結果は、平成29年７月

のデータをもとにしたものであり、既に病床削

減や機能転換に取り組んでいる病院があること

が示されているところであります。 

  寒河江市立病院においても、山形県地域医療

構想に基づいた一般病床の削減と回復期機能の

充実について、再検証対象医療機関として公表

される以前の昨年４月から既に実施していると

ころでありますが、引き続き地域医療構想調整

会議において西村山地域全体の医療を見据えた

協議がなされていくものと思っております。 

  現在、当院では入院患者の療養に必要とされ

る入院環境を適切に提供できるよう、病床管理

の徹底を図るとともに、外来患者のニーズを踏

まえた診療体制の提供や、待ち時間の短縮策、

休日・夜間の救急医療体制の整備等に取り組ん

でいるところであります。 

  また、一般病床を削減しても、地域住民に必

要な入院機能や外来診療、救急患者の受け入れ

は継続していくものであり、地域医療ケアシス

テムの拠点病院として近隣の医療機関や介護施

設の間での連携機能強化については、これまで

以上に促進していかなければならないと思って

いるところであります。 

  今後、令和３年度から４年間の新改革プラン

を令和２年度中に策定することになるわけであ

りますが、当院においては老朽化による新たな

病院の建てかえという重要な課題が迫っており、

当院を含めた西村山地域の公立病院でも同様の

課題があるものと思っております。 

  新たな新改革プランの策定に向けましては、

当院を利用される患者さんや家族の方等、多く

の方々からいろいろな意見をいただき、さらに

引き続き医師会や歯科医師会、薬剤師会、社会

福祉協議会、ボランティアの方々などによる策

定委員会の意見を踏まえ、残された課題の抽出

や今後の方向性を見据え、寒河江西村山地域の

拠点病院として地域医療の機能強化と連携推進

に取り組んでいかなければならないと思ってい

るところであります。 

○柏倉信一議長 木村議員。 

○木村寿太郎議員 答弁ありがとうございました。 

  先日受講したセミナーの中で伊関教授が言っ

ておりましたけれども、高齢人口の増大に伴い、

厚生労働省としては手厚い医療体制で診療報酬

が高い急性期病床を減らし、リハビリテーショ

ン向けの回復期病床主体に移行させる方針と、

急性期の病床に回復期の患者を受け入れ、非効

率な運営を是正する狙いがあると言っておりま
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す。全国の自治体の多くが反発を強めておりま

す。各新聞報道によると、どこの病院の関係者

もけんけんごうごうであります。全国的な反響

であり、余り参考にはならないと思いますが、

セミナーの中で各地区200名ぐらい出席があり

ました。その中で懇談会もしたわけでございま

すけれども、極端な言い方をする人もいれば、

いろいろではございますけれども、その中から

何点か挙げて、皆さんに御報告したいと思って

おります。 

  順序よく説明してまいりたいと思いますけれ

ども、10点ほどありますね。「事前の情報提供

もなく、乱暴なやり方であり、形式的なものに

当てはめるのはいかがなものか」。２番目は

「厚労省はやり過ぎだ。余計なお世話だと思

う」。３番目、「数合わせのような感じで、上か

ら数字的にやっていく進め方はいかがなもの

か」。４番目、「拙速で安易な再編・統合は、き

ょうまで積み上げてきた地域医療の崩壊につな

がるおそれがある」。５番目、「なぜ公立病院だ

けなのか。地域の実情を踏まえた地域医療構想

を進めてほしい」。６番目、今回受講した伊関

先生はこうおっしゃっていました、先ほど言っ

たこととダブりますけれども、「日本は世界的

に病床数が多く、削減の必要はありますが、慎

重に議論を進めるべき。名指しされた病院は北

海道や新潟県などが多いが、例えば降雪を考え

ても全国の他の地域と一律の基準にするのは

少々無理があるのではないか」とおっしゃって

いました。 

  先ほども申しあげましたように、このように

再編リストが上がってくる背景には、民間病院

のできない部分を公立病院に負担をかけており、

自治体は人口減による市税の大幅減収や扶助費

の負担が大きく影響しております。いつまでも

公費で賄うのも限界があります。運営の効率化

に向けて、なるべく早い時期に手を打たなけれ

ば大変なことになるのではないでしょうか。 

  このような皆さんの御意見がありましたけれ

ども、我々としても他山の石ではなくて、この

市立病院にもいろいろな課題がいっぱいありま

す。その辺を踏まえながら、我々も議員として

対応していかなければならないと思っていると

ころでございます。 

  次に、（２）寒河江市立病院も含めた寒河江

西村山地域における今後の医療体制についてを

お伺いいたします。 

  県立河北病院について、令和元年５月に突然

山形県病院事業局が外来のみの６診療科に関し

廃止を含む検討を盛り込んだ山形県立河北病院

経営健全化計画案を公表いたしました。その後、

山形大学医学部は小児科、眼科、皮膚科への医

師派遣の中止を通告し、その年の９月から休止

にすると発表になりました。その間、県と山形

大学医学部との間に見解の相違が徐々に大きく

なってきました。その後、蔵王協議会と山形医

師適正配置委員会で協議し、皮膚科は休止にさ

れたが、小児科と眼科は医師が派遣され、体制

を縮小して、現在はその体制で医療が継続され

ているわけでございます。 

  そんな時期に、先ほども話題になりました９

月に厚生労働省の公立病院再編リストが発表さ

れ、突然また別な意味での課題が降って湧いて

きたとおっしゃっていました。先ほども申しあ

げましたようにその中に県内７病院のうちの３

病院がリストアップされたわけですけれども、

その現況をちょっと申しあげたいと思います。 

  寒河江市立病院は、平成28年度に公営企業法

を適用し、新改革プランも策定し、本年度は病

床を27床削減し98床とするなど、規模適正化を

図ってきております。朝日町には町立病院と民

間病院が２カ所あり、西川町には町立病院だけ

で、民間病院はゼロでございます。急性期病院

の指定はなく、今回の厚生労働省のリストには

載らなかったようです。大江町は民間病院が１

カ所だけで、河北町は県立病院と、その病院を
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退職し地元に開業した多くの民間病院がありま

す。 

  寒河江西村山の医療環境はこのような体制で

すが、県の医療構想も３年半を経過しており、

この３年半で特にこの地域は医療環境が大きく

変化し、県立河北病院の計画も不透明であり、

厚生労働省の424病院のリストアップなど、多

くの課題を抱えております。 

  寒河江西村山の８万人の人口を抱えた１市４

町のリーダーとして、この地域の今後の医療構

想を市長にお伺いしたいと思います。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江市立病院の現況、立場に

ついては先ほど久保田管理者のほうから御答弁

を申しあげましたが、将来にわたって安全・安

心な地域医療を確保していくためには、十分な

医療提供体制の観点から、医療の効率化、さら

には広域的な視点からの病院機能の連携、さら

には分化、集中、強化などを検討していくこと

は大変重要なことだというふうに考えていると

ころであります。 

  さきの３月２日に開催されました山形県議会

２月定例会の一般質問において、吉村知事は再

編・統合について特に検討が必要な公的医療機

関公表を受けての対応と、村山地域における公

立病院のあり方についてを問われた中で、「西

村山地域については、厚生労働省から県立河北

病院、寒河江市立病院、朝日町立病院の３病院

が見直し対象病院として公表されておりますの

で、県、地域内の全ての市町、病院、地区医師

会などの関係者によって地域の将来を見据えた

議論を早急に進めていくことが重要である」旨

の答弁をされているところでございます。 

  我々としては、先ほど久保田管理者の答弁に

もありますとおり、加えて３病院とも施設の老

朽化が進んでいる、そういう状況を見据えて、

病院の将来像を視野に入れていく必要があると

いうふうにも思います。そういう意味から、こ

れからの病院のあり方、どういうあり方がいい

のかどうかなど、関係者一堂に会して議論を進

めていく時期に来ているのではないかというふ

うに認識をしているところであります。 

  寒河江市にとっての市立病院というのは、何

度も申しあげますが地域医療の最後のとりでで

ありますので、今後とも市民に対してその役割

を果たしていく必要があるというふうに考えて

おります。県、それから寒河江市西村山郡医師

会とも十分連携をとりながら、将来的に４つの

公立病院も含めた地域医療体制をどう進めてい

くかについて十分議論を重ねて、10年後、20年

後を見据えながら、西村山地域の中核としてそ

の役割と責任を果たしていかなければならない

ということで考えております。 

○柏倉信一議長 木村議員。 

○木村寿太郎議員 御答弁ありがとうございまし

た。 

  ただいま市長の答弁の中にありましたけれど

も、県議会の一般質問の中で知事の御意見があ

りました。やはりこの重点地域としていかに推

進していただくか、それが一番肝心だと思いま

すし、その体制づくりをぜひよろしくお願いし

たいと思いますし、河北病院に関してはやはり

我々としても本当になくしてはならないと思っ

ております。そして、我々の市立病院ももちろ

んでございます。これがこのままいけば、最悪

の場合ということを考えれば、山形県立中央病

院とか山大とかがございますが、３次医療でご

ざいますけれども、２次医療の済生病院とか山

形市立病院済生館なども、この２病院がなくな

ってしまえばとんでもない方向に行くし、当然

今申しあげた２次医療、３次医療の病院なんか

は、急性期の病院ができなくなるんじゃないか

と。私の個人的な意見ですけれども、できなく

なるんじゃないかというぐらいやっぱり患者が

集中してしまうだろうし、我々としても地域に

おいてはこの寒河江市立病院をなくすわけには
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いかないし、県立河北病院も同じでございます。

ぜひ今後の体制づくりをしながら、皆さんで一

丸となって進むことを望みたいと思います。 

  そして、個人的にでございますけれども、私

は昨年２カ月入院させていただきました。私の

不注意であったことで、大変申しわけないんで

すけれども、その中でもいろいろ感じたことを

ちょっと申しあげたいと思いますけれども、今

までは外来の患者としてしか市立病院を見られ

ませんでした。手術の大変さも知らなかったわ

けですが、医師、看護師さんの動きなど、その

大変な重労働を再認識させてもらいました。改

めて感謝を申しあげたいと思います。 

  その間、久保田管理者とは何回かお話をさせ

ていただきましたが、久保田管理者におかれま

しては平成28年に事業管理者として赴任以来、

早いもので４年が経過し、2017年から2020年度

の新改革プランを策定し、２年間で収支を

9,600万円改善され、本年度は病床を27床削減

し98床にし、管理者としての人事ではソーシャ

ルワーカーを２名採用され、また総指揮官とし

てソフト面でも病院の中が明るくなり、市民に

も大いに愛されている病院に変化してきたこと

に敬意を表したいと思います。 

  先日の議会全員協議会の中で、まだ内示でし

ょうが４月から市長の再任命をいただいたとい

うことで、ぜひ我々議会としても協力を惜しみ

ませんので、今後ともよろしくお願いしまして、

私の一般質問を終わらせていただきます。あり

がとうございました。 

○柏倉信一議長 この際、暫時休憩いたします。 

  再開は午前11時20分といたします。 

 休 憩 午前１１時０６分  

 再 開 午前１１時２０分  

○柏倉信一議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

 

荒木春吉議員の質問 

 

○柏倉信一議長 通告番号11番、12番について、

14番荒木春吉議員。 

○荒木春吉議員 おはようございます。 

  きょう最後の質問をいたします。 

  まず、新型肺炎の犠牲者と罹患者に対し、心

より弔意とお見舞いを申しあげます。 

  まず、通告番号11番の農業後継者育成につい

て伺います。 

  今年度までの新規就農者への支援策内容につ

いて伺います。 

  先月の２月７日金曜日に、我々無会派の柏倉

議長以下６名は、参議院会館で農水省大臣官房

予算課課長補佐伊藤大介氏以下10名による説明

を、①予算のポイント、②ＴＰＰ対応策、③さ

くらんぼの３点について受講してきました。余

りにも巨視的な事柄であり、我々の石的な頭で

は全部受容できませんでしたが、前述した

（１）の今年度までの本市新規就農者への支援

策の内容について伺います。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 新規就農者への支援策といたし

ましては、御案内のとおり国、県、市において

それぞれメニューが設けられているわけであり

ますけれども、具体的には農業次世代人材投資

資金、それから新規就農者定住促進支援事業、

それから担い手新規就農支援事業などがあるわ

けでありますけれども、最初の農業次世代人材

投資資金については、就農直後の経営確立を支

援する国の制度であります。年間150万円の資

金を最大５年間受け取ることができるというこ

とでございます。これは、就農予定時または就

農時に原則50歳未満であって、かつ独立自営就

農する者、または新規参入同等の経営リスクが

ある後継者が支援対象となっているところであ

ります。 

  要件としては、農地の所有権または利用権を

有し、市が認定する認定新規就農者になるとと
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もに、人・農地プランの中心となる経営体と位

置づけられることなど、いろいろ複数の要件が

あります。 

  また、これとは別に県において就農時の研修

などを支援する制度が運用されております。 

  そして、市独自の支援策としては、先ほど申

しましたが新規就農者定住促進支援事業と担い

手新規就農支援事業の２つが大きくあります。 

  １つ目の新規就農者定住促進支援事業につい

ては、住宅支援と営農支援の２つから成ってお

ります。 

  住宅支援については、賃貸住宅の家賃月額の

２分の１を補助するというものであります。月

額４万円を上限として補助するものであります

し、光熱水費の月5,000円とともに、５年間交

付するものであります。 

  それから、営農支援としては、新規就農者の

営農指導者、これは本人ではなくて営農指導者

に対して年間５万円を２年間交付するというも

のでございます。 

  ２つ目の担い手新規就農支援事業は、これは

施設整備等支援事業、農地集積支援事業、海外

研修支援事業というふうに３つに分かれており

まして、新規就農者に対してさまざまな角度か

ら支援をしているところであります。 

  施設整備等の支援事業については、農業経営

に必要な機械、施設、基盤整備などに係る経費

の２分の１を補助する、限度額は最高100万円

というものでございます。 

  それから、農地集積支援事業については、経

営規模拡大を支援するために10アール以上の農

地を５年間以上賃貸借契約した場合に、契約か

ら２年間の賃借料の２分の１を補助するという

ものでございます。 

  それから、海外研修支援事業は、新規就農者

から海外の先進的な農業に触れていただくこと

で、見識を広め、将来の本市農業を担う人材を

育成するという目的で支援しているところでご

ざいます。 

  これらの取り組みについて、今年度、延べ17

名から活用していただいて、その支援額として

は全部で1,697万7,000円というふうになってい

るところであります。 

  以上であります。 

○柏倉信一議長 荒木議員。 

○荒木春吉議員 答弁どうもありがとうございま

した。 

  次に移ります。 

  次に、（２）の今後の新規就農者の育成方針

について伺います。 

  私は、自宅で家族３人で小さな農業を営んで

おります。元町地区は500軒ありますが、米作

農家はたった２軒であります。私は自給用の稲

作ですけれども、家族３人でやっております。

そして、援農と称して、私は５月末から11月の

半ばごろまで、さくらんぼと蔬菜ですね、それ

をやっております。今市長から答弁がありまし

たように、私の通っているところでは、150万

円を５年間というやつを利用して、親元就農で

すが、品目は別にして、稲作、セロリじゃなく

て、ネギ専業農家でやっております。多分専業

と言うからにはそれで食っていけるのが専業な

のかなと思うんですが、山形の場合は冬期間が

ありますので、豪雪のために、関東地方ではネ

ギ御殿が建ちますが、山形では１回しかとれま

せんので、ネギ御殿はちょっと無理かなと思っ

ている次第です。 

  それで、私のささやかな経験から言いますと、

支援が終わった後がなかなか難しいのかなとい

う感じがしています。今後の支援策をひとつ伺

います。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 農業の従事者の皆さんについて、

どういう状況になっているのかということで、

寒河江市の農業人口、農林業センサスしか今確

かなデータはありませんが、平成22年は農業就



 - 73 - 

業人口は2,449人でありました。平成27年は

2,285人ということで、164人減少しております。

令和２年が調査の対象の年であります。ただい

ま調査中でありますが、まだ結果は出ておりま

せんけれども、減少することは避けられないと

いうふうに思っているところであります。 

  また、本市の農業を担っていく中心経営体の

方においても、平均年齢が61歳と高齢化してお

ります。これは人・農地プランに位置づけられ

ている中心経営体の方でありますけれども、そ

ういう意味で農業就業人口の減少、そして高齢

化の中で、新たに新規就農していく方をどのよ

うにして確保していくかということにいろいろ

腐心しているわけでありますけれども、平成27

年度から平成30年度までの４年間で、寒河江市

の新規就農者は56名でありますが、内訳では新

規学卒就農者が６名、そのほか農家出身で他産

業に従事した後に就農したＵターン就農者が25

名、それから非農家出身で新たに就農した新規

参入就農者が25名という状況になっています。

この新規就農者の確保、育成というのは、全体

的に農業就業人口が減っている中でありますか

ら、大変急務であるというふうに認識をしてい

るところであります。第６次振興計画でも、平

成28年度から令和７年度までの10年間で新規就

農者を140名確保するという目標があるわけで

あります。ぜひ達成していくために、さまざま

な支援を引き続き充実していかなければなりま

せん。 

  そういう意味で、令和２年度においてもこれ

までの支援策に加えて、いろんな取り組みをし

ていく必要があるというふうに考えておりまし

て、新規就農者を確保していくためにいろんな

ところでＰＲ活動をさせていただいております

が、現在、東京あるいは仙台での就農フェアな

どにも参加をさせていただいておりますけれど

も、出展回数をさらにふやしていくことにした

いというふうに考えておりますし、さらにホー

ムページでは特設のページを作成して、情報発

信をしていくということで、掘り起こしを積極

的に進めていかなければならないというふうに

考えております。 

  また、新規参入の希望者の方を対象にした市

内における研修の受け入れ体制の検討、検証な

ども取り組んでいきたいというふうに思ってお

ります。 

  先ほどお話にもありましたが、就農する前、

あるいは就農した後のフォローというのが大事

なのではないかというような御指摘がありまし

たから、我々としても営農計画の策定、その実

行、検証などについて、村山総合支庁、西村山

農業技術普及課、さらには農業委員会などの関

係機関と連携しながら、自立できるように、先

ほど御指摘ありました５年間を過ぎた後の、国

の補助制度がなくなった後に自立、定着してい

けるための技術指導、経営指導などをさらに一

層充実していかなければならないというふうに

考えているところであります。なかなか一朝一

夕に成果が出るというふうにはならないかもし

れませんけれども、着実に積み重ねて、努力を

していくことによって成果に結びつけていきた

いというふうに考えているところであります。 

○柏倉信一議長 荒木議員。 

○荒木春吉議員 農業をやるためには農地、資金、

そして技術ですね。ことしのように異常気象で

ありますと、ますます農業技術を習得するのが

大事になってくるのかなと思います。そして、

その技術というのは支援期間が終わった後でも

いろんな研修がないとできないのかなと思って

います。私は去年、さくらんぼのお手伝いをし

て感じたことなんですが、やっぱり技術がある

と最後まで収穫ができるということがあります

ので、そこら辺のことはよろしくお願いしたい

なと思います。 

  前回の質問で、鈴木議員が６次化ということ

を唱えておりましたが、その６次化を唱えた今
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村奈良臣さんという農業経済学者が先日亡くな

りました。その人がもう一つ唱えているのが

「着眼大局着手小局」という言葉であります。

頭の中はいろんな選択肢があると思いますが、

人間には悲しいかな手と足が２本ずつしかあり

ません。やるのは限られていきます。あらゆる

条件があるかと思いますが、農協とかいろんな

ところの産地が仲よくして、きめ細かい対応を

していただければありがいたいなと思っていま

す。ぜひお願いしたいと思います。 

  続いて、12番の教育問題について伺います。 

  昨秋の10月20日付で発行された陵南新聞第

287号を見ると、全国学力・学習状況調査及び

山形県学力等調査の結果について、見出しが目

に飛び込んできました。 

  そこで、（１）第２学年を対象とした山形県

学力等調査の結果が発表された９月分の詳細に

ついて伺います。 

○柏倉信一議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 ４月に実施されて、９月末に

結果が公表されております山形県学力等調査の

結果ということでございますけれども、この山

形県学力等調査につきましては山形県独自の取

り組みということで、県の教育振興計画、６教

振（第６次山形県教育振興計画）の基本方針に

基づいて、児童生徒の学力の実態を把握、分析

し、県で進めております探究型学習の成果、課

題を検証するということと、学校における児童

生徒の指導の充実、学習状況の改善に役立てる

ということを目的としております。小学校５年

生と中学校２年生を対象に実施しております。

平成28年度から始められているものでございま

す。 

  山形県で推進しております探究型学習で育て

たい学力といいますか目指す学力につきまして

は、来年度から全面実施される学習指導要領と

同じような考え方でございますけれども、基礎

的な知識・技能の習得、これだけにとどまらず、

教科の枠にとらわれないで知識・技能を活用し

て課題を解決するために必要な思考力、判断力、

表現力、また主体的に取り組む学習態度と、こ

ういったものを含むものでございます。 

  従来のテストは国語、算数・数学、社会、理

科、英語というふうな単独の教科で行われてお

りますが、この山形県学力等調査につきまして

はこういった教科ごとではなくて、複数の教科

を合わせた合教科型、あるいは総合型の問題に

よって出題されております。東桜学館中学校の

適性検査などもこのような形をとっているとい

うふうに伺っております。 

  今年度春に実施された結果でございますが、

小学校におきましては、国語と算数の基礎力を

問うという、学力調査Ⅰとなっていますが、こ

れは全ての問題で県の平均正答率を上回ってお

ります。それから、理科、社会を含め複数教科

を合わせた問題の学力調査Ⅱでは、一部はそう

ではなかったわけですけれども、ほとんどにお

いて県の正答率を上回っておりましたので、市

内の小学校の子供たちの基礎的な知識・技能、

そしてそれを活用する力、さらには広げながら

考える、深めながら考える、組み立てながら考

えるといった探究する力という観点では良好な

結果が得られたのではないかなというふうに認

識しております。 

  一方、中学校でございますが、中学校２年生

で行われた学力調査Ⅰ、Ⅱ、この両方において

全ての問題で市の平均正答率が県の平均正答率

を下回っていたという状況がありますので、知

識・技能、それからそれを活用する力、さらに

は探究する力、残念ながら全てにおいて課題が

あるのではないかなというふうに捉えておりま

す。10ポイント近く県平均を下回っている問題

が、理科の「大気に与える影響と植物の働きと

を結びつけて捉える」というんでしょうかね、

事象と働きを結びつけて捉える力とか、英語で

は「ポスターの内容にふさわしい日本語を考え、



 - 75 - 

適切に英語で書く」という、考えながら書くと、

こういったものが県の平均正答率を大きく下回

っていたようであります。 

  ということで、視点を定めて、焦点を絞って、

物事に対する自分の見方、考えなどを深めなが

ら考えると、こういった力であるとか、根拠を

持って自分の見方、考え等を筋道を立ててまと

めながら考えるといった、いわゆる思考力、判

断力と、それを踏まえた表現力、こういったも

のに課題があるのではないかなというふうに捉

えているところでございます。 

○柏倉信一議長 荒木議員。 

○荒木春吉議員 どうもありがとうございました。 

  次に、今後の学力向上策について伺います。 

  カニバリズムの小説「野火」の作者、大岡昇

平の参戦した太平洋戦争におけるアメリカの発

砲率は20％弱、「眼ある花々」の作者、開高 

健が体験したベトナム戦争における米国の発砲

率は80％超でありました。米国を倒した北ベト

ナムの大統領は、フランス、ロシア、中国の３

カ国に留学した猛者であります。彼の言葉に、

「10年先を見るなら食事を、100年先を見越す

なら教育、学習、お勉強を旨とせよ」がありま

す。我が山形県の真ん中である本市の将来を豊

かに広く、そして深くするためにも、今後の学

習・教育の充実・向上策について伺います。 

○柏倉信一議長 軽部教育長。 

○軽部 賢教育長 本市の子供たちの今後の学力

向上策ということでございますけれども、本市

におきましてはこれまでも学力向上というもの

が課題であるというふうに捉えて、一昨年度か

ら３つの中学校区ごとに小中学校が連携を図り、

学力向上策の成果、課題を共有化しながら、教

職員が同じ方向性を持って授業改善に取り組ん

できておりますけれども、９月の定例会におい

ても荒木議員の質問に答えさせていただいてお

りますけれども、今年度春に小学校６年生と中

学校３年生で実施しております全国学力・学習

状況調査では、中学校の英語を除いて本市の小

中学校ともに国語、算数・数学の正答率は全国

正答率を上回るというふうな状況でございまし

たので、先ほど申しあげましたような学力向上

策の効果があらわれてきているのではないかな

というふうに捉えているところであります。 

  そういったことから、次年度以降もこの取り

組みを継続して、授業改善による活用力の育成、

授業の質的向上を目指しながら、小中学校の教

職員が連携し、探究型学習をさらに推進してま

いりたいというふうに考えております。 

  また、このたびの全国学力・学習状況調査に

おける国語、算数・数学の成果から見えてきた

ものを生かしながら、知識と技能を活用し、そ

の発揮する場面を国語、算数・数学以外の理科、

社会などのほかの教科の学習でも意図的につく

るなど、理解を深める指導の充実、あるいは日

常生活と関連づけながら、身につけた力を活用

する場面をふやしていくなどの指導の充実を図

っていきたいというふうに考えているところで

ございます。 

  これも９月定例会で荒木議員の質問に対して

お答えしておりますけれども、全国学力・学習

状況調査やＮＲＴの結果から、本市の学力の課

題は英語であると、こういうふうにお答えさせ

ていただいております。本市の学力の課題は英

語であるというふうな認識をさせていただいて

おりますけれども、先ほど申しあげましたよう

に、県の学力等調査の結果におきましても英語

が課題だということは同様のことが言えるのか

なというふうに思っているところであります。 

  この課題を踏まえまして、今年度も、これま

でもＡＬＴあるいはＡＥＴを活用しながら、聞

くこと、読むこと、話すこと、書くことの４つ

の技能をバランスよく取り入れ、言語活動を大

切にした英語の指導が行われるよう、教育委員

会としましても指導・助言をしてきたところで

ありますし、県教育委員会から提供されており
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ます英語のステップアップ問題なども有効活用

したり、地区校長会あるいは教育事務所等とも

連携して、教員研修を行ってきているところで

ございます。 

  次年度は、さらにこれを進めまして、中学２

年生を対象に、聞く、話す、読む、書くの４技

能をスコア型の絶対評価で測定できるテスト、

ＧＴＥＣ、Ｇｌｏｂａｌ Ｔｅｓｔ ｏｆ Ｅｎ

ｇｌｉｓｈ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎであ

りますが、ＧＴＥＣを導入いたしまして、生徒

に英語力の伸びを実感させるとともに、ＧＴＥ

Ｃ導入と連携して、教員の授業改善のための研

修会なども実施して、生徒の英語力の強化に努

めてまいりたいというふうに考えているところ

でございます。 

○柏倉信一議長 荒木議員。 

○荒木春吉議員 私は、元町で今町会長をして、

今月で終わりなんですが、毎月１回、陵南新聞

を配っております。余り見る機会はないんです

が、たまたま余り芳しくないものが目に飛び込

んできたものですから、今回は質問させていた

だきました。私は余り勉強しろ勉強しろと言う

のは好きじゃないんですね。初日の質問にもあ

りましたが、余り試験ばかりしていると不登校

がふえると言う議員もおりましたので、余り試

験とか、勉強しろとかとは言いたくないんです

が、今回、開成中・高校の校長をしている柳沢

幸雄さんの本をちらっと見ましたら、生徒、子

供に勉強しろ勉強しろと言うのはよくないと最

初のページに書いてあります。自分は勉強しな

い人に限って、人にはやれやれと言うものです

から、ぜひそこら辺をクリアしていただいて、

せめて陵南中の生徒たちの学力が少しでも向上

してくれればいいなと思って質問させていただ

きました。絶対評価はあるでしょうが、絶対的

な回答はないと思いますが、試行錯誤しつつ、

今世紀の後半を担う若い人たちが俺よりも少し

賢い人間になってほしいなという意味で質問さ

せていただきました。本当にきょうはありがと

うございました。 

 

   散    会    午前１１時４９分 

 

○柏倉信一議長 以上をもちまして、本日の日程

は終了いたしました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 
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令和２年３月９日（月曜日）第１回定例会 

 

○出席議員（１６名） 

   １番  柏  倉  信  一  議員     ２番  太  田  陽  子  議員 

   ３番  鈴  木  み ゆ き  議員     ４番  安 孫 子  義  徳  議員 

   ５番  月  光  裕  晶  議員     ６番  後  藤  健 一 郎  議員 

   ７番  伊  藤  正  彦  議員     ８番  渡  邉  賢  一  議員 

   ９番  古  沢  清  志  議員    １０番  佐  藤  耕  治  議員 

  １１番  太  田  芳  彦  議員    １２番  沖  津  一  博  議員 

  １３番  國  井  輝  明  議員    １４番  荒  木  春  吉  議員 

  １５番  木  村  寿 太 郎  議員    １６番  阿  部     清  議員 

○欠席議員（なし） 

○遅刻議員（なし） 

○早退議員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  菅 野 英 行  副 市 長 

軽 部   賢  教 育 長  久保田 洋 子  病院事業管理者 

児 玉 憲 司  
選挙管理委員会 
委 員 長  木 村 三 紀  農業委員会会長 

設 楽 伸 子  
総務課長（併） 
選挙管理委員会 
事 務 局 長 

 中 田 隆 行  企画創成課長 

高 林 雅 彦  財 政 課 長  渡 辺 優 子  税 務 課 長 

那 須 清 人  市民生活課長  土 田 理 一  建設管理課長 

斎 藤 利 浩  上下水道課長  門 口 隆 太  
農林課長（併）
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課 長 

後 藤 芳 和  慈恩寺振興課長  片 桐 勝 元  健康福祉課長 

鈴 木   隆  高齢者支援課長  小 林 博 之  子育て推進課長 

眞 木 立 子  
会 計 管 理 者 
（兼）会計課長  原 田 真 司  病 院 事 務 長 

大 沼 利 子  学校教育課長  柏 倉 信 一  生涯学習課長 

小 泉   尚  
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振 興 課 長  大 沼 孝一郎  監 査 委 員 
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   議事日程第４号      第１回定例会 

   令和２年３月９日（月）  午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 議第 １号 令和元年度寒河江市一般会計補正予算（第７号） 

 〃  ２ 議第 ２号 令和元年度寒河江市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 〃  ３ 議第 ３号 令和元年度寒河江市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

 〃  ４ 議第１３号 寒河江市監査委員条例の一部改正について 

 〃  ５ 議第１６号 寒河江市特別職に属する者の給与等に関する条例等の一部改正について 

 〃  ６ 質疑 

 〃  ７ 予算特別委員会設置 

 〃  ８ 委員会付託 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第４号に同じ 

 

 

 

   再    開    午前９時３０分 

 

○柏倉信一議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、議事日程第４号によって進め

てまいります。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 日程第１、議第１号令和元年度

寒河江市一般会計補正予算（第７号）から日程

第５、議第16号寒河江市特別職に属する者の給

与等に関する条例等の一部改正についてまでの

５案件を一括議題といたします。 

 

質     疑 

 

○柏倉信一議長 日程第６、これより質疑に入り

ますが、所属する委員会の審査案件に関する質

疑は極力控えるとともに、概括的な質疑にとど

めていただくようお願いいたします。 

  初めに、議第１号令和元年度寒河江市一般会

計補正予算（第７号）に対する質疑はありませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第２号令和元年度寒河江市公共下水

道事業特別会計補正予算（第１号）に対する質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第３号令和元年度寒河江市国民健康

保険特別会計補正予算（第１号）に対する質疑

はありませんか。 
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   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第13号寒河江市監査委員条例の一部

改正についてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第16号寒河江市特別職に属する者の

給与等に関する条例等の一部改正についてに対

する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

予算特別委員会設置 

 

○柏倉信一議長 日程第７、予算特別委員会の設

置についてお諮りいたします。 

  議第１号令和元年度寒河江市一般会計補正予

算（第７号）については、議長を除く15人を委

員に選任して構成する予算特別委員会を設置し、

これに付託の上、審査することにしたいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第１号令和元年度寒河江市一般会

計補正予算（第７号）については、予算特別委

員会を設置し、これに付託の上、審査すること

に決しました。 

 

委 員 会 付 託 

 

○柏倉信一議長 日程第８、委員会付託でありま

す。 

  このことにつきましては、お示ししておりま

す委員会付託案件表のとおりそれぞれ所管の委

員会に付託いたします。 

 

 

 

 

 

 委員会付託案件表  

委 員 会 付 託 案 件 

総務産業常任委員会 
議第２号、議第１３号、 

議第１６号 

厚生文教常任委員会 議第３号 

予算特別委員会 議第１号 

 

 

   散    会    午前９時３３分 

 

○柏倉信一議長 以上で本日の日程は終了いたし

ました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 
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令和２年３月１１日（水曜日）第１回定例会 
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  １５番  木  村  寿 太 郎  議員    １６番  阿  部     清  議員 
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○遅刻議員（なし） 

○早退議員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  菅 野 英 行  副 市 長 

軽 部   賢  教 育 長  久保田 洋 子  病院事業管理者 
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委 員 長  木 村 三 紀  農業委員会会長 

設 楽 伸 子  
総務課長（併） 
選挙管理委員会 
事 務 局 長 

 中 田 隆 行  企画創成課長 

高 林 雅 彦  財 政 課 長  渡 辺 優 子  税 務 課 長 

那 須 清 人  市民生活課長  土 田 理 一  建設管理課長 

斎 藤 利 浩  上下水道課長  門 口 隆 太  
農林課長（併）
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課 長 

後 藤 芳 和  慈恩寺振興課長  片 桐 勝 元  健康福祉課長 

鈴 木   隆  高齢者支援課長  小 林 博 之  子育て推進課長 

眞 木 立 子  
会 計 管 理 者 
（兼）会計課長  原 田 真 司  病 院 事 務 長 

大 沼 利 子  学校教育課長  柏 倉 信 一  生涯学習課長 

小 泉   尚  
ス ポ ー ツ 
振 興 課 長  大 沼 孝一郎  監 査 委 員 

軽 部 修 一  
監 査 委 員 
事 務 局 長     

○事務局職員出席者 

田 宮 信 明  事 務 局 長  東海林 茂 美  局 長 補 佐 
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   議事日程第５号       第１回定例会 

   令和２年３月１１日（水）  予算特別委員会終了後開議 

 

   再  開 

  （予算特別委員会付託関係） 

日程第 １ 議第 １号 令和元年度寒河江市一般会計補正予算（第７号） 

 〃  ２ 予算特別委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃  ３ 質疑・討論・採決 

 

  （総務産業常任委員会付託関係） 

日程第 ４ 議第 ２号 令和元年度寒河江市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 〃  ５ 議第１３号 寒河江市監査委員条例の一部改正について 

 〃  ６ 議第１６号 寒河江市特別職に属する者の給与等に関する条例等の一部改正について 

 〃  ７ 総務産業常任委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃  ８ 質疑・討論・採決 

 

  （厚生文教常任委員会付託関係） 

日程第 ９ 議第 ３号 令和元年度寒河江市国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 

 〃 １０ 厚生文教常任委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 １１ 質疑・討論・採決 

 

日程第１２ 議第 ４号 令和２年度寒河江市一般会計予算 

 〃 １３ 議第 ５号 令和２年度寒河江市国民健康保険特別会計予算 

 〃 １４ 議第 ６号 令和２年度寒河江市後期高齢者医療特別会計予算 

 〃 １５ 議第 ７号 令和２年度寒河江市介護保険特別会計予算 

 〃 １６ 議第 ８号 令和２年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計予算 

 〃 １７ 議第 ９号 令和２年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）予算 

 〃 １８ 議第１０号 令和２年度寒河江市下水道事業会計予算 

 〃 １９ 議第１１号 令和２年度寒河江市立病院事業会計予算 

 〃 ２０ 議第１２号 令和２年度寒河江市水道事業会計予算 

 〃 ２１ 議第１４号 寒河江市課制条例の一部改正について 

 〃 ２２ 議第１５号 寒河江市印鑑条例の一部改正について 

 〃 ２３ 議第１７号 寒河江市手数料条例の一部改正について 

 〃 ２４ 議第１８号 寒河江市市民浴場に関する条例の一部改正について 

 〃 ２５ 議第１９号 寒河江市中小企業及び小規模企業振興基本条例の制定について 

 〃 ２６ 議第２０号 寒河江市営住宅条例の一部改正について 

 〃 ２７ 議第２１号 下水道事業の地方公営企業法全部適用に伴う関係条例の整備に関する条例の

制定について 
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日程第２８ 議第２２号 寒河江市立病院事業の設置等に関する条例の一部改正について 

 〃 ２９ 議第２３号 「寒河江市公共下水道寒河江市浄化センターの建設工事に関する協定の締結

について」の一部変更について（平成３０年度における寒河江市公共下水道

寒河江市浄化センターの建設工事に関する協定） 

 〃 ３０ 議第２４号 「寒河江市公共下水道寒河江市浄化センターの建設工事に関する協定の締結

について」の一部変更について（令和元年度における寒河江市公共下水道寒

河江市浄化センターの建設工事に関する協定） 

 〃 ３１ 議第２５号 指定管理者の指定の期間の変更について 

 〃 ３２ 議第２６号 市道路線の変更について 

 〃 ３３ 議第２７号 市道路線の認定について 

 〃 ３４ 議第２８号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一部変更について 

 〃 ３５ 請願第１号 「最低賃金の改善と中小企業支援策の拡充を求める意見書」の提出を求める

請願 

 〃 ３６ 質疑 

 〃 ３７ 予算特別委員会設置 

 〃 ３８ 委員会付託 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第５号に同じ 

 

 

 

   再    開    午前９時５５分 

 

○柏倉信一議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、議事日程第５号によって進め

てまいります。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 日程第１、議第１号令和元年度

寒河江市一般会計補正予算（第７号）を議題と

いたします。 

 

予算特別委員会の審査の 

経過並びに結果報告 

 

○柏倉信一議長 日程第２、予算特別委員会の審

査の経過並びに結果報告であります。 

  予算特別委員長報告を求めます。渡邉予算特

別委員長。 

   〔渡邉賢一予算特別委員長 登壇〕 

○渡邉賢一予算特別委員長 予算特別委員会にお

ける審査の経過と結果について御報告申しあげ

ます。 
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  本委員会に付託になりました案件は、議第１

号令和元年度寒河江市一般会計補正予算（第７

号）であります。 

  ３月９日、委員15名全員出席、当局からは市

長初め関係課長等出席のもと委員会を開会し、

議第１号を議題とし、質疑の後、各分科会に分

担付託し審査することといたしました。 

  各分科会の審査の経過につきましては、本日

再開されました委員会で詳しく報告されており

ますので省略させていただきますが、各分科会

とも原案を了とすることと決した旨の報告があ

りました。 

  各分科会委員長報告の後、委員長報告に対す

る質疑を行い、討論を終結し、採決に入りまし

た。 

  議第１号を採決の結果、賛成多数をもって原

案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で、予算特別委員会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第３、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。討論はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議第１号令和元年度寒河江市一般会

計補正予算（第７号）を採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第１号は原案のとおり可決されま

した。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 次に、日程第４、議第２号令和

元年度寒河江市公共下水道事業特別会計補正予

算（第１号）から日程第６、議第16号寒河江市

特別職に属する者の給与等に関する条例等の一

部改正についてまでの３案件を一括議題といた

します。 

 

総務産業常任委員会の審査の 

経 過 並 び に 結 果 報 告 

 

○柏倉信一議長 日程第７、総務産業常任委員会

の審査の経過並びに結果報告であります。 

  総務産業常任委員長報告を求めます。佐藤総

務産業常任委員長。 

   〔佐藤耕治総務産業常任委員長 登壇〕 

○佐藤耕治総務産業常任委員長 総務産業常任委

員会における審査の経過と結果について御報告

申しあげます。 

  本委員会は、３月９日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  付託されました案件は、議第２号、議第13号

及び議第16号の３案件であります。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第２号令和元年度寒河江市公共下

水道事業特別会計補正予算（第１号）を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「水処理反応タンクの工事に時間を

要するため、年度内の完成が困難なことから、

経費を翌年度へ繰り越すとのことだが、いつご

ろ完成するのか」との問いがあり、当局より

「ことし７月の完成を予定しています」との答
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弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第13号寒河江市監査委員条例の一部

改正についてを議題とし、当局の説明を求め質

疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「常勤の監査委員を非常勤にすると

のことだが、市民の声があって今回の改正に至

るのか。また、監査請求等があった場合、非常

勤でも対応できるのか」との問いがあり、当局

より「改正に至ったのは、内部で検討した結果

になります。また、非常勤になったとしてもこ

れまでどおりの監査機能体制を維持してまいり

ます」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第16号寒河江市特別職に属する者の

給与等に関する条例等の一部改正についてを議

題とし、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「新たに設置した学校運営協議会委

員の報酬を年額１万2,000円としているが、活

動日数をどの程度見込んでいるのか」との問い

があり、当局より「会議は年６回見込んでいま

すが、このほかにも地域協働によって学校運営

を行うために保護者や地域住民の理解、協力、

参画を促進する役割を担っていただくようにな

ります」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で、総務産業常任委員会における審査の

経過と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第８、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。討論はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  初めに、議第２号令和元年度寒河江市公共下

水道事業特別会計補正予算（第１号）を採決い

たします。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第２号は原案のとおり可決されま

した。 

  次に、議第13号寒河江市監査委員条例の一部

改正についてを起立により採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに賛成

の議員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  賛成多数であります。 

  よって、議第13号は原案のとおり可決されま

した。 

  次に、議第16号寒河江市特別職に属する者の

給与等に関する条例等の一部改正についてを起

立により採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに賛成

の議員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  賛成多数であります。 

  よって、議第16号は原案のとおり可決されま

した。 
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議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 次に、日程第９、議第３号令和

元年度寒河江市国民健康保険特別会計補正予算

（第１号）を議題といたします。 

 

厚生文教常任委員会の審査の 

経 過 並 び に 結 果 報 告  

 

○柏倉信一議長 日程第10、厚生文教常任委員会

の審査の経過並びに結果報告であります。 

  厚生文教常任委員長報告を求めます。古沢厚

生文教常任委員長。 

   〔古沢清志厚生文教常任委員長 登壇〕 

○古沢清志厚生文教常任委員長 厚生文教常任委

員会における審査の経過と結果について御報告

申しあげます。 

  本委員会は、３月９日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  付託されました案件は、議第３号の１案件で

あります。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  議第３号令和元年度寒河江市国民健康保険特

別会計補正予算（第１号）を議題とし、当局の

説明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、

討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもって

原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で、厚生文教常任委員会における審査の

経過と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第11、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。討論はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議第３号令和元年度寒河江市国民健

康保険特別会計補正予算（第１号）を採決いた

します。 

  本案に対する委員長報告は、可決であります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第３号は原案のとおり可決されま

した。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 次に、日程第12、議第４号令和

２年度寒河江市一般会計予算から日程第35、請

願第１号「最低賃金の改善と中小企業支援策の

拡充を求める意見書」の提出を求める請願まで

の24案件を一括議題といたします。 

 

質     疑 

 

○柏倉信一議長 日程第36、これより質疑に入り

ますが、所属する委員会の審査案件に関する質

疑は極力控えるとともに、概括的な質疑にとど

めていただくようお願いいたします。 

  初めに、議第４号令和２年度寒河江市一般会

計予算に対する質疑はありませんか。後藤議員。 

○後藤健一郎議員 それでは、お伺いさせていた

だきます。 

  まず、２款１項10目の市内循環型公共運行事

業について伺いたいと思います。 

  こちらは昨年と比較すると予算の増額となっ

ておりますけれども、その増額の内容について
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伺いたいと思います。 

○柏倉信一議長 中田企画創成課長。 

○中田隆行企画創成課長 お答えいたします。 

  増額している要因としては３つございまして、

１つ目は運行委託料を国の基準単価の見直しに

より約50万円増額したこと、２つ目はバス停の

時刻表の更新で新たに80万円を計上したこと、

３つ目は市役所のバス停にベンチの設置要望が

あったため、購入費として約14万円を計上した

ことが主な要因でございます。 

○柏倉信一議長 後藤議員。 

○後藤健一郎議員 失礼いたしました。こちらは

後で聞こうと思ったんですけれども、やはり予

算のほうが関係ありますので、後ほどもう少し

詳しく聞かせていただきたいと思います。 

○柏倉信一議長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第５号令和２年度寒河江市国民健康

保険特別会計予算に対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第６号令和２年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計予算に対する質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第７号令和２年度寒河江市介護保険

特別会計予算に対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第８号令和２年度寒河江市介護認定

審査会共同設置特別会計予算に対する質疑はあ

りませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第９号令和２年度寒河江市財産区特

別会計（高松、醍醐、三泉）予算に対する質疑

はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第10号令和２年度寒河江市下水道事

業会計予算に対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第11号令和２年度寒河江市立病院事

業会計予算に対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第12号令和２年度寒河江市水道事業

会計予算に対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第14号寒河江市課制条例の一部改正

についてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第15号寒河江市印鑑条例の一部改正

についてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第17号寒河江市手数料条例の一部改

正についてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第18号寒河江市市民浴場に関する条

例の一部改正についてに対する質疑はありませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第19号寒河江市中小企業及び小規模

企業振興基本条例の制定についてに対する質疑

はありませんか。國井議員。 

○國井輝明議員 御質問をさせていただきます。 

  このたびの議第19号の寒河江市中小企業及び

小規模企業振興基本条例ということで御提案を

いただいたことに、私は大変喜んでいるところ

であります。 

  この条文を見させていただいたときに、さら

に私がちょっと思ったところで、細かいようで

ございますが、ちょっと述べさせていただきた

いというふうに思っております。 

  まずは、条文の前なんですけれども、寒河江

市が現在どのような姿勢のもと地域経済の発展

を目指すのか、前文を明記していただきたいと

いうことでございます。 

  さらに、定義の中でありますけれども、第２

条を見ますと限定されたように私からはちょっ

と見えておりますので、できましたら第２条の
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（３）ですけれども、「中小企業者等」という

ところで、中小企業者及び小規模企業者のほか

に「事業協同組合、その他の中小企業振興に関

する団体、その他市長が適当と認めた中小企業

団体をいう」との文言にできないのかとも考え

ております。 

  さらに、市の責務でありますけれども、第４

条の２には教育機関を明記してほしいというふ

うに考えております。例えばですけれども、イ

ンターンシップ事業、こうしたものを例に挙げ

ますと、企業側が学生を受け入れた際、各職業

の経験を積ませることにとどまらず、企業側と

しては自社に就職してもらえるような企業努力

をしてくださること、教育機関側では地元企業

のよさや地域愛の大切さを生徒に教えることに

より、地元に残りやすくなるのではないかとい

うふうに考えます。結果として、若者が地元に

残り、寒河江市の定住人口の増加を目指せると

私は考えております。 

  そうしたことで、最後にですけれども、さら

に申しあげますと第10条の次あたりに「意見交

換会の開催」という項目をつくっていただきた

いというふうに考えております。これは中小企

業者等との意見交換会を開催し、その施策に反

映するように努めるものであります。寒河江市

では、地域活動に意欲的に参加する若手の経営

者が多くいることはとても誇れることでありま

す。こうしたやる気のある若手経営者からの御

意見なども積極的に施策に取り入れ、市勢発展

につなげてほしいというのが私の願いでありま

す。 

  ただいま申しあげましたことを追加していた

だければ、さらに意義のある条文になるのでは

ないかと考えますが、いかがでしょうか。 

○柏倉信一議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今、國井議員から御提案があり

ましたが、この条例そのものは中小企業並びに

小規模な事業者の活動を振興していくための、

そういう理念をうたった条例という趣旨が基本

であります。この条例を制定することによって、

さらに中小企業並びに小規模企業の振興、発展

に資していく、それを地域社会全体で支えてい

くための条例として今回御提案をさせていただ

きました。 

  何点か御提案がありましたが、12条のほうで

その他必要なものはこれから市長が新たに定め

るというんですかね、設けるという条項もあり

ますから、そういった中で取り組んでいくとい

うことにもしたいというふうに思っております

し、またきょう御提案いただいた内容なども十

分検討させていただいて、何とか地域社会全体

で中小企業、小規模事業者の皆さんを支えてい

く取り組みを鋭意していきたいというふうに思

っているところでありますので、御理解を賜り

たいと思います。 

○柏倉信一議長 國井議員。 

○國井輝明議員 御答弁ありがとうございます。 

  ただいまの市長の答弁を聞いて、非常に安心

したところでございます。別に要綱を定めてく

ださるということでございますので、ぜひ御検

討をいただきたいというふうに思っております。 

  この推進条例で寒河江市の経済の活性、そし

て市民生活の向上が図られますことを期待して、

質問を終わります。 

○柏倉信一議長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第20号寒河江市営住宅条例の一部改

正についてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第21号下水道事業の地方公営企業法

全部適用に伴う関係条例の整備に関する条例の

制定についてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第22号寒河江市立病院事業の設置等

に関する条例の一部改正についてに対する質疑

はありませんか。 
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   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第23号「寒河江市公共下水道寒河江

市浄化センターの建設工事に関する協定の締結

について」の一部変更について（平成30年度に

おける寒河江市公共下水道寒河江市浄化センタ

ーの建設工事に関する協定）に対する質疑はあ

りませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第24号「寒河江市公共下水道寒河江

市浄化センターの建設工事に関する協定の締結

について」の一部変更について（令和元年度に

おける寒河江市公共下水道寒河江市浄化センタ

ーの建設工事に関する協定）に対する質疑はあ

りませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第25号指定管理者の指定の期間の変

更についてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第26号市道路線の変更についてに対

する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第27号市道路線の認定についてに対

する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第28号辺地に係る公共的施設の総合

整備計画の一部変更についてに対する質疑はあ

りませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、請願第１号「最低賃金の改善と中小企

業支援策の拡充を求める意見書」の提出を求め

る請願に対する質疑はありませんか。古沢議員。 

○古沢清志議員 今回のこの請願に対し、若干懸

念される点がございますので、労働者、事業主、

双方の利益を前提に質問させていただきます。 

  賃金の格差について、東京と同じ水準まで時

給を引き上げた場合、中小・零細企業は減益に

陥り、中小企業や小売店舗は維持していけなく

なるおそれがあり、行く行くは事業主、労働者

ともに共倒れに陥り、仕事を求め、人口の流出

はますます加速していくのではないでしょうか。

お考えをお聞きしたいと思います。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 この請願についてでありますが、

もしも十分な中小企業に対する支援が行われな

ければ、古沢議員がおっしゃるとおりのことに

なるのではないかと思いますが、この請願の趣

旨をよく読んでいただければ、中小・零細企業

事業所への支援なくして労働者の最低賃金を上

げるということは考えられません。支援を両輪

として考えております。最低賃金を上げるとい

うことであれば、東京と同じ労働をすれば東京

と同じような賃金がもらえることになれば、労

働力が山形に戻ってくるのではないかというこ

とで、この請願を提出しております。 

○柏倉信一議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 「最低賃金を引き上げることで、

中小企業で働く労働者の約４割の賃金を引き上

げることができる」とありますが、残った６割

の労働者の処遇はどうなるのでしょうか。賃金

の格差はますます大きくなるのではないでしょ

うか。お考えをお聞きしたいと思います。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 この４割というのは、最低賃金

が４段階に分けられておりまして、山形県のよ

うにＤランクで790円の最低賃金で働く労働者

が４割いるということでございます。その４割

の労働者の最低賃金を底上げすれば、６割の労

働者も当然上がると思われます。今のような格

差は少しでも是正できるのではと思っておりま

す。最低賃金を引き上げることによって、６割

の労働者の賃金が上がっても、その４割の労働

者が憲法で保障される健康で文化的な生活が営

めるのではないかと思います。格差が同じよう

にあっても、最低賃金で働く４割の労働者の生

活がよくなるのではと思われます。 

○柏倉信一議長 ほかにありませんか。 
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  古沢議員に申しあげます。３回目ですから、

よろしいですね。古沢議員。 

○古沢清志議員 今後の委員会での議論を豊富化

させる意味から質問させていただいております

が、最後の質問をさせていただきます。 

  寒河江の基幹産業である農業についても、時

給が引き上げられた場合、減益となり、人を雇

用できなくなるばかりでなく、事業の拡大もで

きなくなるのではないでしょうか。これまでお

答えいただきましたが、懸念材料としていろい

ろありますが、私は総務産業常任委員会に所属

しておりませんので、御審議をよろしくお願い

いたします。以上です。 

○柏倉信一議長 太田議員。 

○太田陽子議員 業種のいかんを問わず、労働者

を雇用し、賃金を支払う以上は、最低賃金制度

の規制対象となるものであります。農業も例外

ではないと思います。農業の賃金に対しても、

やっぱり一定の支援を行うことが重要であると

思われます。最初の御質問でもお答えしたとお

り、中小・零細企業、事業所、農業に対しても

十分な支援をした上で最低賃金を上げるという

ことが重要であると思います。この請願の趣旨

であります中小企業、零細企業についても、農

業の従事者についても、やっぱりそういう視点

で考えていかなければならないと思われます。

働いても生活が困難なワーキングプアなどの解

消に向かうために、やっぱり最低賃金の底上げ

が重要な視点であると思います。県議会におい

ても、国会においても、超党派の議員でこの問

題を取り上げております。ぜひこの意見書を求

める請願を通していただきたいと思います。以

上です。 

○柏倉信一議長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

予算特別委員会設置 

 

○柏倉信一議長 日程第37、予算特別委員会の設

置についてお諮りいたします。 

  議第４号令和２年度寒河江市一般会計予算か

ら議第12号令和２年度寒河江市水道事業会計予

算までの９案件については、議長を除く15人を

委員に選任して構成する予算特別委員会を設置

し、これに付託の上、審査することにしたいと

思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第４号令和２年度寒河江市一般会

計予算から議第12号令和２年度寒河江市水道事

業会計予算までの９案件については、予算特別

委員会を設置し、これに付託の上、審査するこ

とに決しました。 

 

委 員 会 付 託 

 

○柏倉信一議長 日程第38、委員会付託でありま

す。 

  このことにつきましては、お示ししておりま

す委員会付託案件表のとおりそれぞれ所管の委

員会に付託いたします。 

 

 委員会付託案件表  

委 員 会 付 託 案 件 

総務産業常任委員会 

議第１４号、議第１７号、

議第１９号、議第２０号、

議第２１号、議第２３号、

議第２４号、議第２６号、

議第２７号、議第２８号、

請願第１号 

厚生文教常任委員会 
議第１５号、議第１８号、

議第２２号、議第２５号 
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予算特別委員会 

議第 ４号、議第 ５号、

議第 ６号、議第 ７号、

議第 ８号、議第 ９号、

議第１０号、議第１１号、

議第１２号 

 

 

   散    会    午前１０時３０分 

 

○柏倉信一議長 以上で本日の日程は終了いたし

ました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 
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令和２年３月２３日（月曜日）第１回定例会 

 

○出席議員（１６名） 
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   議事日程第６号       第１回定例会 

   令和２年３月２３日（月）  予算特別委員会終了後開議 

 

   再  開 

日程第 １ 議第２９号 寒河江市監査委員の選任について 

 〃  ２ 議案説明 

 〃  ３ 委員会付託 

 〃  ４ 質疑・討論・採決 

 

  （予算特別委員会付託関係） 

日程第 ５ 議第 ４号 令和２年度寒河江市一般会計予算 

 〃  ６ 議第 ５号 令和２年度寒河江市国民健康保険特別会計予算 

 〃  ７ 議第 ６号 令和２年度寒河江市後期高齢者医療特別会計予算 

 〃  ８ 議第 ７号 令和２年度寒河江市介護保険特別会計予算 

 〃  ９ 議第 ８号 令和２年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計予算 

 〃 １０ 議第 ９号 令和２年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）予算 

 〃 １１ 議第１０号 令和２年度寒河江市下水道事業会計予算 

 〃 １２ 議第１１号 令和２年度寒河江市立病院事業会計予算 

 〃 １３ 議第１２号 令和２年度寒河江市水道事業会計予算 

 〃 １４ 予算特別委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 １５ 質疑・討論・採決 

 

  （総務産業常任委員会付託関係） 

日程第１６ 議第１４号 寒河江市課制条例の一部改正について 

 〃 １７ 議第１７号 寒河江市手数料条例の一部改正について 

 〃 １８ 議第１９号 寒河江市中小企業及び小規模企業振興基本条例の制定について 

 〃 １９ 議第２０号 寒河江市営住宅条例の一部改正について 

 〃 ２０ 議第２１号 下水道事業の地方公営企業法全部適用に伴う関係条例の整備に関する条例の

制定について 

 〃 ２１ 議第２３号 「寒河江市公共下水道寒河江市浄化センターの建設工事に関する協定の締結

について」の一部変更について（平成３０年度における寒河江市公共下水道

寒河江市浄化センターの建設工事に関する協定） 

 〃 ２２ 議第２４号 「寒河江市公共下水道寒河江市浄化センターの建設工事に関する協定の締結

について」の一部変更について（令和元年度における寒河江市公共下水道寒

河江市浄化センターの建設工事に関する協定） 

 〃 ２３ 議第２６号 市道路線の変更について 

 〃 ２４ 議第２７号 市道路線の認定について 

 〃 ２５ 議第２８号 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の一部変更について 
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日程第２６ 請願第１号 「最低賃金の改善と中小企業支援策の拡充を求める意見書」の提出を求める

請願 

 〃 ２７ 総務産業常任委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 ２８ 質疑・討論・採決 

 

  （厚生文教常任委員会付託関係） 

日程第２９ 議第１５号 寒河江市印鑑条例の一部改正について 

 〃 ３０ 議第１８号 寒河江市市民浴場に関する条例の一部改正について 

 〃 ３１ 議第２２号 寒河江市立病院事業の設置等に関する条例の一部改正について 

 〃 ３２ 議第２５号 指定管理者の指定の期間の変更について 

 〃 ３３ 厚生文教常任委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 ３４ 質疑・討論・採決 

 

日程第３５ 議第３０号 令和元年度寒河江市一般会計補正予算（第８号） 

 〃 ３６ 議第３１号 令和２年度寒河江市一般会計補正予算（第１号） 

 〃 ３７ 議案説明 

 〃 ３８ 委員会付託 

 〃 ３９ 質疑・討論・採決 

 〃 ４０ 議会案第１号 寒河江市議会委員会条例の一部改正について 

 〃 ４１ 議案説明 

 〃 ４２ 質疑・討論・採決 

 〃 ４３ 議会案第２号 最低賃金の改善と中小企業支援策の拡充を求める意見書の提出について 

 〃 ４４ 議案説明 

 〃 ４５ 質疑・討論・採決 

 〃 ４６ 常任委員会及び議会運営委員会の閉会中における委員会調査申出並びに委員派遣承認要求

について 

   閉  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第６号に同じ 

 

 

 

   再    開    午前１０時２０分 

 

○柏倉信一議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 
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  ここで、本日の会議運営について、議会運営

委員長の報告を求めます。木村議会運営委員長。 

   〔木村寿太郎議会運営委員長 登壇〕 

○木村寿太郎議会運営委員長 おはようございま

す。 

  本日の会議運営につきましては、去る３月19

日、委員６名全員出席並びに関係者出席のもと

議会運営委員会を開催し、協議いたしましたの

で、その結果について御報告申しあげます。 

  初めに、本日追加されます案件について申し

あげます。 

  追加案件は、議第29号寒河江市監査委員の選

任について、議第30号令和元年度寒河江市一般

会計補正予算（第８号）、議第31号令和２年度

寒河江市一般会計補正予算（第１号）、議会案

第１号寒河江市議会委員会条例の一部改正につ

いて、議会案第２号最低賃金の改善と中小企業

支援策の拡充を求める意見書の提出について及

び常任委員会及び議会運営委員会の閉会中にお

ける委員会調査申出並びに委員派遣承認要求に

ついての６案件であります。 

  このことにより、議事日程の一部変更が必要

となります。 

  日程変更の詳細につきましては、お示しして

おります日程表のとおり変更となります。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願い申しあげ、御報告といたします。 

○柏倉信一議長 お諮りいたします。 

  本日の会議運営は、議会運営委員長報告のと

おり決定することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、本日の会議運営は議会運営委員長報

告のとおり決定いたしました。 

  本日の会議は、議事日程第６号によって進め

てまいります。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 日程第１、議第29号寒河江市監

査委員の選任についてを議題といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○柏倉信一議長 日程第２、議案説明であります。 

  市長から提案理由の説明を求めます。佐藤市

長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 おはようございます。 

  私から、議第29号寒河江市監査委員の選任に

ついてを御説明申しあげます。 

  本年３月31日をもって大沼孝一郎監査委員が

任期満了となりますので、新たに船田孝夫氏を

寒河江市監査委員に選任いたしたく、議会の同

意を求めようとするものでございます。 

  御同意くださいますよう、よろしくお願い申

しあげる次第でございます。 

 

委 員 会 付 託 

 

○柏倉信一議長 日程第３、委員会付託でありま

す。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議第29号につ

いては、会議規則第37条第３項の規定により委

員会付託を省略したいと思います。これに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、委員会付託を省略することに決しま

した。 

 

質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第４、これより質疑・討

論・採決に入ります。 
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  議第29号について、質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議第29号寒河江市監査委員の選任に

ついてを採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議第29号につ

いては、これに同意することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第29号についてはこれに同意する

ことに決しました。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 日程第５、議第４号令和２年度

寒河江市一般会計予算から日程第13、議第12号

令和２年度寒河江市水道事業会計予算までの９

案件を一括議題といたします。 

 

予算特別委員会の審査の 

経過並びに結果報告 

 

○柏倉信一議長 日程第14、予算特別委員会の審

査の経過並びに結果報告であります。 

  予算特別委員長報告を求めます。渡邉予算特

別委員長。 

   〔渡邉賢一予算特別委員長 登壇〕 

○渡邉賢一予算特別委員長 予算特別委員会にお

ける審査の経過と結果について御報告申しあげ

ます。 

  本委員会に付託になりました案件は、議第４

号令和２年度寒河江市一般会計予算、議第５号

令和２年度寒河江市国民健康保険特別会計予算、

議第６号令和２年度寒河江市後期高齢者医療特

別会計予算、議第７号令和２年度寒河江市介護

保険特別会計予算、議第８号令和２年度寒河江

市介護認定審査会共同設置特別会計予算、議第

９号令和２年度寒河江市財産区特別会計（高

松、醍醐、三泉）予算、議第10号令和２年度寒

河江市下水道事業会計予算、議第11号令和２年

度寒河江市立病院事業会計予算、議第12号令和

２年度寒河江市水道事業会計予算であります。 

  ３月11日、委員15名全員出席、当局からは市

長初め関係課長等出席のもと委員会を開会し、

９案件を一括議題とし、質疑の後、各分科会に

分担付託し審査することといたしました。 

  各分科会の審査の経過につきましては、本日

再開されました委員会で詳しく報告されており

ますので省略させていただきますが、各分科会

とも原案を了とすることと決した旨の報告があ

りました。 

  各分科会委員長報告の後、委員長報告に対す

る質疑を行い、討論を終結し、採決に入りまし

た。 

  議第４号、議第５号、議第６号、議第７号、

議第８号、議第９号、議第10号、議第11号及び

議第12号の９案件を一括して採決した結果、賛

成多数をもって原案のとおり可決すべきものと

決しました。 

  以上で、予算特別委員会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第15、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 
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   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  議第４号令和２年度寒河江市一般会計予算、

議第５号令和２年度寒河江市国民健康保険特別

会計予算、議第６号令和２年度寒河江市後期高

齢者医療特別会計予算、議第７号令和２年度寒

河江市介護保険特別会計予算、議第８号令和２

年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計

予算、議第９号令和２年度寒河江市財産区特別

会計（高松、醍醐、三泉）予算、議第10号令和

２年度寒河江市下水道事業会計予算、議第11号

令和２年度寒河江市立病院事業会計予算及び議

第12号令和２年度寒河江市水道事業会計予算の

９案件を一括して採決いたします。 

  ただいまの９案件に対する委員長報告はいず

れも可決であります。 

  ９案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第４号、議第５号、議第６号、議

第７号、議第８号、議第９号、議第10号、議第

11号及び議第12号の９案件は原案のとおり可決

されました。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 次に、日程第16、議第14号寒河

江市課制条例の一部改正についてから日程第26、

請願第１号最低賃金の改善と中小企業支援策の

拡充を求める意見書の提出を求める請願までの

11案件を一括議題といたします。 

 

総務産業常任委員会の 

審査の経過並びに結果報告 

 

○柏倉信一議長 日程第27、総務産業常任委員会

の審査の経過並びに結果報告であります。 

  総務産業常任委員長報告を求めます。佐藤総

務産業常任委員長。 

   〔佐藤耕治総務産業常任委員長 登壇〕 

○佐藤耕治総務産業常任委員長 総務産業常任委

員会における審査の経過と結果について御報告

申しあげます。 

  本委員会は、３月11日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  付託されました案件は、議第14号、議第17号、

議第19号から議第21号まで、議第23号、議第24

号及び議第26号から議第28号まで、並びに請願

第１号の11案件であります。 

  審査に入る前に、審査の都合上、初めに請願

第１号の審査を行い、次に議第26号、議第27号、

議第20号、議第14号、議第17号、議第19号、議

第21号、議第23号、議第24号、議第28号の順で

審査することを諮り、異議なく了承され、その

ように審査することに決しました。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、請願第１号「最低賃金の改善と中小

企業支援策の拡充を求める意見書」の提出を求

める請願を議題といたしました。 

  委員より「本会議において、この請願の質疑

の際、付託された本委員会で議論を深めていた

だきたいとの発言があった。このため、請願者

より直接請願趣旨の説明を受けてはどうか」と

の理由から、請願者である山形県労働組合総連

合から請願内容に関する説明を求める動議が提

出されました。この動議に対する採決の結果、

賛成多数をもって説明を求めることに決しまし

た。 

  請願者からの請願内容説明の後、担当書記に

よる請願文書朗読を行い、質疑に入りましたが、

質疑はなく、質疑を終結いたしました。 

  委員より「国では、まず新型コロナウイルス

感染拡大を最小限に食いとめようと頑張ってい

る。もし感染が広がれば、企業だけでなく、当
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然雇用されている側も影響を受けてしまう。こ

のタイミングでこの請願を採択しても、果たし

て効果的なのかどうかという疑問がある。この

ことから、継続審査にしたほうがよいのではな

いか」との理由から、閉会中における継続審査

を求める動議が提出されました。この動議に対

する採決の結果、賛成少数をもって閉会中にお

ける継続審査としないものと決しました。 

  次に、討論に入りました。討論の内容を申し

あげます。 

  委員より「請願者から説明があったとおり、

最低賃金をしっかり引き上げて、都市と地方に

格差が生じないよう、全国一律賃金とすべきで

あり、実現させるには中小・零細企業への手厚

い支援があってこそだと思う。ぜひこれらの要

望を含んだ意見書を国に対して提出していただ

きたい」という旨の賛成討論がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり採択すべきものと決しました。 

  請願第１号が採択すべきものと決しましたの

で、請願第１号に係る意見書について担当書記

による意見書案朗読後、審査に入りましたが、

質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成

多数をもって意見書案のとおり議会案を提出す

るものと決しました。 

  次に、議第26号市道路線の変更についてを議

題とし、当局の説明を求め、質疑に入りました

が、質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、

賛成多数をもって原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

  次に、議第27号市道路線の認定についてを議

題とし、当局の説明を求め、質疑に入りました

が、質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、

賛成多数をもって原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

  次に、議第20号寒河江市営住宅条例の一部改

正についてを議題とし、当局の説明を求め、質

疑に入りましたが、質疑もなく、討論を終結し、

採決の結果、賛成多数をもって原案のとおり可

決すべきものと決しました。 

  次に、議第14号寒河江市課制条例の一部改正

についてを議題とし、当局の説明を求め、質疑

に入りましたが、質疑もなく、討論を終結し、

採決の結果、賛成多数をもって原案のとおり可

決すべきものと決しました。 

  次に、議第17号寒河江市手数料条例の一部改

正についてを議題とし、当局の説明を求め、質

疑に入りましたが、質疑もなく、討論を終結し、

採決の結果、賛成多数をもって原案のとおり可

決すべきものと決しました。 

  次に、議第19号寒河江市中小企業及び小規模

企業振興基本条例の制定についてを議題とし、

当局の説明を求め、質疑に入りました。 

  質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「例えば寒河江中央工業団地から企

業が撤退するなどの理由で多方面に影響が出た

ときに、市側から出向いて情報収集するような

計画などを考えているのか」との問いがあり、

当局より「本条例は中小企業と小規模企業の振

興に係る基本理念を定めたものです。迅速で効

果的な施策を展開していく詳細な方法は、事業

者さんの声などもお聞きしながら、要綱等で定

めたいと考えています」との答弁がありました。 

  委員より「本条例で規定している企業には寒

河江中央工業団地に進出している大企業も含ま

れるのか」との問いがあり、当局より「中小企

業基本法により、大企業といわゆるみなし大企

業も含め、本条例に含まれていないと考えてい

ます」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第21号下水道事業の地方公営企業法

全部適用に伴う関係条例の整備に関する条例の

制定についてを議題とし、当局の説明を求め、

質疑に入りましたが、質疑もなく、討論を終結

し、採決の結果、賛成多数をもって原案のとお
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り可決すべきものと決しました。 

  次に、議第23号「寒河江市公共下水道寒河江

市浄化センターの建設工事に関する協定の締結

について」の一部変更について（平成30年度に

おける寒河江市公共下水道寒河江市浄化センタ

ーの建設工事に関する協定）を議題とし、当局

の説明を求め、質疑に入りましたが、質疑もな

く、討論を終結し、採決の結果、賛成多数をも

って原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第24号「寒河江市公共下水道寒河江

市浄化センターの建設工事に関する協定の締結

について」の一部変更について（令和元年度に

おける寒河江市公共下水道寒河江市浄化センタ

ーの建設工事に関する協定）を議題とし、当局

の説明を求め、質疑に入りましたが、質疑もな

く、討論を終結し、採決の結果、賛成多数をも

って原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第28号辺地に係る公共的施設の総合

整備計画の一部変更についてを議題とし、当局

の説明を求め、質疑に入りましたが、質疑もな

く、討論を終結し、採決の結果、賛成多数をも

って原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で、総務産業常任委員会における審査の

経過と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第28、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

  古沢議員に申しあげます。何号議案に対する

討論ですか。（「請願第１号に対する反対討論で

す」の声あり） 

  渡邉議員に申しあげます。何号議案に対する

討論ですか。（「請願第１号に対する賛成討論で

す」の声あり） 

  そのほかに討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  それでは、初めに請願第１号反対討論につい

て、古沢清志議員の発言を許します。古沢議員。 

   〔古沢清志議員 登壇〕 

○古沢清志議員 請願第１号「最低賃金の改善と

中小企業支援策の拡充を求める意見書」の提出

を求める請願について、反対討論をいたします。 

  この請願のタイトルについては、何ら反対す

るものではありませんが、中身について疑念が

あります。 

  2019年の改定では、最も高い東京では時給

1,013円、山形県については790円で、最も賃金

の低い県となっております。しかし、東京と山

形県を比較した場合、売り上げにも差があり、

お客の数も違います。東京と同じ条件であれば、

時給を東京並みに引き上げることは可能である

と思いますが、条件が違うものを一律に考える

のは無理があります。 

  企業は、売り上げを上げて営業費を抑えるこ

とにより利益が出てまいります。営業費の中で

も人件費が突出して多ければ、利益が出ないば

かりか赤字に転落してしまいます。バランスシ

ート上では、負債がふえ続け、事業主は経営不

振に陥り、不安な毎日を送ることになるでしょ

う。赤字が続いたら、当然倒産や閉店に追い込

まれ、労働者だけでなく雇用主も失業してしま

い、両者共倒れに陥り、人口の流出はますます

加速していくのではないかと予想がつきます。

中小・零細企業、小売店舗は、いち早く姿を消

していくと思われます。そうすれば、買い物難

民がふえ、遠くまで買い物に行かなければなり

ません。高齢者にとっては不自由なことになっ

てしまいます。 

  ここで私が言いたいことは、最低賃金を大幅

に引き上げてしまえば、企業は存続できなくな
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ることが問題なのです。最近、山形市にあった

大手デパートも閉店し、200人近い人が失業し

てしまいました。働き口がなくなれば、治安が

悪くなり、強盗や万引き、または性犯罪も起き

てしまうでしょう。そういうふうな犯罪防止、

治安維持を守ることも企業活動は重要であると

確信いたします。一番怖いのは、働く場所がな

くなることです。 

  私もこの請願を持っていろんな事業主に意見

を聞きに伺いましたが、そこで言われたことは

「東京は東京のやり方、地方は地方のやり方を

していかなければ、事業はやっていけない。成

り立たない。事業主のことももっと考えてほし

い」。 

  「こういうふうな支援策があるから」という

具体的なものが、この請願にはありません。

「支援策の拡充」という言葉だけで一くくりに

され、何ら理解できるものではありません。 

  前回、本会議で質問させていただきましたが、

本市の基幹産業である農業に関しても、東京と

同じ時給を提示されたなら、農家の経営は非常

に厳しくなり、採算がとれなくなり、離農もし

くは機械化を選択し、雇用は生まれなくなるで

しょう。また、農家の事業拡大もできなくなり、

衰退していくのではないでしょうか。基幹産業

を無視しては、その県の経済は成り立たなくな

ります。 

  また、現在世界的に猛威を振るっている新型

コロナウイルス感染症で、日本経済は大打撃を

受けております。政府もいろいろ支援策を打ち

出しておりますが、そこまで耐え切れず、倒産

または閉店に追い込まれております。本市にお

きましても、飲食店を中心にキャンセルが相次

ぎ、苦しい経営が続いております。一刻も早い

コロナウイルス感染の終息を願いたいところで

すが、長引きそうな気配もあります。売り上げ

がなくても、営業費、つまり家賃や給料、水道

光熱費は毎月かかります。先のことを悲観して、

事業を早目にやめる事業主も出てまいりました。

今は賃金を大幅に上げる改定よりも、雇用の場

を確保する方向に全国民が一体となって進むと

きではないでしょうか。今回のこの請願はタイ

ミングが悪く、多くの方に理解しにくいものに

なっております。 

  以上のような観点から、請願第１号に対して

の反対討論とさせていただきます。 

○柏倉信一議長 次に、請願第１号賛成討論につ

いて、渡邉賢一議員の発言を許します。渡邉議

員。 

   〔渡邉賢一議員 登壇〕 

○渡邉賢一議員 請願第１号に対する賛成討論を

行います。市民クラブの渡邉賢一であります。 

  紹介議員の一人であり、また総務産業常任委

員の一人として、願意妥当とする理由、また論

点を明らかにするために、討論させていただき

ます。 

  賛成理由は、これから申しあげる３点であり

ます。 

  初めに、第１の理由、働き方改革や同一労働

同一賃金を目指す上で、最低賃金改善と地域間

格差是正は党利党略なしの喫緊の課題でありま

す。御案内のとおり、この課題については国会

において自由民主党初め超党派の議員でつくる

議員連盟が共同で取り組んでいるものです。昨

年２月に自民党の最低賃金一元化推進議員連盟

（衛藤元衆議院副議長が会長、二階幹事長が顧

問）が結成され、昨夏の参議院選挙の選挙公約

の政策集、Ｊ－ファイルにも若者に関する政策

の一つとして、「希望を生み出す強い経済を目

指すためには、最低賃金の引き上げを図ること

により、中小企業、小規模事業者や非正規雇用

にも広げ、消費拡大に結びつけます」と明記さ

れております。また、公明党公式ホームページ

及び公明新聞を拝読しましたが、「小さな声を、

聴く力」、参議院選重点政策の５つの柱では、

「2020年代前半に最低賃金全国加重平均ベース
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で1,000円超、2020年代半ばに都道府県の半分

以上が1,000円超となるように改善を目指す」

と書いてありました。私も大変驚いたところで

あります。 

  昨年９月30日の国会内集会には、与野党議員

初め政党、組織の枠を超えて220人が参加し、

歴史的、画期的な集会となったと報道されてお

ります。さらに、本県では、自民党県議会議員

の田澤先生が昨年９月19日の県議会定例会本会

議における代表質問で、吉村知事に対し、「大

都市と地方の格差を是正しながら、最低賃金を

一律にすべき」と、最低賃金制度の見直しにつ

いて御質問されております。知事は、「豊かな

県民生活の実現や若者の県内定着を促進する上

で、県民所得向上は重要であり、所得向上に向

けて最低賃金の水準は極めて重要な課題だと認

識している」と地域別最低賃金の格差是正の必

要について御答弁をされております。 

  また、公明党県議会議員の菊池先生の県議会

リポートの中で、若者の活躍できる教育、福祉、

環境、観光分野のさまざまな中小企業支援策を

積極的に御提言されております。 

  つまり、国や県の動きとして、与野党力を合

わせて、一丸となって改善を求めていこうとい

う、特に政権与党の自民党、公明党の皆さんの

強大な力がこれを加速させていると言っても過

言ではありません。山形市が中核市となった今、

本市が連携中枢都市圏の中で結びつくためにも、

最低賃金改善、地域間格差是正は必須ではない

でしょうか。 

  次に、２つ目の理由、持続可能な中小企業支

援策、ＳＤＧｓ経済政策の視点で申しあげます。 

  今定例会で本市の中小企業及び小規模企業振

興基本条例制定という中で、タイムリーで画期

的な意味のあるものであります。 

  これは共産党、遠藤前議員が2017年第４回定

例会、2018年第３回定例会、國井議員が昨年12

月定例会の一般質問で市長にただした経過です

が、私も労働者の立場で何度かこの案件につい

て申しあげてきたわけですが、ついに今定例会

で成案となりました。 

  安倍政権のアベノミクスの失敗、消費税増税

の反動などで、実質ＧＤＰが四半世紀連続の大

幅なマイナスに陥るなど、経済状況は大きく悪

化しているところに新型コロナウイルス感染症

が追い打ちをかけています。外出の自粛などで

個人消費が大きく落ち込み、先行き不透明感か

ら設備投資も鈍くなっています。コロナショッ

クと言われる株の世界同時大暴落で、年金生活

者は特に支給基準が引き下げになるのではない

かと大きな不安を抱いています。また、内定取

り消しや突然の解雇が弱い立場の声なき声の働

く人々に襲いかかっているのです。 

  安倍首相は、緊急対策を説明した上で、新た

な経済対策の策定も念頭に、必要な措置をとる

考えを示しましたが、与野党議員から公共料金

の減額や納期限延長に加え、現金支給や消費税

減税などが要請されていますが、麻生財務大臣

は否定的な立場で、市民が安心できる窮地をし

のげる具体策は全く打ち出されておりません。

中小・零細企業は、実質無担保の強力な資金繰

り対策、返済猶予と言われても、先行きへの不

安が募る中、無利子とはいえ借金もできない状

況です。 

  私たち無会派議員も、先週、市内の各事業所

を訪問し、厳しい状況を拝聴してまいりました。

２月、３月の対前年比では、観光業は９割、10

割減、小売業も２割、３割減、その他の業種も

５割減収などです。いつまでもつかわからない

と嘆いておられました。桜が咲き、ツツジが咲

き、さくらんぼが実る本市への影響もはかり知

れません。政府が要請した入国制限や学校の一

斉休業、イベントの自粛、延期、中止に伴い、

経済的損失を直接こうむった方々への補償を含

めた経済策を打ち出すことが待ったなしで必要

であることは、市民の誰もが声を大にして訴え
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ております。 

  影響を受ける労働者やフリーランス従業者へ

の生活擁護、窮地に追い込まれている中小・零

細、小規模事業者への支援など、大胆な財政出

動について、いまだに明らかになっておりませ

んが、市民生活や経済活動への影響回避に全力

を挙げなければなりません。そのために、休業

補償の算定基礎である日額8,330円が時給で

1,041円、これが全国一律支給となっているこ

とからも明らかなように、現在のＡからＤまで

の４つの格差区分を廃止すべきです。 

  注目すべきは、こうした国民の声に基づき、

全国弁護士連合会は去る２月20日に政府に対し

全国一律最低賃金制度の実施を求める意見書を

提出しております。 

  最後に、３つ目の理由、それは市民から私た

ちに求められている政治姿勢であり、市民に対

するアピールです。歴史をひもとくと、2018年

の本定例会の中で残念なことがありました。そ

れは、全国市長会、市議会議長会を含む地方６

団体が国に対し要望している内容とほぼ同じ内

容の請願、地方財政の充実強化を求める請願が

不採択になったことで、市民の皆さんから我々

が失笑を買ったことがありました。このことに

つきましても、私はあきれてしまったので、あ

えて申しあげませんが、今回も同じことを繰り

返してはならないからです。 

  結びに、本請願は見えない敵である未曽有の

感染症対策、新型肺炎コロナウイルス対策で疲

弊する地方経済を何とか、待ったなしでその対

応を迫られています。地域で働く勤労市民、特

に一番弱い立場の若者、女性、高齢者がそのほ

とんどであるパートタイマー、アルバイター、

派遣労働者など非正規の労働者の生活を守り、

その雇用主である中小・零細企業の皆さんへの

支援をさらに充実、強化することを求め、政府

に実現を求めるための意見書提出でございます。

今こそ声が聞こえる、この小さな声を聞く力が

最優先されるべきではないでしょうか。弱い立

場の声をしっかりと受けとめ、議会の会派を超

えて議会全体として改善を求め、国に伝えてい

くことが私たちの責務ではないでしょうか。ど

うか同僚議員各位の御理解をいただきまして、

議会案第２号、請願第１号に御賛同賜りますよ

う心からお願いを申しあげまして、私の賛成討

論とさせていただきます。ありがとうございま

した。 

○柏倉信一議長 ほかに討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  初めに、請願第１号を除く議第14号寒河江市

課制条例の一部改正について、議第17号寒河江

市手数料条例の一部改正について、議第19号寒

河江市中小企業及び小規模企業振興基本条例の

制定について、議第20号寒河江市営住宅条例の

一部改正について、議第21号下水道事業の地方

公営企業法全部適用に伴う関係条例の整備に関

する条例の制定について、議第23号「寒河江市

公共下水道寒河江市浄化センターの建設工事に

関する協定の締結について」の一部変更につい

て（平成30年度における寒河江市公共下水道寒

河江市浄化センターの建設工事に関する協定）、

議第24号「寒河江市公共下水道寒河江市浄化セ

ンターの建設工事に関する協定の締結につい

て」の一部変更について（令和元年度における

寒河江市公共下水道寒河江市浄化センターの建

設工事に関する協定）、議第26号市道路線の変

更について、議第27号市道路線の認定について

及び議第28号辺地に係る公共的施設の総合整備

計画の一部変更についての10案件を一括して採

決いたします。 

  ただいまの10案件に対する委員長報告はいず

れも可決であります。 

  10案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 
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   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第14号、議第17号、議第19号、議

第20号、議第21号、議第23号、議第24号、議第

26号、議第27号及び議第28号の10案件は原案の

とおり可決されました。 

  次に、請願第１号「最低賃金の改善と中小企

業支援策の拡充を求める意見書」の提出を求め

る請願を起立により採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は採択であります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに賛成

の議員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  賛成少数であります。 

  よって、請願第１号は不採択とすることに決

しました。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 日程第29、議第15号寒河江市印

鑑条例の一部改正についてから日程第32、議第

25号指定管理者の指定の期間の変更についてま

での４案件を一括議題といたします。 

 

厚生文教常任委員会の 

審査の経過並びに結果報告 

 

○柏倉信一議長 日程第33、厚生文教常任委員会

の審査の経過並びに結果報告であります。 

  厚生文教常任委員長報告を求めます。古沢厚

生文教常任委員長。 

   〔古沢清志厚生文教常任委員長 登壇〕 

○古沢清志厚生文教常任委員長 厚生文教常任委

員会における審査の経過と結果について御報告

申しあげます。 

  本委員会は、３月11日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  付託されました案件は、議第15号、議第18号、

議第22号及び議第25号の４案件であります。 

  審査に入る前に、審査の都合上、初めに議第

15号の審査を行った後、議第18号、議第25号、

議第22号の順で審査を行うことを諮り、異議な

く、了承されました。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第15号寒河江市印鑑条例の一部改

正についてを議題とし、当局の説明を求め、質

疑に入りましたが、御報告する質疑もなく、討

論を終結し、採決の結果、賛成多数をもって原

案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第18号寒河江市市民浴場に関する条

例の一部改正についてを議題とし、当局の説明

を求め、質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「東日本大震災の被災者等に対し、

市民浴場の使用料を無料とする期間を１年間延

長するとのことだが、現在避難者は市内に何名

くらいいるのか」との問いがあり、当局より

「２月28日現在、避難者の方は65名おり、世帯

数にすると25世帯です。内訳は、未就学児３名、

小学生７名、中学生６名、高校生６名、成年36

名、高齢者７名となっています」との答弁があ

りました。 

  委員より「震災から９年がたつ現在もこちら

に残られている方の中には、今後も引き続き本

市におられる方も多いと推察するが、この無料

期間はずっと延長していくという考えか」との

問いがあり、当局より「支援内容の見直しや支

援をいつまで続けるかについては、市の避難者

支援部会で協議し、決めていきたいと考えてお

ります」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第25号指定管理者の指定の期間の変

更についてを議題とし、当局の説明を求め、質

疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 
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  委員より「公募によらず、指定管理者の期間

を延長することについて伺う。12月定例会で提

案のあった保育所の場合は、１年という短期間

であることや、子供たちへの影響ということが

あった。今回の市民浴場は、３年間の延長との

ことだが、公募しないと判断した理由について

もう少し詳しく聞きたい」との問いがあり、当

局より「通常は５年というスパンで指定管理者

を見直し、公募して更新していきます。今回の

場合は、現在の市民浴場が閉場するまでの３年

という限られた期間であり、寒河江市公の施設

に係る指定管理者の指定手続等に関する条例第

４条第２項第４号の規定に基づき、公募を行わ

ないと判断しています」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第22号寒河江市立病院事業の設置等

に関する条例の一部改正についてを議題とし、

当局の説明を求め、質疑に入りましたが、御報

告する質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、

賛成多数をもって原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

  以上で、厚生文教常任委員会における審査の

経過と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第34、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  議第15号寒河江市印鑑条例の一部改正につい

て、議第18号寒河江市市民浴場に関する条例の

一部改正について、議第22号寒河江市立病院事

業の設置等に関する条例の一部改正について及

び議第25号指定管理者の指定の期間の変更につ

いての４案件を一括して採決いたします。 

  ただいまの４案件に対する委員長報告はいず

れも可決であります。 

  ４案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第15号、議第18号、議第22号及び

議第25号の４案件は原案のとおり可決されまし

た。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 次に、日程第35、議第30号令和

元年度寒河江市一般会計補正予算（第８号）及

び日程第36、議第31号令和２年度寒河江市一般

会計補正予算（第１号）の２案件を一括議題と

いたします。 

 

議 案 説 明 

 

○柏倉信一議長 日程第37、議案説明であります。 

  市長から提案理由の説明を求めます。佐藤市

長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 ただいまは、令和２年度寒河江

市一般会計予算を初め、特別会計、企業会計の

各予算及び条例等を御可決いただきまして、ま

ことにありがとうございました。 

  それでは、追加提案をいたしました議第30号

令和元年度寒河江市一般会計補正予算（第８

号）及び議第31号令和２年度寒河江市一般会計

補正予算（第１号）につきまして、関連がござ

いますので、一括して御説明を申しあげます。 
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  このたびの補正予算２件は、令和２年度に実

施を予定しておりました慈恩寺ガイダンス施設

整備のうち、地方創生拠点整備交付金に係る部

分が令和元年度の国の補正予算の対象として採

択されたことから、本市におきましても令和元

年度の予算にて実施するものでございます。 

  初めに、議第30号令和元年度寒河江市一般会

計補正予算（第８号）につきましては、２億

7,331万４,000円の追加となり、予算総額を歳

入歳出それぞれ230億5,936万2,000円とするも

のでございます。 

  また、議第31号令和２年度寒河江市一般会計

補正予算（第１号）につきましては、２億

7,331万４,000円の減額となり、予算総額を歳

入歳出それぞれ213億8,368万6,000円とするも

のでございます。 

  以上、補正予算２案件について御提案申しあ

げましたが、詳細につきましては関係課長より

御説明申しあげますので、よろしく御審議の上、

御可決くださいますようお願い申しあげる次第

でございます。 

  以上であります。 

○柏倉信一議長 議第30号及び議第31号の詳細説

明を求めます。高林財政課長。 

   〔高林雅彦財政課長 登壇〕 

○高林雅彦財政課長 私からは、補正予算２件の

歳入など、歳出を除く部分について一括して御

説明申しあげます。 

  議第30号令和元年度寒河江市一般会計補正予

算（第８号）の歳入につきましては、予算書の

６ページ、事項別明細書をごらんください。 

  13款２項１目総務費国庫補助金は、事業費の

２分の１の１億3,665万6,000円を地方創生拠点

整備交付金として計上するものでございます。 

  20款１項２目の文化財保存活用事業債は、国

の交付金を充てた後の全額に補正予算債を活用

できますので、上限額の１億3,660万円を計上

いたしました。 

  補正予算債は、元利償還金の50％に相当する

額を後年度において普通交付税の基準財政需要

額に算入する措置がある有利な起債となってお

ります。 

  上段の９款１項１目地方交付税は、10万円未

満の金額の市債を発行できないことから、不足

する額５万8,000円を地方交付税で対応しよう

とするものでございます。 

  続きまして、４ページの第２表、繰越明許費

補正でございます。 

  予算が成立した後からの着手になりますので、

事業の年度内完了が困難なため、令和２年度に

全額を繰り越すものでございます。 

  次に、５ページの第３表、地方債補正でござ

います。 

  歳入の20款で説明を申しあげました市債を追

加するため、限度額を変更するものでございま

す。 

  次に、議第31号令和２年度寒河江市一般会計

補正予算（第１号）の歳入につきまして、予算

書の５ページ、事項別明細書をごらんください。 

  15款２項１目総務費国庫補助金は、歳出の減

に対応し、地方創生拠点整備交付金の全額を減

額するものであります。 

  20款１項１目繰越金及び22款１項２目の文化

財保存活用事業債につきましても、同様に歳出

の減に伴い減額するものであります。 

  次に、４ページの第２表、地方債補正ですが、

市債の減額に対応するため、限度額を変更する

ものでございます。 

  以上でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

○柏倉信一議長 後藤慈恩寺振興課長。 

   〔後藤芳和慈恩寺振興課長 登壇〕 

○後藤芳和慈恩寺振興課長 私からは、歳出につ

いて御説明させていただきます。 

  初めに、議第30号令和元年度寒河江市一般会

計補正予算（第８号）の歳出につきまして、予
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算書により御説明申しあげます。 

  予算書７ページをごらんください。 

  ２款総務費１項総務管理費６目企画費、史跡

慈恩寺旧境内整備事業ですが、史跡慈恩寺を事

前学習する慈恩寺ガイダンス施設のうち、地方

創生拠点整備交付金に係る部分の建物建設や外

構工事を行うもので、13節、建築工事監理及び

外構工事設計監理の委託料として601万4,000円、

15節、建築工事や外構工事の工事請負費として

２億6,730万円を計上するものであります。 

  次に、議第31号令和２年度寒河江市一般会計

補正予算（第１号）の歳出につきまして、予算

書により御説明申しあげます。 

  予算書６ページをごらんください。 

  ２款総務費１項総務管理費６目企画費、史跡

慈恩寺旧境内整備事業ですが、ただいま御説明

いたしました議第30号令和元年度寒河江市一般

会計補正予算（第８号）に計上することにより、

同額の予算を減額するものであります。 

  以上、よろしくお願い申しあげます。 

 

委 員 会 付 託 

 

○柏倉信一議長 日程第38、委員会付託でありま

す。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議第30号及び

議第31号については、会議規則第37条第３項の

規定により委員会付託を省略したいと思います。

これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、委員会付託を省略することに決しま

した。 

 

質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第39、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  初めに、議第30号について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第31号について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  議第30号令和元年度寒河江市一般会計補正予

算（第８号）を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の議員

の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  賛成多数であります。 

  よって、議第30号は原案のとおり可決されま

した。 

  次に、議第31号令和２年度寒河江市一般会計

補正予算（第１号）を採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の議員

の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  賛成多数であります。 

  よって、議第31号は原案のとおり可決されま

した。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 日程第40、議会案第１号寒河江

市議会委員会条例の一部改正についてを議題と

いたします。 

 

議 案 説 明 

 

○柏倉信一議長 日程第41、議案説明であります。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議会案第１号
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については、会議規則第37条第３項の規定によ

り提案理由の説明を省略したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、提案理由の説明を省略することに決

しました。 

 

質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第42、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  議会案第１号について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  議会案第１号寒河江市議会委員会条例の一部

改正についてを採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議会案第１号は原案のとおり可決さ

れました。 

 

議 案 上 程 

 

○柏倉信一議長 日程第43、議会案第２号最低賃

金の改善と中小企業支援策の拡充を求める意見

書の提出についてを議題といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○柏倉信一議長 日程第44、議案説明であります。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議会案第２号

については、会議規則第37条第３項の規定によ

り議案説明を省略したいと思います。これに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議案説明を省略することに決しまし

た。 

 

質疑・討論・採決 

 

○柏倉信一議長 日程第45、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  議会案第２号について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議会案第２号最低賃金の改善と中小

企業支援策の拡充を求める意見書の提出につい

てを起立により採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の議員

の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  賛成少数であります。 

  よって、議会案第２号は否決されました。 

 

常任委員会及び議会運営委員会の 

閉会中における委員会調査申出 

並びに委員派遣承認要求について 

 

○柏倉信一議長 日程第46、常任委員会及び議会

運営委員会の閉会中における委員会調査申出並

びに委員派遣承認要求についてであります。 

  このことにつきましては、お示ししておりま

す文書のとおり各委員長より申し出があります。 

  お諮りいたします。 

  各委員長の申し出のとおり決することに御異
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議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、各委員長の申し出のとおり決しまし

た。 

 

   閉    会    午前１１時２９分 

 

○柏倉信一議長 これにて令和２年第１回寒河江

市議会定例会を閉会いたします。 

  大変御苦労さまでした。 
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    寒河江市議会議長   柏  倉  信  一 

 

 

    会議録署名議員   後  藤  健 一 郎 

 

 

    会議録署名議員   沖  津  一  博 
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令和２年３月９日（月曜日）予算特別委員会① 

 

○出席委員（１５名） 

   ２番  太  田  陽  子  委員     ３番  鈴  木  み ゆ き  委員 

   ４番  安 孫 子  義  徳  委員     ５番  月  光  裕  晶  委員 

   ６番  後  藤  健 一 郎  委員     ７番  伊  藤  正  彦  委員 

   ８番  渡  邉  賢  一  委員     ９番  古  沢  清  志  委員 

  １０番  佐  藤  耕  治  委員    １１番  太  田  芳  彦  委員 

  １２番  沖  津  一  博  委員    １３番  國  井  輝  明  委員 

  １４番  荒  木  春  吉  委員    １５番  木  村  寿 太 郎  委員 

  １６番  阿  部     清  委員 

○欠席委員（なし） 

○遅刻委員（なし） 

○早退委員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  菅 野 英 行  副 市 長 

軽 部   賢  教 育 長  設 楽 伸 子  
総務課長（併） 
選挙管理委員会 
事 務 局 長 

中 田 隆 行  企画創成課長  高 林 雅 彦  財 政 課 長 

那 須 清 人  市民生活課長  土 田 理 一  建設管理課長 

門 口 隆 太  
農林課長（併）
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

 武 田 伸 一  商工推進課長 

片 桐 勝 元  健康福祉課長  小 林 博 之  子育て推進課長 

大 沼 利 子  学校教育課長     

○事務局職員出席者 

田 宮 信 明  事 務 局 長  東海林 茂 美  局 長 補 佐 

齋 藤 晴 光  総 務 係 長  兼 子 拓 也  総 務 係 主 事 
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   予算特別委員会議事日程第１号  第１回定例会 

   令和２年３月９日（月）     本会議終了後開議 

 

   開  会 

日程第 １ 議第 １号 令和元年度寒河江市一般会計補正予算（第７号） 

 〃  ２ 議案説明 

 〃  ３ 質疑 

 〃  ４ 分科会分担付託 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第１号に同じ 

 

 

 

   開    会     午前９時４０分 

 

○渡邉賢一委員長 おはようございます。 

  ただいまから予算特別委員会を開会いたしま

す。 

  出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 

議 案 上 程 

 

○渡邉賢一委員長 日程第１、議第１号令和元年

度寒河江市一般会計補正予算（第７号）を議題

といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○渡邉賢一委員長 日程第２、議案説明でありま

す。 

  お諮りいたします。 

  議案説明は本会議において受けておりますの

で、この際省略することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議案説明は省略することに決しまし

た。 

 

質     疑 

 

○渡邉賢一委員長 日程第３、これより質疑に入

りますが、各委員の所属する分科会の審査案件

に関する質疑は極力控えるとともに、直接予算

にかかわる部分に絞って発言され、また、執行

部におきましても、質問者の意をよく捉えられ、

簡潔にして適切に答弁されますよう御協力願い

ます。 

  初めに、議第１号第１表中歳入全部について

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第１款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第２款について質疑はありません

か。 
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   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第３款及び歳出第４款について質

疑はありませんか。佐藤委員。 

○佐藤耕治委員 15ページ、16ページ、３款民生

費２項児童福祉費１目児童福祉費、子育て支援

医療給付事業612万9,000円と計上されておりま

すけれども、毎年継続されているこの事業につ

きまして、今回はなぜこの補正を組んだのか、

その理由とその内容についてお伺いいたします。 

○渡邉賢一委員長 小林子育て推進課長。 

○小林博之子育て推進課長 お答えいたします。 

  今回の子ども・子育て支援事業の返還金につ

きましては、前年度の子ども・子育て支援交付

金の額の確定に伴いまして、前年に過大に交付

されました交付金を返還するため同額を計上し

たものでございます。以上です。 

○渡邉賢一委員長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第６款から歳出第８款までについ

て質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第10款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第１号第２表から第４表までについ

て質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

分科会分担付託 

 

○渡邉賢一委員長 日程第４、分科会分担付託で

あります。 

  このことにつきましては、お示ししておりま

す分科会分担付託案件表のとおり、それぞれの

分科会に分担付託いたします。 

 

 

 分科会分担付託案件表 

分 科 会 分担付託案件 

総務産業分科会 

議第１号第１表中歳入全

部、歳出第１款、歳出第２

款の一部、歳出第６款、歳

出第７款、歳出第８款、第

２表、第３表、第４表 

厚生文教分科会 

議第１号第１表中歳出第２

款の一部、歳出第３款、歳

出第４款、歳出第１０款 

 

 

   散    会     午前９時４４分 

 

○渡邉賢一委員長 本日はこれにて散会いたしま

す。 

  御苦労さまでした。 
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令和２年３月１１日（水曜日）予算特別委員会① 

 

○出席委員（１５名） 

   ２番  太  田  陽  子  委員     ３番  鈴  木  み ゆ き  委員 

   ４番  安 孫 子  義  徳  委員     ５番  月  光  裕  晶  委員 

   ６番  後  藤  健 一 郎  委員     ７番  伊  藤  正  彦  委員 

   ８番  渡  邉  賢  一  委員     ９番  古  沢  清  志  委員 

  １０番  佐  藤  耕  治  委員    １１番  太  田  芳  彦  委員 

  １２番  沖  津  一  博  委員    １３番  國  井  輝  明  委員 

  １４番  荒  木  春  吉  委員    １５番  木  村  寿 太 郎  委員 

  １６番  阿  部     清  委員 

○欠席委員（なし） 

○遅刻委員（なし） 

○早退委員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  菅 野 英 行  副 市 長 

軽 部   賢  教 育 長  設 楽 伸 子  
総務課長（併） 
選挙管理委員会 
事 務 局 長 

中 田 隆 行  企画創成課長  高 林 雅 彦  財 政 課 長 

那 須 清 人  市民生活課長  土 田 理 一  建設管理課長 

門 口 隆 太  
農林課長（併）
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

 武 田 伸 一  商工推進課長 

片 桐 勝 元  健康福祉課長  小 林 博 之  子育て推進課長 

大 沼 利 子  学校教育課長     

○事務局職員出席者 

田 宮 信 明  事 務 局 長  東海林 茂 美  局 長 補 佐 

齋 藤 晴 光  総 務 係 長  兼 子 拓 也  総 務 係 主 事 
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   予算特別委員会議事日程第２号  第１回定例会 

   令和２年３月１１日（水）    午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 議第 １号 令和元年度寒河江市一般会計補正予算（第７号） 

 〃  ２ 分科会審査の経過並びに結果報告 

      （１）総務産業分科会委員長報告 

      （２）厚生文教分科会委員長報告 

 〃  ３ 質疑・討論・採決 

   閉  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第２号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○渡邉賢一委員長 おはようございます。 

  ただいまから予算特別委員会を再開いたしま

す。 

  出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 

議 案 上 程 

 

○渡邉賢一委員長 日程第１、議第１号令和元年

度寒河江市一般会計補正予算（第７号）を議題

といたします。 

 

分科会審査の経過並びに結果報告 

 

○渡邉賢一委員長 日程第２、分科会審査の経過

並びに結果報告であります。 

 

 

総務産業分科会委員長報告 

 

○渡邉賢一委員長 初めに、総務産業分科会委員

長報告を求めます。佐藤総務産業分科会委員長。 

  〔佐藤耕治総務産業分科会委員長 登壇〕 

○佐藤耕治総務産業分科会委員長 おはようござ

います。 

  総務産業分科会における審査の経過と結果に

ついて御報告申しあげます。 

  本分科会は、３月９日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  分担付託されました案件は、議第１号第１表

中歳入全部、歳出第１款、歳出第２款の一部及

び歳出第６款から歳出第８款まで並びに第２表

から第４表までであります。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第１号令和元年度寒河江市一般会

計補正予算（第７号）第１表中歳入全部を議題

とし、当局の説明を求め質疑に入りましたが、

御報告する質疑もなく、討論を終結し、採決の

結果、賛成多数をもって原案を了とすることに
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決しました。 

  次に、議第１号第１表中歳出第１款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りましたが、質

疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成多

数をもって原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第１号第１表中歳出第２款の一部を

議題とし、当局の説明を求め質疑に入りました

が、質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、

賛成多数をもって原案を了とすることに決しま

した。 

  次に、議第１号第１表中歳出第６款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「農業振興費の年間予算約１億

2,000万円のうち、約3,200万円が減額になった

理由は」との問いがあり、当局より「理由は２

つあります。１つ目は、園芸大国やまがた育成

支援事業費補助金においてイチゴハウスの建設

を予定していましたが、要望されていた方の都

合で当初の計画を変更しました。これを受けて

再度県へ要望しましたが、既に県の予算が消化

されていたため、申請できない状況となりまし

た。２つ目が、高収益園芸産地パワーアップ支

援事業費補助金においてバラハウスにおける被

覆資材機能向上の支援を、県に相談の上、予定

していました。しかし、この支援策は今年度か

ら対象外になったとの判断が国からなされ、急

遽中止となったことによるものです」との答弁

がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第１号第１表中歳出第７款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「当初6,000人を見込んでいたプレ

ミアム付商品券の換金者が実際は約4,000人だ

ったため、5,000万円の減額補正となった。消

費増税に伴う消費喚起を目的に行われた事業で

あるが、３分の１の方は辞退している。この状

況をどのように考えているのか」との問いがあ

り、当局より「考えられる辞退とした理由とし

て、今回5,000円のプレミアムがついた商品券

となりましたが、この5,000円のプレミアムが

受け入れられなかったこと、また、申請が面倒

だと感じたかもしれません。理由についてはこ

れから検証させていただきます」との答弁があ

りました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第１号第１表中歳出第８款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りましたが、質

疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成多

数をもって原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第１号第２表を議題とし、当局の説

明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、討

論を終結し、採決の結果、賛成多数をもって原

案を了とすることに決しました。 

  次に、議第１号第３表を議題とし、当局の説

明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、討

論を終結し、採決の結果、賛成多数をもって原

案を了とすることに決しました。 

  次に、議第１号第４表を議題とし、当局の説

明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、討

論を終結し、採決の結果、賛成多数をもって原

案を了とすることに決しました。 

  以上で、総務産業分科会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

厚生文教分科会委員長報告 

 

○渡邉賢一委員長 次に、厚生文教分科会委員長

報告を求めます。古沢厚生文教分科会委員長。 

  〔古沢清志厚生文教分科会委員長 登壇〕 

○古沢清志厚生文教分科会委員長 おはようござ

います。 

  厚生文教分科会における審査の経過と結果に
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ついて御報告申しあげます。 

  本分科会は、３月９日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  分担付託されました案件は、議第１号第１表

中歳出第２款の一部、歳出第３款、歳出第４款

及び歳出第10款であります。 

  審査に入る前に、審査の都合上、初めに第１

表中歳出第２款の一部の審査を行った後、歳出

第４款、歳出第３款、歳出第10款の順で審査を

行うことを諮り、異議なく了承されました。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第１号令和元年度寒河江市一般会

計補正予算（第７号）第１表中歳出第２款の一

部を議題とし、当局の説明を求め質疑に入りま

した。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「この補正については個人番号カー

ド交付に係る事務量がふえたためとのことで、

今現在も申請数がふえているということだと思

われるが、どのような状況になっているのか」

との問いがあり、当局より「昨年度は月平均20

枚から30枚の申請であったものが、今年度は、

国家公務員や地方公務員の個人番号カード取得

促進のための施策が進められたことにより、10

月以降、月平均で110枚から120枚と申請件数が

ふえております」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、第１表中歳出第４款を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「市民浴場のＰＦＩ導入可能性調査

はどれくらいの期間を予定しているのか」との

問いがあり、当局より「当調査については今年

度の国の補助事業となりますが、予算を繰り越

して来年度に実施する計画としております。現

在のところ、調査期間はことし４月から11月ご

ろまでを予定しております」との答弁がありま

した。 

  委員より「ＰＦＩ導入の可能性の調査という

ことは、ＰＦＩを導入できないという可能性も

あるのか」との問いがあり、当局より「御案内

のとおりＰＦＩというのは民間事業者の活力を

使って事業を行うもので、民間事業者では営業

が成り立たず、手を挙げる事業者が出ないとい

うことになれば、ＰＦＩを活用せず市の単独事

業で実施するということになります」との答弁

がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、第１表中歳出第３款を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りましたが、御報告する

質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成

多数をもって原案を了とすることに決しました。 

  次に、第１表中歳出第10款を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「この補正では幸生小学校を除く市

内12の小中学校の高速ネットワーク環境の整備

を行うとのことだが、工事完了後は端末があれ

ばすぐにネットワークを使用できる状態まで整

備されるということか」との問いがあり、当局

より「この整備によりＷｉ－Ｆｉの環境が整う

ことになり、タブレット等の端末を使用できる

ようになります」との答弁がありました。 

  委員より「国のＧＩＧＡスクール構想では、

ネットワークの整備は令和２年度まで、端末の

整備は令和５年度までに行うということを掲げ

ていたと思うが、端末の整備について現時点で

の計画はどう考えているのか」との問いがあり、

当局より「今回のネットワーク整備については、

この補正予算を来年度に繰り越し、１年をかけ

て実施する予定です。その間、学校と教育委員

会で端末の整備について協議し、令和５年度に

向け段階的に整備を行っていく予定です。また、

ＧＩＧＡスクール構想とは別に今年度は各小学
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校１クラス分にタブレットを導入しており、さ

らに来年度の当初予算において各中学校１クラ

ス分にタブレットを導入する考えでおります」

との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  以上で、厚生文教分科会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○渡邉賢一委員長 日程第３、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  初めに、総務産業分科会委員長報告に対する

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、厚生文教分科会委員長報告に対する質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。討論はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議第１号令和元年度寒河江市一般会

計補正予算（第７号）を採決いたします。 

  本案に対する各分科会委員長報告は、いずれ

も原案を了とするものであります。 

  本案は原案のとおり決することに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第１号は原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

 

   閉    会     午前９時４６分 

 

○渡邉賢一委員長 以上をもって予算特別委員会

を閉会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

 

 以上会議の結果を記載し、相違ないことを証す

るために署名する。 

 

予算特別委員会委員長  渡 邉 賢 一 
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令和２年３月１１日（水曜日）予算特別委員会② 

 

○出席委員（１５名） 

   ２番  太  田  陽  子  委員     ３番  鈴  木  み ゆ き  委員 

   ４番  安 孫 子  義  徳  委員     ５番  月  光  裕  晶  委員 

   ６番  後  藤  健 一 郎  委員     ７番  伊  藤  正  彦  委員 

   ８番  渡  邉  賢  一  委員     ９番  古  沢  清  志  委員 

  １０番  佐  藤  耕  治  委員    １１番  太  田  芳  彦  委員 

  １２番  沖  津  一  博  委員    １３番  國  井  輝  明  委員 

  １４番  荒  木  春  吉  委員    １５番  木  村  寿 太 郎  委員 

  １６番  阿  部     清  委員 

○欠席委員（なし） 

○遅刻委員（なし） 

○早退委員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  菅 野 英 行  副 市 長 

軽 部   賢  教 育 長  久保田 洋 子  病院事業管理者 

設 楽 伸 子  
総務課長（併） 
選挙管理委員会 
事 務 局 長 

 中 田 隆 行  企画創成課長 

高 林 雅 彦  財 政 課 長  渡 辺 優 子  税 務 課 長 

那 須 清 人  市民生活課長  土 田 理 一  建設管理課長 

斎 藤 利 浩  上下水道課長  門 口 隆 太  
農林課長（併）
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

武 田 伸 一  商工推進課長  猪 倉 秀 行  
さくらんぼ観光 
課 長 

後 藤 芳 和  慈恩寺振興課長  片 桐 勝 元  健康福祉課長 

鈴 木   隆  高齢者支援課長  小 林 博 之  子育て推進課長 

眞 木 立 子  
会 計 管 理 者 
（兼）会計課長  原 田 真 司  病 院 事 務 長 

大 沼 利 子  学校教育課長  柏 倉 信 一  生涯学習課長 

小 泉   尚  
ス ポ ー ツ 
振 興 課 長  軽 部 修 一  

監 査 委 員 
事 務 局 長 

○事務局職員出席者 

田 宮 信 明  事 務 局 長  東海林 茂 美  局 長 補 佐 

齋 藤 晴 光  総 務 係 長  兼 子 拓 也  総 務 係 主 事 
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   予算特別委員会議事日程第３号  第１回定例会 

   令和２年３月１１日（水）    本会議終了後開議 

 

   開  会 

日程第 １ 議第 ４号 令和２年度寒河江市一般会計予算 

 〃  ２ 議第 ５号 令和２年度寒河江市国民健康保険特別会計予算 

 〃  ３ 議第 ６号 令和２年度寒河江市後期高齢者医療特別会計予算 

 〃  ４ 議第 ７号 令和２年度寒河江市介護保険特別会計予算 

 〃  ５ 議第 ８号 令和２年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計予算 

 〃  ６ 議第 ９号 令和２年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）予算 

 〃  ７ 議第１０号 令和２年度寒河江市下水道事業会計予算 

 〃  ８ 議第１１号 令和２年度寒河江市立病院事業会計予算 

 〃  ９ 議第１２号 令和２年度寒河江市水道事業会計予算 

 〃 １０ 議案説明 

 〃 １１ 質疑 

 〃 １２ 分科会分担付託 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第３号に同じ 

 

 

 

   開    会    午前１０時４５分 

 

○渡邉賢一委員長 ただいまから予算特別委員会

を開会いたします。 

  出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより会議を開きます。 

 

議 案 上 程 

 

○渡邉賢一委員長 日程第１、議第４号令和２年

度寒河江市一般会計予算から日程第９、議第12

号令和２年度寒河江市水道事業会計予算までの

９案件を一括議題といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○渡邉賢一委員長 日程第10、議案説明でありま

す。 

  お諮りいたします。議案説明は本会議におい

て受けておりますので、この際省略することに

御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  異議なしと認めます。 

  よって、議案説明は省略することに決しまし

た。 
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質     疑 

 

○渡邉賢一委員長 日程第11、これより質疑に入

りますが、各委員の所属する分科会の審査案件

に関する質疑は極力控えるとともに、直接予算

にかかわる部分に絞って発言され、また、執行

部におきましても、質問者の意をよく捉えられ、

簡潔にして適切に答弁されますよう御協力願い

ます。 

  初めに、議第４号令和２年度寒河江市一般会

計予算の質疑に入ります。 

  議第４号第１表中歳入全部について質疑はあ

りませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第１款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第２款について質疑はありません

か。後藤委員。 

○後藤健一郎委員 それでは、お伺いさせていた

だきます。２款１項10目についてであります。

先ほど本会議の場でもお伺いいたしましたけれ

ども、今回の予算の増額は増便とかではないと

いうことでございました。 

  こちらは私が決算の特別委員会でも述べさせ

ていただいたとおりなんですけれども、同じ項

目の中にあるデマンド型公共交通事業と比べま

すと、非常に費用対効果がこちらは低いという

のが現状でございます。利用人数が同程度です

と、今回予算を上げた分、費用対効果がさらに

悪くなると思うんですが、来年度の利用者数増、

上げるという方策について伺いたいと思います。 

○渡邉賢一委員長 中田企画創成課長。 

○中田隆行企画創成課長 お答えいたします。 

  循環バスにつきましては、平成28年１月27日

から実証運行を開始し、平成28年12月１日から

本格運行しておりますが、利用者数につきまし

ては、平成28年度が2,796人、平成29年度が

3,462人と毎年600人強の増加で推移していると

ころでございます。今年度につきましても、１

月末までの数字で昨年度と比較しますと282人

増加しており、市民の方に徐々に浸透している

ことや、ダイヤの見直し、停留所の追加等を行

ってきた効果が出てきているものと認識してお

ります。 

  このような中で今後もさらなる利用者増に向

け取り組む必要があると考えておりまして、利

用者へのアンケートや委託事業者への聞き取り

等を継続して実施し、利便性向上を図ることに

より、さらなる利用者増につなげていきたいと

考えております。 

○渡邉賢一委員長 後藤委員。 

○後藤健一郎委員 そうですね。市民の大事な足

となるものでございますので、費用対効果では

ないというところももちろんあるかとは思うん

ですけれども、やはり私たち地方自治体の規範

となる地方自治法の一番最初のほうに、第２条

に最少の経費で最大の効果を上げるようにしな

ければならないと。これは私が言うまでもござ

いませんが、そちらが明記されている以上、費

用対効果というものを考慮しながら、さらなる、

特にデマンド型ですと呼んでということでいい

んですけれども、常に走らせる公共交通、循環

型のほうはやはり利用者数の増加が一番でござ

いますので、そちらをぜひ取り組んでいただき

たいと思います。 

○渡邉賢一委員長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第３款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第４款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第５款について質疑はありません

か。 
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   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第６款について質疑はありません

か。後藤委員。 

○後藤健一郎委員 ６款３項１目について伺いた

いと思います。こちらは内水面水産振興事業に

なっておりますけれども、寒河江川でアユ釣り

を楽しまれている市民の方から、昨シーズンの

アユの釣果が非常に悪かったというようなお話

を伺っております。もちろん天候とか雨量と自

然的な要因はあると思うんですけれども、一概

に何が原因というのは特定はできないと思うん

ですが、ただ、いろいろ話を伺ったところ、カ

ワウによる被害、あるいはこれまで寒河江川で

は見られなかったブラックバスなんかも見られ

るようになったというようなお話も私は聞いて

おります。 

  寒河江川のアユをＰＲする上で、稚魚の放流

だけではなくて、こういった要因についても考

慮していかなくてはならないと思うんですけれ

ども、いかがでしょうか。 

○渡邉賢一委員長 門口農林課長。 

○門口隆太農林課長（併）農業委員会事務局長  

  お答えいたします。 

  先ほど委員からお話しいただきましたとおり、

今予算として計上させていただいているものは

稚魚の放流に対する補助ということで、最上川

第二漁業協同組合に補助をしているものでござ

います。 

  寒河江川のアユにつきましては、アユの餌で

ある藻が減ったことによって数が減っていると

いう話が一番多く聞かれるものではございます

けれども、御指摘ありましたとおり、カワウや

ブラックバスによる捕食も一因であると考えて

おります。このことについては、同漁協におき

まして、カワウに対しては竹や花火による追い

払いを実施しておりますし、令和２年におきま

しては試験的に水糸を張ってカワウを追い払う

と。ブラックバスに対しましては、網をかけて

駆除できないかということを試験的に行うとい

うふうに話を聞いております。まず試験的に行

う段階だということも伺っておりますので、市

のほうとしましては、その成果について共有し

てもらった上で、市の魚として位置づけており

ますアユの生息環境を確保できるように対応を

検討していきたいと考えております。 

○渡邉賢一委員長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第７款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第８款について質疑はありません

か。沖津委員。 

○沖津一博委員 昨年、高屋、嶋の踏切というか

高屋線でありますけれども、昨年水路工事をさ

せていただいて本当にありがたいんですけれど

も、そこで今度ＪＲとの踏切をふやすための協

議会をつくらなければならないということを聞

いておりますけれども、その協議会がいつごろ

できていつごろ決まって、工事が今度どのよう

に進んでいくのか、お聞かせをいただきたいと

思います。 

○渡邉賢一委員長 土田建設管理課長。 

○土田理一建設管理課長 嶋踏切の工事につきま

しては、今年度と来年度は踏切の拡幅工事とい

うことで２カ年で完了する予定です。協議会に

つきましては、今後検討していきたいと考えて

おります。 

○渡邉賢一委員長 沖津委員。 

○沖津一博委員 ＪＲとの協議会は今後検討する

ということは、まだ協議会が進んでいないとい

うかできていないということなんですか。 

○渡邉賢一委員長 土田建設管理課長。 

○土田理一建設管理課長 協議会、委員のおっし

ゃる協議会と、私どもで今ＪＲとは既に協議を

した上で施工しているわけなんですけれども、

ＪＲとの協議会という意味であればその協議会
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は既にありまして、協議をした上で施工してい

るということでございます。 

○渡邉賢一委員長 ほかに質疑はありませんか。

後藤委員。 

○後藤健一郎委員 それでは、２款２項２目、除

雪事業について……、いいんですよね。 

○渡邉賢一委員長 後藤委員、８款…… 

○後藤健一郎委員 失礼いたしました。８款２項

２目、除雪事業について伺いたいと思います。 

  今定例会の冒頭、市長からの行政報告にもあ

りましたが、今シーズン、除雪の出動回数とい

うのは非常に少ない状況でございました。単年

度だけ見れば除雪費用が少なくて済んだという

ことかもしれませんけれども、これが続けば、

やはり市からお願いしている機械とか人を確保

して待機している除雪協力会の方々から、もう

これでは除雪の請負を続けることができないと

いう声が出てこないかと。そうなってしまった

場合に、いざ雪が降ったときに除雪ができない

などということにならないかが非常に私心配し

ているところでございます。 

  もちろん年によって変動はございますので、

ことしだけ見てどうだという判断はできないと

思いますが、除雪事業の予算の考え方、とりわ

け待機料とかについて考えを伺わせていただき

たいと思います。 

○渡邉賢一委員長 土田建設管理課長。 

○土田理一建設管理課長 本市の場合は、除雪作

業の委託料とは別に待機補償料をお支払いして

おります。今シーズンの除雪、一斉除雪がゼロ

回という状況でございますけれども、現段階で

受託者からの要望などは特にございません。今

後、今シーズンのような除雪状況が続くようで

あれば、待機補償料などにつきまして検討しな

ければならないと考えております。 

○渡邉賢一委員長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第９款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第10款について質疑はありません

か。伊藤委員。 

○伊藤正彦委員 外国人子女等対策事業費が拡充

という形で計上されておりますが、本市の場合、

外国人子女が年々ふえているという状況なのか、

概数で結構ですけれども、今どれぐらいいらっ

しゃるのかお伺いしたいと思います。 

○渡邉賢一委員長 大沼学校教育課長。 

○大沼利子学校教育課長 お答えいたします。 

  現在、本市にはフィリピンからの帰国子女等

が小学校、中学校合わせて６名おります。来年

ですけれども、陵東中学校に５名、それから寒

河江小学校に２名という形で来年４月からにつ

いては１名増加し、７名ということで考えてお

ります。 

  年々ふえているかということですけれども、

昨年も３名、４名ほどですかね、転入しており

ますので、そして来年度以降についてもさらに

１名転入してくるというふうに聞いております

ので、ふえることは予想されると考えておりま

す。 

○渡邉賢一委員長 ほかに質疑はありませんか。

伊藤委員。 

○伊藤正彦委員 別な質問になりますけれども、

来年度、特別教室等の空調設備工事が計上され

ております。これ来年度をもって空調の整備と

いうのは完了するのか、３年度も残るのか、お

伺いしたいと思います。 

○渡邉賢一委員長 大沼学校教育課長。 

○大沼利子学校教育課長 お答えいたします。 

  来年度につきましては、小学校においては南

部小学校と高松小学校を先行実施いたします。

理由といたしましては、現在、南部小学校と高

松小学校の暖房設備がボイラーを利用した暖房

ではなく電気暖房の設備となっております。こ

の電気料が大変高額でして、冬場の電気料が夏
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場の基本料金にも影響しているという状況にな

っていることから、他校に先行して整備をし、

電気料の削減を図りたいというふうに考えてお

ります。 

  また、中学校におきましては、陵東中学校の

ボイラーがどうしても来年度には更新をしなけ

ればいけない状況になっております。この更新

をする費用と空調設備をする費用とを考えまし

た場合、エアコンの工事をしたほうが費用対効

果も上がるということで、ボイラーではなく暖

房のほうもエアコンを利用した設備にしていく

ということで、陵東中学校を先行して実施する

というふうに考えております。 

○渡邉賢一委員長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第11款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第12款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第13款について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第４号第２表について質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第４号第３表について質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第５号令和２年度寒河江市国民健康

保険特別会計予算について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第６号令和２年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計予算について質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第７号令和２年度寒河江市介護保険

特別会計予算について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第８号令和２年度寒河江市介護認定

審査会共同設置特別会計予算について質疑はあ

りませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第９号令和２年度寒河江市財産区特

別会計（高松、醍醐、三泉）予算について質疑

はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第10号令和２年度寒河江市下水道事

業会計予算について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第11号令和２年度寒河江市立病院事

業会計予算について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第12号令和２年度寒河江市水道事業

会計予算について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

分科会分担付託 

 

○渡邉賢一委員長 日程第12、分科会分担付託で

あります。 

  このことにつきましては、お示ししておりま

す分科会分担付託案件表のとおりそれぞれの分

科会に分担付託いたします。 

 

 分科会分担付託案件表 

分 科 会 分担付託案件 

総務産業分科会 

議第４号第１表中歳入全

部、歳出第１款、歳出第２

款の一部、歳出第３款の一

部、歳出第５款、歳出第６

款、歳出第７款、歳出第８

款、歳出第９款、歳出第 
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１１款、歳出第１２款、歳

出第１３款、第２表、第３

表、議第９号、議第１０

号、議第１２号 

厚生文教分科会 

議第４号第１表中歳出第２

款の一部、歳出第３款の一

部、歳出第４款、歳出第 

１０款、議第５号、議第６

号、議第７号、議第８号、

議第１１号 

 

 

   散    会    午前１１時０３分 

 

○渡邉賢一委員長 本日はこれにて散会いたしま

す。 

  御苦労さまでした。 
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令和２年３月２３日（月曜日）予算特別委員会② 

 

○出席委員（１５名） 

   ２番  太  田  陽  子  委員     ３番  鈴  木  み ゆ き  委員 

   ４番  安 孫 子  義  徳  委員     ５番  月  光  裕  晶  委員 

   ６番  後  藤  健 一 郎  委員     ７番  伊  藤  正  彦  委員 

   ８番  渡  邉  賢  一  委員     ９番  古  沢  清  志  委員 

  １０番  佐  藤  耕  治  委員    １１番  太  田  芳  彦  委員 

  １２番  沖  津  一  博  委員    １３番  國  井  輝  明  委員 

  １４番  荒  木  春  吉  委員    １５番  木  村  寿 太 郎  委員 

  １６番  阿  部     清  委員 

○欠席委員（なし） 

○遅刻委員（なし） 

○早退委員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  菅 野 英 行  副 市 長 

軽 部   賢  教 育 長  久保田 洋 子  病院事業管理者 

設 楽 伸 子  
総務課長（併） 
選挙管理委員会 
事 務 局 長 

 中 田 隆 行  企画創成課長 

高 林 雅 彦  財 政 課 長  渡 辺 優 子  税 務 課 長 

那 須 清 人  市民生活課長  土 田 理 一  建設管理課長 

斎 藤 利 浩  上下水道課長  門 口 隆 太  
農林課長（併）
農 業 委 員 会 
事 務 局 長 

武 田 伸 一  商工推進課長  猪 倉 秀 行  
さくらんぼ観光 
課 長 

後 藤 芳 和  慈恩寺振興課長  片 桐 勝 元  健康福祉課長 

鈴 木   隆  高齢者支援課長  小 林 博 之  子育て推進課長 

眞 木 立 子  
会 計 管 理 者 
（兼）会計課長  原 田 真 司  病 院 事 務 長 

大 沼 利 子  学校教育課長  柏 倉 信 一  生涯学習課長 

小 泉   尚  
ス ポ ー ツ 
振 興 課 長  軽 部 修 一  

監 査 委 員 
事 務 局 長 

○事務局職員出席者 

田 宮 信 明  事 務 局 長  東海林 茂 美  局 長 補 佐 

齋 藤 晴 光  総 務 係 長  兼 子 拓 也  総 務 係 主 事 
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   予算特別委員会議事日程第４号  第１回定例会 

   令和２年３月２３日（月）    午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 議第 ４号 令和２年度寒河江市一般会計予算 

 〃  ２ 議第 ５号 令和２年度寒河江市国民健康保険特別会計予算 

 〃  ３ 議第 ６号 令和２年度寒河江市後期高齢者医療特別会計予算 

 〃  ４ 議第 ７号 令和２年度寒河江市介護保険特別会計予算 

 〃  ５ 議第 ８号 令和２年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計予算 

 〃  ６ 議第 ９号 令和２年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）予算 

 〃  ７ 議第１０号 令和２年度寒河江市下水道事業会計予算 

 〃  ８ 議第１１号 令和２年度寒河江市立病院事業会計予算 

 〃  ９ 議第１２号 令和２年度寒河江市水道事業会計予算 

 〃 １０ 分科会審査の経過並びに結果報告 

      （１）総務産業分科会委員長報告 

      （２）厚生文教分科会委員長報告 

 〃 １１ 質疑・討論・採決 

   閉  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第４号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○渡邉賢一委員長 おはようございます。 

  ただいまから予算特別委員会を再開いたしま

す。 

  出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 

議 案 上 程 

 

○渡邉賢一委員長 日程第１、議第４号令和２年

度寒河江市一般会計予算から日程第９、議第12

号令和２年度寒河江市水道事業会計予算までの

９案件を一括議題といたします。 

 

分科会審査の経過並びに結果報告 

 

○渡邉賢一委員長 日程第10、分科会審査の経過

並びに結果報告であります。 

 

総務産業分科会委員長報告 

 

○渡邉賢一委員長 初めに、総務産業分科会委員

長報告を求めます。佐藤総務産業分科会委員長。 

  〔佐藤耕治総務産業分科会委員長 登壇〕 
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○佐藤耕治総務産業分科会委員長 おはようござ

います。 

  総務産業分科会における審査の経過と結果に

ついて御報告申しあげます。 

  本分科会は、３月11日及び12日、委員全員出

席し開会いたしました。 

  分担付託されました案件は、議第４号第１表

中歳入全部、歳出第１款、歳出第２款の一部、

歳出第３款の一部、歳出第５款から歳出第９款

まで及び歳出第11款から歳出第13款まで並びに

第２表及び第３表並びに議第９号、議第10号及

び議第12号であります。 

  審査に入る前に、審査の都合上、議第４号に

ついては、初めに第１表中歳入全部の審査を行

い、次に歳出第１款、歳出第２款の一部、歳出

第３款の一部、歳出第９款、歳出第５款、歳出

第７款、歳出第６款、歳出第８款、歳出第11款、

歳出第12款、歳出第13款、第２表、第３表の順

で審査を行うこととし、その後、議第９号、議

第10号、議第12号の順で審査することを諮り、

異議なく了承され、そのように審査することに

決しました。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第４号令和２年度寒河江市一般会

計予算第１表中歳入全部を議題とし、当局の説

明を求め質疑に入りました。 

  質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「入湯税を算定するに当たり、観光

客分をどの程度考慮したのか」との問いがあり、

当局より「観光客分は特に考慮せず、過去の実

績から算定しました」との答弁がありました。 

  委員より「国では新型コロナウイルス対策で

労働者への休業補償を打ち出したが、この休業

補償金は感染症予防事業費等国庫補助金に入る

のか」との問いがあり、当局より「感染症予防

事業費等国庫補助金に入るのは現行で予防接種

に関係する事業となります。なお、新型コロナ

ウイルス対策に対する詳細な支援の情報は国か

らまだ入ってきていません」との答弁がありま

した。 

  委員より「昨年の10月から消費税が２％増と

なったが、この増税分は本市においてどの程度

社会保障に充てられたのか」との問いがあり、

当局より「約５億1,600万円が社会福祉、社会

保険、保健衛生の事業に充てられました」との

答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第４号第１表中歳出第１款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りましたが、質

疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成多

数をもって原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第４号第１表中歳出第２款の一部を

議題とし、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「臨時職員等給与費で計上している

会計年度任用職員は何人か、また、各課に配置

される再任用職員は何人になるのか」との問い

があり、当局より「パートタイム、会計年度任

用職員として臨時職員等給与費に30人を計上し

ています。また、再任用職員は10人となりま

す」との答弁がありました。 

  委員より「庁舎維持管理事業で直通ダイヤル

インを導入するとのことだが、これまでと何か

変わるところはあるのか」との問いがあり、当

局より「これまでは市役所の代表電話番号にか

けていただくと電話交換手が各係へ電話をつな

ぐ作業をしていましたが、今後は各係ごとに電

話番号を設けますので、直通で各係へかけるこ

とが可能となります。なお、市役所の代表電話

番号は４月以降も今までどおり利用可能です」

との答弁がありました。 

  委員より「国際交流事業の目玉事業は何か」

との問いがあり、当局より「４月22日から姉妹

都市の寒川町でスケートボードの東京オリンピ

ック予選会を兼ねたアークリーグという大会が
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あり、この大会への応援ツアーを企画していま

す。また、東京オリンピック終了後に韓国選手

団をお招きし、寒河江スケートパークで寒河江

スケートボードフェスティバルを秋口に開催す

る予定です」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第４号第１表中歳出第３款の一部を

議題とし、当局の説明を求め質疑に入りました

が、質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、

賛成多数をもって原案を了とすることに決しま

した。 

  次に、議第４号第１表中歳出第９款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「災害時に備えて乳児用液体ミルク

を備蓄するとのことだが、どの程度備蓄するの

か」との問いがあり、当局より「保存期間が約

１年のものを250本備蓄します」との答弁があ

りました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第４号第１表中歳出第５款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「市勤労者生活安定資金預託金がふ

えているが、過去３年間の貸し付け件数は何件

か」との問いがあり、当局より「平成28年度が

６件、平成29年度が７件、平成30年度が12件と

なります」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第４号第１表中歳出第７款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「フローラ・ＳＡＧＡＥに設置して

あるエスカレーターには相当電気料がかかって

いると思う。このため、自動的に運転開始・停

止となる感知式にかえれば電気料を抑えられる

のではないか」との問いがあり、当局より「感

知式のエスカレーターに更新するとなると多額

の入れかえ費用がかかります。現在の入館者数

を勘案しますと、費用対効果の観点から現状の

エスカレーターを点検しながら使用したほうが

省コストにつながると考えています」との答弁

がありました。 

  委員より「寒河江駅前から慈恩寺までタクシ

ーで向かう際、料金の補助事業があったが、来

年度も続くのか」との問いがあり、当局より

「観光情報発信事業の委託料中、二次交通支援

事業として予算計上していますので、来年度も

継続されます」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第４号第１表中歳出第６款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「さくらんぼの収穫期に労働力を確

保しようと始められたさくらんボーナスは、来

年度から新規の方しか対象にならなくなった。

その理由は何か」との問いがあり、当局より

「労働者の方と雇用した農家の方へそれぞれア

ンケートを実施した結果、99％の労働者の方は

来年も同じ農家で働きたいとの回答をされまし

た。このことから、翌年に向けた一定の労働力

は確保されたと考えています。一方、雇用した

農家の方からは、新規労働者の方との接点がな

いため労働力を確保できないとの回答が目立ち

ました。このことから、市では新規労働者確保

に重点を置くことにしたことが理由となりま

す」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第４号第１表中歳出第８款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 
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  委員より「嶋踏切の工事は来年度完成とのこ

とだが、具体的にいつごろ完成するのか。また、

工事中は通行どめとなるのか」との問いがあり、

当局より「嶋踏切の工事はＪＲと協議しながら

行いますが、協定で来年の末まで完成すること

としています。このため現段階においていつ完

成するかは未定です。また、工事期間中は通行

どめになる予定です」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第４号第１表中歳出第11款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りましたが、質

疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成多

数をもって原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第４号第１表中歳出第12款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りましたが、質

疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成多

数をもって原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第４号第１表中歳出第13款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りましたが、質

疑もなく、討論を終結し、採決の結果、賛成多

数をもって原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第４号第２表を議題とし、当局の説

明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、討

論を終結し、採決の結果、賛成多数をもって原

案を了とすることに決しました。 

  次に、議第４号第３表を議題とし、当局の説

明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、討

論を終結し、採決の結果、賛成多数をもって原

案を了とすることに決しました。 

  次に、議第９号令和２年度寒河江市財産区特

別会計（高松、醍醐、三泉）予算を議題とし、

当局の説明を求め質疑に入りましたが、質疑も

なく、討論を終結し、採決の結果、賛成多数を

もって原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第10号令和２年度寒河江市下水道事

業会計予算を議題とし、当局の説明を求め質疑

に入りましたが、質疑もなく、討論を終結し、

採決の結果、賛成多数をもって原案を了とする

ことに決しました。 

  次に、議第12号令和２年度寒河江市水道事業

会計予算を議題とし、当局の説明を求め質疑に

入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「水道施設の更新事業において自己

水源を強化するため第１号井戸を更新するとの

ことだが、いつまでに更新なるのか」との問い

があり、当局より「第１号井戸は建設してから

50年近く経過し、傷んでいる箇所がありますの

で、来年度中に更新します」との答弁がありま

した。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  以上で、総務産業分科会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

厚生文教分科会委員長報告 

 

○渡邉賢一委員長 次に、厚生文教分科会委員長

報告を求めます。古沢厚生文教分科会委員長。 

  〔古沢清志厚生文教分科会委員長 登壇〕 

○古沢清志厚生文教分科会委員長 おはようござ

います。 

  厚生文教分科会における審査の経過と結果に

ついて御報告申しあげます。 

  本分科会は、３月11日及び12日、委員全員出

席し開会いたしました。 

  分担付託されました案件は、議第４号第１表

中歳出第２款の一部、歳出第３款の一部、歳出

第４款及び歳出第10款並びに議第５号から議第

８号まで及び議第11号であります。 

  審査に入る前に、審査の都合上、初めに議第

11号の審査を行った後、議第４号、議第５号、

議第６号、議第７号、議第８号の順に審査を行

うこととし、また、議第４号については、第１

表中歳出第２款の一部の審査終了後に歳出第４
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款の審査を行い、その後、歳出第３款の一部、

歳出第10款の順で審査を行うことを諮り、異議

なく了承されました。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第11号令和２年度寒河江市立病院

事業会計予算を議題とし、当局の説明を求め質

疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「新型インフルエンザ患者対応医療

機関設備整備費補助金について詳しく聞きた

い」との問いがあり、当局より「これは県の補

助金で、昨年、一昨年に引き続き100分の100の

補助率で県内の医療機関に交付されるものです。

これまで購入したものとして予防衣や陰圧装置

があり、現在使用しています。来年度について

は県から指示された空気清浄機を購入する予定

です」との答弁がありました。 

  委員より「新型コロナウイルスの関係でマス

ク等の不足が問題となっている。市立病院とし

て、マスク、防護服、ゴーグルなどを備蓄する

ための予算は計上しているのか」との問いがあ

り、当局より「備蓄品の予算については棚卸資

産の購入限度額に記載のとおりです。流通状況

を見ながら適宜購入して置いてあります。また、

新型インフルエンザ用のサージカルマスクと防

護服は既に備蓄されているため、万が一の場合

にはそれらを使うことも可能です。さらに、今

後の新型コロナウイルスの感染拡大の状況によ

っては、国、県からしかるべき予算措置もある

ものと考えています。ただ、今回のマスクに関

しては流通すらしていないということで、予算

があっても買えないというのが現状です」との

答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第４号令和２年度寒河江市一般会計

予算第１表中歳出第２款の一部を議題とし、当

局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「自動車急発進防止装置設置費補助

金については、昨年９月の補正予算で半年で

100人分を見込んだ200万円が計上された。新年

度予算では240万円ということで、１年間で120

人分を見込んでいるということだと思うが、申

請状況はどうなっているのか」との問いがあり、

当局より「申請者については一月当たり約10名

がコンスタントに来ている状況で、それに合わ

せて240万円を計上しています」との答弁があ

りました。 

  委員より「カーブミラーはこれまで農協から

寄附をいただいていると認識している。来年度

は12基設置するとのことだが、寄附をいただく

予定はあるのか」との問いがあり、当局より

「農協から昨年度は６基いただいております。

新年度も６基いただく予定としており、それ以

外は市単独で購入するということで予算を計上

しています」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第４号第１表中歳出第４款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「献血推進事業に関して、最近は新

型コロナウイルスの影響で献血をする人が非常

に少なくなり、献血不足で困っているとの報道

があった。ぜひ献血に力を入れていただきたい

が、32万円で予算は十分なのか。また、献血協

力者の人数は何人を見込んでいるのか」との問

いがあり、当局より「一般の献血協力者として

700人分を見込んでいます。引き続き協力企業

等と相談しながら不足しないように対応してい

きたいと思います」との答弁がありました。 

  委員より「自殺対策事業に関して、これから

新型コロナウイルスによる経済への影響に伴う

自殺率の上昇が懸念される。来年度新たに実施

される対策などはあるか」との問いがあり、当
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局より「自殺対策としては、ゲートキーパーの

人材育成に加え相談窓口の周知が必要と考えて

います。来年度予算では、市ホームページ上に

「こころの体温計」を掲載し、セルフメンタル

チェックの推進と相談窓口等の情報提供を行い

ます」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第４号第１表中歳出第３款の一部を

議題とし、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「老人福祉費のふれあい配食サービ

ス事業について、１食の値段及び想定している

利用者数について教えていただきたい」との問

いがあり、当局より「弁当の料金は１食300円

と400円のものがあります。利用者は毎月入れ

かわりがありますが、平成30年度は３月末で

159名、現在も160名前後であり、来年度も同程

度を想定しています」との答弁がありました。 

  委員より「現在国では子育て支援に力を入れ

ていくということを言っているわけだが、例え

ば学童保育や子育て支援医療給付の国、県、市

の負担割合はどうなっているのか」との問いが

あり、当局より「学童保育は国、県、市がそれ

ぞれ３分の１ずつの負担になっています。子育

て支援医療給付事業は基本的に県と市が２分の

１ずつの負担となっていますが、市独自で拡大

している部分があり、その分市からの持ち出し

が多くなっている形になります」との答弁があ

りました。 

  委員より「病児保育、病後児保育の予算措置

について、利用状況等を鑑みてどのように考え

ているのか」との問いがあり、当局より「今年

度の利用実績として、病児保育「ゆうきの森」

は２月末時点で282名となっています。それに

対して病後児保育「あいはーと」については病

児保育に比べて利用率が低く、10名となってい

ます。利用状況に限らず確保しておかなければ

ならないスタッフの方というのがどうしても必

要になってくるので、できるだけ利用者が伸び

るよう、保護者のみならず各医療機関等への周

知にも力を入れていきたいです」との答弁があ

りました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第４号第１表中歳出第10款を議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「コミュニティ・スクールについて

は来年度、南部小学校、西根小学校、柴橋小学

校、高松小学校、陵東中学校の５校で先行実施

するとのことだが、委員の人数や報酬の金額は

どれくらいを見込んでいるのか」との問いがあ

り、当局より「現在要綱案という段階ですが、

委員は各学校15から20名、報酬額は１人当たり

１万2,000円ということで考えています」との

答弁がありました。 

  委員より「小中学校へのデジタル教材導入に

ついて、導入する学年、教科及び経費について

詳しく教えていただきたい」との問いがあり、

当局より「対象は全ての学校及び学年としてい

ます。経費は、小学校はライセンス料が１万円、

コンテンツ料が１学年２万円ということで、各

学校13万円を計上しています。中学校はライセ

ンス料が１万円、コンテンツ料が１学年４万円

の各学校13万円を計上しています。実際の運用

としては、導入する教科や使用する学年は各学

校で検討していただくという形を考えておりま

す」との答弁がありました。 

  委員より「公民館整備事業について１分館を

新築予定とのことであったが、どこの分館か」

との問いがあり、当局より「楯分館の新築をコ

ミュニティ助成事業費補助金で予定しておりま

す」との答弁がありました。 

  委員より「スポーツ少年団大会参加補助金に

ついて、予算額５万円ということで１団体分か
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とは思うが、市内団体の全国大会出場実績等を

含めこの予算措置の考え方について伺う」との

問いがあり、当局より「昨年の当補助金の交付

実績は１件でした。補助の対象となる経費は交

通費、宿泊費、参加料であり、７割を補助する

という制度になっています。大会、団体により

補助金額の規模が違うため、該当する団体が出

た段階で補正予算等で対応する考えでおりま

す」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第５号令和２年度寒河江市国民健康

保険特別会計予算を議題とし、当局の説明を求

め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「歳入の一般会計繰入金について、

これは病院会計と同様に基準内繰り入れ、基準

外繰り入れというものがあると思われるが、そ

の詳細を教えてほしい」との問いがあり、当局

より「基準内、基準外ではなく、法定内と法定

外に分かれています。来年度予算では法定内繰

り入れが２億6,542万1,000円、法定外繰り入れ

が2,743万8,000円となります。このうち法定外

については、保健事業、特定健診の詳細検査部

分及び被保険者の疾病予防のための繰入金とし

て1,143万8,000円、また、保険財政基盤強化と

して県単の福祉医療実施に伴う国庫負担金の減

額補塡が1,600万円となっています」との答弁

がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもっ

て原案を了とすることに決しました。 

  次に、議第６号令和２年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計予算を議題とし、当局の説明を

求め質疑に入りましたが、質疑もなく、討論を

終結し、採決の結果、賛成多数をもって原案を

了とすることに決しました。 

  次に、議第７号令和２年度寒河江市介護保険

特別会計予算を議題とし、当局の説明を求め質

疑に入りましたが、御報告する質疑もなく、討

論を終結し、採決の結果、賛成多数をもって原

案を了とすることに決しました。 

  次に、議第８号令和２年度寒河江市介護認定

審査会共同設置特別会計予算を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、

討論を終結し、採決の結果、賛成多数をもって

原案を了とすることに決しました。 

  以上で、厚生文教分科会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○渡邉賢一委員長 日程第11、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  初めに、総務産業分科会委員長報告に対する

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、厚生文教分科会委員長報告に対する質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。討論はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  議第４号令和２年度寒河江市一般会計予算、

議第５号令和２年度寒河江市国民健康保険特別

会計予算、議第６号令和２年度寒河江市後期高

齢者医療特別会計予算、議第７号令和２年度寒

河江市介護保険特別会計予算、議第８号令和２

年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計

予算、議第９号令和２年度寒河江市財産区特別

会計（高松、醍醐、三泉）予算、議第10号令和

２年度寒河江市下水道事業会計予算、議第11号

令和２年度寒河江市立病院事業会計予算及び議

第12号令和２年度寒河江市水道事業会計予算の
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９案件を一括して採決いたします。 

  ただいまの９案件に対する各分科会委員長報

告は、いずれも原案を了とするものであります。 

  ９案件は原案のとおり決することに御異議あ

りませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第４号、議第５号、議第６号、議

第７号、議第８号、議第９号、議第10号、議第

11号及び議第12号の９案件は原案のとおり可決

すべきものと決しました。 

 

   閉    会    午前１０時０７分 

 

○渡邉賢一委員長 以上をもって予算特別委員会

を閉会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

 

 以上会議の結果を記載し、相違ないことを証す

るために署名する。 

 

予算特別委員会委員長  渡 邉 賢 一 

 


